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　──嫉しつ妬との多い生しよう涯がいを送ってきました。

　槐かい帝てい国こく公こう主しゆ・藍らん雛すう花かは、なかば白目を剝むきながら、己おのれの人生を走そう馬ま灯とうのごとく振ふり返かえる。

（ああ……こんなことになるなら、人を羨うらやんでばかりいずに、もう少しまともな感性を身につけて心穏おだやかに過ごすべきだったわ。でも、自虐と嫉妬を取ったらわたくしには何も残らないし！　我ながら、どうなのそれ）

「ちょ、ちょっとごめん、雛花？　いろいろ続いて呆ぼう然ぜん自じ失しつになる気持ちはよく分かるけど、早く現実に戻もどってきてくれ」

「……はっ！」

　目の前でひらひらと手を振ふられ、雛花はやっと我に返った。すると、驚おどろくほど端たん正せいな白はく皙せきの顔と、鮮あざやかな緋ひ色いろの双そう眸ぼうが目に飛び込んできて、即そく座ざに五十歩ほど引きそうになる。気力で踏ふみとどまったけれど、起き抜ぬけならぬ、正気に戻り抜けの美形は心臓に悪い。

「え、あの、ご、ごめんなさい……紅こう兄にいさま、いえ、志し紅こうさま」

「大だい丈じよう夫ぶ。って、……大丈夫でもなんでもないけど、途と方ほうに暮れる気持ちは分かるから」

　しどろもどろになりつつ小声で謝あやまる雛花に、幼おさな馴な染じみの荊けい志紅は、珍めずらしく少し疲つかれた笑えみで応こたえた。

「けど、……これ、どうしようか」

　困ったように眉まゆ根ねを寄せた彼の呟つぶやきに頷うなずき、雛花も物もの陰かげから耳を澄すませて周囲の様子を窺うかがう。こうなると、日が落ちかけて視界が若じやつ干かん悪くなってきたのが幸いだ。

「雛花公主は？」

「こっちにもおいでじゃないな。荊将軍もだ。そんなに遠くには行っていないと思うが」

　──揺ゆれる無数のたいまつ。入り乱れる足音。兵たちの互たがいに確かく認にんを交かわす声。

　自分たちを捜しているのは明らかだ。

（ど、どうしようかしら、本当に）

　頭はこの上なく混乱している。つい先ほどまでの大おお騒そう動どうのせいで、内ない廷ていの敷しき地ち内には瓦が礫れきの山が築かれているし、傍かたわらの志紅は、深ふか手でを力わざで治したばかりだ。でも。

（まずは、この場を脱だつしないと）

　ごくん。雛花は唾つばを吞のみ込んだ。そして、どうしてこんなことになってしまっているのか、これからどうすべきなのかを整理すべく、冷静に頭を巡めぐらせはじめた──







[image: ]




　渾こん沌とんという漠ばく々ばくたる無む秩ちつ序じよの闇やみを、文字という秩ちつ序じよの糸で濾こし取り、伏ふつ羲きと女じよ媧かが創造したもうた桃とう華か源げん。樹じゆ海かいと砂さ海かいで西の大地と隔へだてられた、唯ゆい一いつ無む二にの豊かな世界。

　男お神がみ・伏羲が〝意味〟の縦糸を、女め神がみ・女媧が〝音〟の横糸を紡つむぎ、織り上げた、韻いん容よう五ご彩さいの理ことわりに守られた広大なる一枚布。

　藍らん雛すう花かが宗そう室しつの末すえ公こう主しゆとして生を受けた槐かい帝てい国こくは、桃華源のほぼ全土を統すべる大国である。

　なお、──そんな雛花の人生は、たった十六年にして、すでに波は乱らん万ばん丈じようだ。

　まずは、四年前。三歳年上の幼おさな馴な染じみにしてかねてよりの想おもい人・荊けい志し紅こうを、謀む反ほんを起こして処しよ刑けいされたその父親・荊志し青せいに連れん座ざして族ぞく誅ちゆうとなる運命から救うために、己おのれの未来すべてをなげうって、国守の巫み女こ『天てん后こう』になると誓ちかった。

　そのまま、反逆者の血筋を庇かばったかどで父ふ帝ていに疎うとまれ、あばら家のごとき小しよう離り宮きゆう暮らしを強しいられて、自じ虐ぎやくと嫉しつ妬とをこじらせ、幼馴染への恋心は胸のうちに納おさめた。

　──ところが、ここ最近、さらに事態は急展開を見せる。

　念願叶かなって女神・女じよ媧か娘にやん々にやんをその身に降臨させ、天后になる資格を得た途と端たん、雛花はくだんの幼馴染に、目の前で異い母ぼ兄けいの槐黒こく煉れんを殺されてしまったのだ。

　帝てい位いを簒さん奪だつして皇こう帝ていとなった彼の手で、無理やり皇こう貴き妃ひとして後宮に放ほうり込こまれるという、特大のおまけつきで。

　混乱する暇ひまもなく、今度は、滅めつ多たに顕あらわれない恐おそろしいばけもの──『渾沌の魔ま』でも最強と悪名高い四し凶きようが立て続けに首都へと襲しゆう来らいした。志紅と敵対したり協力したりを繰くり返かえしながら、雛花はそれらをからくも撃げき退たいする。

　だが息をつく暇もなく、自みずからに宿った女媧がニセモノであると判明。

　それどころか、今まで桃華源の創造主にして守り手と崇あがめていた、伏羲・女媧の二神が隠かくし持もっていた、とんでもない秘密まで知ってしまった。

　彼らは、──そもそも神などではなく。渾沌の魔の一員であり、おまけに、罪を犯おかして故郷から逃にげ落ちてきた身だったのだ。

（とどめに、ついさっき、ここにあった晴せい乾けん宮きゆうが跡あと形かたもなく全ぜん壊かいしました、……と。いえもう、どうなっているの!?　過去最大級に、わけの分からないことが起きているわ）

　頭痛がする。こめかみを押おさえ、雛花は顔をしかめた。

　そう。雛花たちが今いるのは、皇帝の私的空間にして内ない廷ていの中心、老ろう中ちゆう黄おうの瑠る璃り瓦がわらを戴いただく壮そう麗れいな晴乾宮──の、跡あと地ちである。

　見み渡わたす限り足あし下もとには、がらくたと化した調度や、元がなんだったかの判別すらつかない建材が散らばり、頭上を見上げれば、白い雲の浮かぶすかっとさわやかな蒼そう穹きゆうが広がっていた。文字通りの青あお天てん井じようである。

　桃華源を渾沌の魔が付つけ狙ねらうのが、裏切り者の追つい討とうのためだったと知った志紅が、「ならば神々など今後は不要」と、単身で伏羲を殺そうとしたのだ。戦いの舞ぶ台たいとなった晴乾宮の無む惨ざんなありさまはそのせいだが、事情をかんがみれば、建物一つですんで幸いだったと言わざるを得ない。

　さらに続けると雛花は、そんな瓦が礫れきの中心で、志紅への愛を叫さけんだところでもあった。「陰いん湿しつなのよ！」という積せき日じつの怨うらみが結けつ晶しようした罵ば倒とうと、「わたくしも生きるからあなたも生きてよ！」という脅きよう迫はくに近いお願いと、歯と歯がぶつかるだけの色気のない口づけがいっしょくたになった、割とどうしようもない告白だった。

　なお、伏羲と渡わたり合あったせいで、駆けつけた時、志紅の身体からだは外身も中身もボロ雑ぞう巾きんのようだった。手足はかろうじてくっついているものの歪いびつな形になり、声帯をちぎられて呻うめくことさえできないありさま。現在、雛花の持つ天后の力で怪け我がは治ち癒ゆしたものの、失われた血肉までは一気に増やせない。

　地面に座すわり込こんだ彼は、立ち上がろうという意志を見せてはいるが、実行に移すにはまだ時間がかかりそうだ。壁かべに寄りかかったまま、荒あれた呼吸を整えながら咳せき込むその背を、雛花はさする。禁きん軍ぐんきっての使い手である彼が、ここまで消しよう耗もうしているところを見るのははじめてだった。

（何がどうなってそういう事態にまで発展したのか、詳しよう細さいについて、志紅さまをネチネチ問とい詰つめる必要もあるわ。でも、今は……そんなことが、大事なんじゃなくて……）

　目もつ下か、もっとも気になること。

　雛花はおそるおそる、黙だまりこくったまま、呆ぼう然ぜんと己の手ての甲こうを凝ぎよう視しする志紅の右手に視線を落とした。

　彼のそこには、先ほどまで、蓮はすの花と龍りゆうの鱗うろこが【容よう】の一字を取り巻く黒い紋もん様よう──その身に伏ふつ羲き真しん君くんを宿す者の証あかしたる蓮れん華か龍りゆう鱗りん紋もんが、たしかに刻まれていたはずなのに。

「？　志紅さまの、紋が……消えて……？」

（えっ？　どうして!?　それじゃ、志紅さまに宿っていた伏羲真君は……どこに行ってしまったの!?）

　念のため、雛花は自分の左手首も確かく認にんしてみた。

　天后の証あかしである、【韻いん】の文字と朱しゆ色いろの紋様は、そのままだ。同じ現象が我わが身みにも起こったわけではないらしい。

「ねえ、丹たん朱しゆ？　これは……」

　とっさに雛花は、すぐ傍かたわらにいるはずの、己に宿る女媧──そのニセモノに話しかけようとする。なにせ、そのニセ女媧こそが、志紅を生いけ贄にえに仕立ててこの場に引き出し、伏羲ごと消し去ろうとした張本人なのだ。

　名を、丹朱。ちなみに、伏羲を追って渾沌からやってきたという彼の正体は、四凶の中でも突出した力を持つ【渾こん敦とん】である。

（って、丹朱……いない!?　噓うそでしょう!?　さっきまでたしかに……）

　なんて逃にげ足あしの速い。

　いや、彼は雛花の力のすべてを握にぎっているし、志紅にも伏羲を討うつために手を貸していたようだから、彼が自分たちから逃げる理由などないはずなのだけれど。

　──〝やられたなあ〟

　雛花はあの、稲いな穂ほ色いろの長い髪かみに彩られた秀しゆう麗れいな白い面おもてに浮うかんでいた、焦あせりの色を思い出す。

（本当に、何がなんだか……）

　対して志紅のほうは、いち早く事態を把は握あくしたようだった。

　唐とう突とつに。

「噓だろ。……黒こく、煉れん……」

　彼はぽつりと、自らの仕つかえる主君であり、親友であった男の名前を呟つぶやいた。

　その場にいない異母兄あにの名に雛花が首をひねる間もなく、志紅は蒼あおざめたまま、無言で即そく座ざに立ち上がろうとする。

「……ぐっ、……」

　しかし、足に力を入れようとした瞬しゆん間かんふらつき、地に突つき立たった石材に肩かたをぶつけてしまった。

「ちょ……っと、志紅さま!?　急に動いてはだめ！　というか無理全ぜん般ぱんはしないでくださいませ！　傷を塞ふさいだだけで、完治したわけじゃないんですもの！」

「俺は、もう大だい丈じよう夫ぶ、……だから」

　驚おどろいて制止しようとする雛花に、彼は首を振ふり、「行かないと」とうわごとのように繰り返す。こちらに向けられた緋ひの瞳ひとみには、焦りと動どう揺ようがないまぜになって浮かんでいた。

「雛花、……黒煉が、危ない」

「……煉兄さまが、危ない？」

　志紅の言葉に、思わず問い返す声が震ふるえる。

「俺の身体から離れた伏羲は、黒煉のところに行くしかないはずだ……」

「……え？　それって……どういう」

　尋たずねかけたところで、彼の言わんとすることに気づき、雛花ははっとした。

　黒煉は、かつて自らが下か賜しした長ちよう剣けん『緋ひ霄しよう』を以もつて志紅に心臓を貫かれ、帝位を簒奪された。

　しかし、それは見せかけの話。志紅は黒煉を実際に殺したわけではなく、彼と縁ゆかりの深い剣つるぎを合あいの楔くさびに、肉体に七しち魄はくを留とどめたまま、黒い鷹たかに三さん魂こんを移うつし替かえただけだ。

　なおかつ志紅の話では、黒煉に命を弄もてあそぶ禁断の術を施ほどこしたのは他でもない、伏羲だという。

（つまり、煉兄さまを生かすも殺すも伏羲真君の胸ひとつ、ということ。……それじゃ、志紅さまから離れて行き場を失った真君は、今……）

　じわじわと事態を察し、両手で口を押さえる雛花の両りよう肩かたを、志紅の大きな手が摑つかんだ。

「俺のせいだ。俺が……仕し損そんじたから。今、あの創世神が、どういう手に出るか。このままじゃ、……黒煉が……」

「そ、んな」

　桃華源の──槐帝国の秘してきた真実。

　そのひとつは、創世の二神こと伏羲と女媧は、神話の中で無秩序の闇と貶おとしめられてきた渾沌の出であったこと。

　そして二神は、故郷を裏切って出しゆつ奔ぽんするどころか、故郷のものであった〝文字〟を盗ぬすみ出だし、その盗とう品ひんを用いて桃華源を織り上げた、──という話だ。

　いつわりの楽園では己の姿を保てなかった彼らは、渾沌からの追っ手に立ち向かうため、自らの創造した住人の器を借りた。

　己を宿した器の自じ我がをじわじわと消し去り、からっぽのくぐつとしたところで、何食わぬ顔で成り代わる。そうやって、二神は命を繫つないできた。

　槐宗室の血筋は、とりわけ伏羲と女媧をその身に降ろす皇帝と天后は、有史以来、つまり千年もの間、そのくぐつの素材であったのだ。

　秘密を知った志紅が帝位を簒奪したのは、黒煉と雛花を神々の生贄という悲ひ惨さんな宗室の運命から救うため。

　けれど、その黒煉に、──伏羲が戻もどってしまったのならば。

（伏羲真君はすぐにでも、……煉兄さまの自我を消し去って、身体を思いどおりにしようとするかもしれない……!?）

　宗室の一員たる雛花は生来、神々の忠実なしもべたれと刷すり込まれ、心身をがんじがらめにされている。もっとも、その呪じゆ縛ばくからはつい先ほど解き放たれたが、だからこそ、同じ血脈に連なる黒煉がまだその渦か中ちゆうにあることは、容易に想像がつく。

「煉兄さまを捜しましょう。伏羲真君に、自我を消されてしまう前に……！」

　だんだん体力が戻ってきたのか、どうにか瓦礫にすがって立ち上がった志紅を、とっさに雛花は支える。その時、不意に周りを取り囲むように、いくつもの足音がざっと響ひびいた。




「その必要はねえよ」




（えっ!?）

　聞き慣れた声もそれに続き、雛花は、志紅とともにそちらを見た。
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　すぐに目に入ったのは、金きん襴らんの龍りゆう袍ほう。その、禁きん色じきの黒。

　結ゆい上あげた黒くろ髪かみの頭上には、瑪め瑙のうや翡ひ翠すいの[image: ]りゆうを連ねた冕べん冠かん。腰こしには五ご爪そうの龍を彫った佩はい玉ぎよくの璧へき。褐かつ色しよくの精せい悍かんな顔はどこか精せい彩さいを欠き、両手は力なくだらりと下げられている。

　今、志紅が纏まとっているのも同じ皇帝の装しよう束ぞくだが、伏羲との死し闘とうでぼろきれと化したそれに比べ、傷一つなく完かん璧ぺきに美しく、まさに正統性を誇こ示じしているようだった。

　──生きている異母兄を見るのは、雛花にとって、あの簒奪の晩以来だった。屍しかばねも、志紅が安あん置ちしているところに忍しのび込んだ時に、一度見たきりだ。

（！　れ、煉兄さま。どうしてここに……）

　仮かり初そめの器である黒い鷹に三魂を閉じ込められた姿ではなく、実際に立って動き、話している彼を見て、歓かん喜きすべきはずなのに。なぜか、さっきから嫌いやな汗あせが背中を伝って止まらない。

「黒煉……陛へい、下か」

　ただ呆あつ気けに取られる雛花の隣となりで、やはり動揺を隠かくせない声で、志紅がその名を呼ぶ。

　そして、いち早く行動に出たのも彼だった。習性のように拱きよう手しゆを捧ささげ、膝ひざを折りかける志紅を、皇帝──槐黒煉は、「いいぜ。そのままで」と手で制す。

　背後に禁軍の近衛このえたちを壁のごとく従えた彼は、立ち尽くす志紅と、彼と違ちがって声も出せない雛花とを見比べながら、明るく話しかけてきた。

「しっかし、なんていうかな。派手にやったもんだぜ。晴乾宮が、すっかり恐ろしいことになってんじゃねえか。なあ志紅、いったい何をどうやったら、あの広大で壮そう麗れいな宮をこんなヤベエ残ざん骸がいの山にできんだよ。あ、責せめちゃいねえよ？」

　明るい声こわ音ねで雑談に近い話題を振られ、志紅は戸と惑まどっているようだった。とっさに「も、申し訳、ございません……」と謝あやまりつつ、声に力がない。

　二人の様子に苦く笑しようし、黒煉は「悪い、驚かせちまったみてーだな」と肩を竦すくめた。

「ホントはさ、彗すい縹ひように伝言だけ頼たのむつもりだったんだけど。最後に、どうしてもお前らの顔を見ときたくなっちまって」

「え？　煉兄さま。さ、いご……って」

　差しはさまれた不ふ穏おんな単語に、雛花が疑問を呈ていする前に、黒煉は表情を引きしめる。

　そして、有う無むも言いわせぬ口調で宣言した。




「荊志紅。オレが病やまいに倒れ不在の間、よくぞオレの意を受け皇帝代行の大任を務め上げてくれた。そして、藍雛花。オレの命めいに従い、皇貴妃の身分を仮初に得て彼を支えてくれたことに、兄として礼を言おう」




「……!!」

　黒煉の言葉に、雛花は、志紅とともに目を見開く。

（なっ、何を言っているの!?　代理で即そく位いしたというのは、志紅さまが流した方ほう便べんで……それに）

　彼が、伏羲を再びその身に宿すということは──。

　神の生贄に戻ったということ。

　自我を喰くわれ、いずれその身をうつろなくぐつとなすことに他ならない。

　黒煉が、志紅と雛花を庇うつもりなのは分かる。だとしても、彼の身に巣くう危険は、依い然ぜんそのままなのだ。

　啞あ然ぜんとする二人に、黒煉はかぶりを振った。

「悪いな、志紅。宗室の血統はオレだ。皇帝はオレなんだ。オレの果たすべき役目を、お前に譲ゆずるわけにはいかねえよ」

「まさか黒煉。きみ、自分の意志で……伏羲を……！」

　歯を食いしばり、喘あえぐように問う志紅に軽くかぶりを振ると、黒煉は黄金の眼めで、今度は雛花を捉とらえた。

「雛花は、……同じ軛くびきから、解き放たれるかもしれねーって聞いてるから。今のオレの力じゃ、無事にそうなるよう祈いのってやるしかできねえ」

「聞いている、って、……誰だれにですの？」

　即座に問い返す雛花に、黒煉は「ホント、お前って耳ざといな」と苦笑し、気まずそうに視線を落とした。

「最近できた協力者だ。誰かは知らないほうがいい。……で、だ。志紅。お前の皇帝代理の任を解き、もとの役職……すなわち右う龍りゆう武ぶ軍ぐん儀ぎ同どう将しよう軍ぐんに戻したのち、開かい府ふ将しよう軍ぐんへの昇しよう進しんを言いい渡わたす。ただし右龍武軍から、しばし冬とう鴛えんのある北ほつ方ぽう州しゆう師しに出向だ。慣れない仕事で無理をさせたろ。のどかな地方でちょっと心身を労いたわってきてくれ」

「なっ……！」

　一応は栄転の体てい裁さいだが、その意図は明らかだ。

　──あからさまに禁城から遠ざけると宣告され、志紅が色を失う前に、黒煉は雛花に向き直った。

「お前もな、雛花。そいつは今や、名実ともに出しゆつ世せ頭がしらだ。公主の降こう嫁か先にもうってつけだろう。一いつ緒しよに冬鴛に行け。今後もオレの親友を支えてやってくれよ」

「お待ちください陛下……いや、待ってくれ。どういうことだ黒煉！」

「そうです、煉兄さま！　わたくしは……わたくしたちは！」

「勅ちよく命めいだ」

　冷ややかなひと言を浴びせられ、二人が同時に口をつぐんだ瞬間、──ふっと黒煉の背後に人ひと影かげが差し、場の空気が変わる。




「やれやれ……おふたりとも。先ほどまで皇帝、皇貴妃の位にあったとはいえ、現陛下の御ご前ぜんで少し不ふ敬けいが過ぎますよ」




　呆あきれを含ふくんだ声とともに現れた人物に、雛花はあっと声を上げた。

「……李り、彗縹さま」

　白いものの交まじった濃こい茶ちやの髪に、柔にゆう和わな年ねん齢れい不ふ詳しようの顔。文武官すべての最高位を示す緋ひ色いろの袍ほう。軍人としての頂点たる禁軍柱ちゆう国こく大だい将しよう軍ぐんの証である獅し子しの佩玉。

　無言のまま背後に並ぶ武官たちを代表するように黒煉の傍らに並んだ彗縹は、気に入りの白い羽う扇せんでゆるりと口くち許もとを隠しつつ、切れ長の薄うす青あおの眼を細めた。

「陛下は、略式ながら、先ほど無事に復位の儀を終えられました。私的な場ですから見み逃のがしておりますが、おふたかたとも、立場をわきまえますよう」

「……っ」

　静かな、けれどたしかな威い厳げんに満ちた彗縹の声に、雛花は唇くちびるを引き結ぶ。

「彗縹どの……李将軍」

　いっぽう、かつて右龍武軍ではその下につき、簒奪帝となってからは補ほ佐さを受けてきた志紅だが、さすが臨りん機き応おう変へんを是ぜとする武官であるためか、立ち直りも早かった。

「事情を、ご説明願いたい」

　まごつく雛花を庇うように、そして黒煉に近づくように、志紅は一歩前に出る。

　対する彗縹に、動じた様子などかけらもなかった。

「説明、も何も。先ほど陛下のおっしゃったとおりです。それとも、落ちぶれたなりに伝統ある武の名門荊家の嫡ちやく男なんでありながら、恐おそれ多おおくも陛下に対し奉たてまつり、玉ぎよく声せいを二度も聞かせよと求める無礼を働くつもりか？　分かったのなら、早く然しかるべき行動を」

「──従えません」

　拳こぶしを握りしめ、志紅は、かつての父の副官を睨にらみつけた。

「それは、陛下への反逆と見なしますよ。まさか進んで禁軍を除じよ隊たいされたい、とでも？」

「っ、……そう捉えていただいても構いません。私は……俺は、武官であり荊家の者である以前に、陛下の……否いな、そこにいる黒煉の友です。そのように生きると決めました。そして雛花は、その妹です。彼が自らを傷つけようとしているなら、俺たちは理由を探さぐり、止める必要がある！」

　燃えるような火か眼がんに見み据すえられても、彗縹は涼すずしげにそれを受けとめる。炎ほのおと氷のようだと、雛花は息を吞んだ。

「……埒らちがあきませんねぇ」

　やがて、ふうっとため息をついたのは、彗縹だ。彼は苦笑して首を振ると、表情を引きしめて背後の兵たちに片手を上げた。

「捕とらえなさい」

「……彗縹どの！」

「拘こう束そくし、袋ふくろ詰づめにしてでも冬鴛に送り届けるように。ついでに、その場に釘くぎづけにしておきなさい。多少なら手て荒あらな真ま似ねも許しましょう」

　淡あわい笑みを浮かべつつ冷然と命じる彼に、さすがに聞き流せないと思ったのか、隣の黒煉が気け色しきばむ。

「おい、李将軍！」

「……とまあ、こうやって陛下に叱しかられますので、手荒成分は控ひかえめで、できるだけ丁てい重ちように。そう、できるだけ、ね」

　冗じよう談だんめかしているが、彗縹の声には迷いもためらいもなかった。

　それを合図に、兵たちが一いつ斉せいに武器を構える。

　大きな石材の壁を背に、半円形にこちらを取り囲む槍やりの穂ほ先さきが、雛花や志紅の腕や肩を狙ねらうように突つきつけられた。

（……どうして……どうして!?）

　事態が吞み込めず、ただ震える雛花の肩を抱だき、志紅が舌打ちする。その様子をじっと見つめていた黒煉は、何かを堪こらえるように首を振り、背を向けた。

「黒煉、どういうことなんだ！　話を……！」

「煉兄さま！」

　呼びかける二人に、黒煉は、歩き出そうとする足を止めた。

「志紅。……オレさ、昔からの夢があったんだよ」

　いきなり何を、と声を失う志紅に、くすりと笑いをはさみ、黒煉は天を仰あおぐ。──背を向けられたままなので、その表情は見えない。

「オレがもし、伏羲真君に選ばれて即位したら──そん時ゃ志紅、いずれお前が禁軍の柱国大将軍になってくれたらって」

　そこで黒煉は、ようやく振り返った。

　淡くその唇に浮かんでいる微び笑しようは、彼にしては珍めずらしい、困ったような、ひどく疲つかれたようなものだった。

（煉兄さま……？）

　へらりとおどけて肩を竦め、彼は今度は雛花に視線を向ける。

「あと雛花、お前は頭もいいけど、何より人間を見る目がたしかだから、天后よりも官かん吏りに向いてるぜ。知識があるから学者でもいいかもなんだけどな、書ばっかりとにらめっこさせんのはもったいないかな。まあ、……そんな感じで、二人がオレの両りよう隣どなりに立ってくれて、一緒に国を守っていくんだ」

「……煉、兄さ……」

「で、そのうち、お前らが無事にくっついた日には、贅ぜいを尽くした真しん紅くの婚こん礼れい衣い装しようをあつらえてやるのが、オレの役目なんだよ。華か燭しよくの典てんじゃ、今度こそオレが志紅を祝い酒でツブしてやんの。……そういう、夢だけど」

　ただ言葉もない雛花に、「そのはずだったんだけど、なぁ」と言い置いて。はあっと息をついて肩の力を抜ぬき、黒煉は最後に俯うつむいた。

「どうも、お前らの未来に、オレはいてやれそうにないから。……せめて、お前らがくっついて云うん々ぬんってところだけは、叶かなえてやってくれよな」

「黒煉!!」

「……伏羲真君の犠ぎ牲せいになる宗室は、オレで最後だ。神々の力は、もう使わなくてすむようになる。……何もかもがもうすぐ終わる。だから、お前らは二人で生き延びて、ちゃんと幸せになれよ」

　──それだけが、今のオレの希望なんだよ。

　決意を込めたその黄金の双そう眸ぼうに、雛花も志紅も何も言えずにいるうちに、黒煉は再びくるりと前に向き直り、歩み去ってしまう。

　彗縹は、言葉を紡つむぐ主君を急せかすこともなく、奥おくの読めない瞳で見守っていたが、すぐにその後に続いてしまう。

「志紅さま。……怨むならどうぞ私を」

（！）

　──ただ、ボソリと彼が最後に呟いた言葉は、雛花の耳にも届いた。

「くそ……！」

　黒煉と彗縹の姿が完全に消えてしまってから、じりじりと距きよ離りを詰つめてくる兵たちを、志紅が睥へい睨げいする。

　──一見すれば分かる。彼らはいずれも、禁軍でも名だたる手て錬だれ揃ぞろいだと。

　おまけに志紅は槍どころか長剣も持っておらず、武器といえば、丹朱から預けられた小ぶりの短たん剣けんがひと振りだけ。しかもさっきまで、立つのもおぼつかないほどの深手を負っていたのだ。

（そうだわ。志紅さまに宿った伏羲真君は去ってしまっても、わたくしの女媧、いえ、丹朱の力なら！）

「──〝韻と容とで乾けん坤こんを描えがけ〟……」

　短剣を構えるその背に庇われながら、雛花はとっさに得え手てとなった呪じゆを舌に乗せた。

（さっき【隔へだてる】を使ったばかりだもの、まだ効果が残っているはずよ。それでまずは彼らから距離を取って、あとは目くらましに何か別の文字を……）

　しかし、人差し指と中指を揃えた印を結んだ左手を宙ちゆうに差さし伸のべたところで、機き先せんを制するように聞き慣れた声が響ひびき、雛花は動きを止めた。




『やあ僕の天后。せっかく呼んでくれたところ悪いけど、力なら貸さないよぉ？』




　同時に、明るい金きん髪ぱつを宙になびかせ、大時代な白い深しん衣いを翻ひるがえした美しい青年が、その場に出現する。──もっとも、まぼろしのその姿は、兵たちには視みえていないようだが。

「丹朱!?　あっ、あなたっ、なんで！」

　動揺する雛花を面おも白しろそうに眺ながめ下ろしながら、彼は、赤い舌でぺろりと己の唇を舐なめた。

『途と中ちゆうで皇帝の器が替わっちゃったのは予定外だったけど、ぶっちゃけ、僕としちゃ伏羲を討てりゃ、もうなんでもいいんだよねぇ。よくお膳ぜん立だてされた舞台と、うってつけの生贄で、望むとおりのきれいな結末を迎むかえられないのは残念だけど……』

　そして、〝生贄にしそこなった〟志紅のほうを、うっそり笑んで眺め下ろす。

『どのみち、瑣さ末まつな問題だ。この際、僕は別に、死ぬのは誰でも構わない』

「……丹朱!!　どういうこと……っ」

　思わず雛花が怒ど鳴なりつけるのと、兵たちが低く構えた槍をこちらに繰くり出だすのは同時だった。逃げるどころか、悲鳴を上げる暇もない。

（足をやられる!!）

　来きたるべき痛みと衝しよう撃げきに備えて雛花が歯を食いしばった瞬間、──浮ふ遊ゆう感かんが身体を襲おそい、ぐるんと視界が回る。

「!?」

　志紅の肩に担かつぎ上げられたのだと一いつ拍ぱく遅おくれて気づいた瞬間、彼は短剣を口にくわえ、無造作に兵の一人に歩み寄る。

　とん、とん、と軽い足取りで相手との間合いを詰めると、志紅は流れるようにその腹に回まわし蹴げりを見み舞まった。

　さらに、呻うめく間もなく倒たおれる兵の手から槍をもぎ取り、石突きを叩たたき込んで両隣の兵をも地に沈める。そして、そのまま棒を支えに勢いをつけ、ふわりと高い壁かべの上に跳とび上あがった。あっという間の出来事である。

（ええっ!?　……な、何が起こったのよ、今!?）

　ひっきりなしに回る視界と、志紅の肩で圧あつ迫ぱくされる腹に、雛花はひたすら目を白黒させた。

　なお、彼はここまでの一連を、すべて雛花を担ぎつつ、片かた腕うで一本でやってのけている。

　人間わざと思えない。それも──さっきまで、身動きすら心もとなかったはずなのに。

　気け圧おされた雛花が声も発せずにいるうちに、志紅は石壁の向こう側に危なげなく飛び降り、たちまち疾しつ風ぷうのごとく駆かけ出だした。

　景色が反転したまま、ぐんぐん流れていく。ほどけた己の黒髪が、視界の邪じや魔まをする。

　背後から追いかける兵たちの怒ど号ごうは、みるみる遠ざかっていった。
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　──そして、事態は冒ぼう頭とうに戻る。

　途中で肩から下ろされた雛すう花かは、そのまま志し紅こうに手を引かれながら、禁きん城じよう内ない廷ていの中を禁きん軍ぐんから逃にげ回まわっているのだった。

　柱の陰かげに身を潜ひそめつつ、雛花は先ほどの大立ち回りを思い出して、興奮さめやらぬまま志紅に囁ささやきかける。

「すごい。すごかったです。志紅さまが、そんなに人間やめておいでだなんて知りませんでしたわ！　いいですわね、羨うらやましい。わたくしも、あなたを担いだまま跳とんだりはねたりする体格と筋力が欲ほしい」

「できればそこは素す直なおにかっこよかったって言ってほしいのが男心なんだけど……というか雛花。……ごめん。どうにか落ち着こうと、わざわざ関係ない話題振ふってくれているところ、現実に引ひき戻もどして悪いんだけど。割と真しん剣けんに、ここからどうしようか？」

「……はい」

　二人とも分かっている。

　くだらない会話は単なる逃とう避ひだ。むしろ、普ふ段だんどおりに振る舞わないと、混乱して頭がどうにかなってしまいそうだった。

（煉れん兄にいさま。……どうなさるおつもりなの）

　胸騒ぎしかしなかった。気になって仕方がないのに、落ち着いて考える暇もない。とりあえず逃げ出したものの、こちらはこちらで捕つかまるのも時間の問題だ。

　そうすれば、僻へき地ちに強制送そう致ち。おそらくは、戻ってきた時には、すべてが終わっているに違いない。

（煉兄さまとあれで最後だなんて、絶対に嫌）

　また、急に力を貸さないなどと言い出した丹たん朱しゆの真意も、問とい質ただす必要がある。

　そのためにも、早くここを脱だつ出しゆつしなければ──

（でも、脱出ったって、どこから。……あ）

　雛花はふと周囲を見回して気づいた。

（ここ、……後こう宮きゆうじゃないの？　夢中で走っていたから分からなかった。いつの間にか、泰たい坤こん宮きゆうに戻ってきていたんだわ……）

　物もの陰かげを縫ぬうようにして移動を繰り返すうち、丹に塗ぬりの柱の並ぶ回かい廊ろうのすぐそばに来ていた。内廷の誇ほこる、絢けん爛らん豪ごう華かな後宮の中心──皇こう后ごうや皇こう貴き妃ひの居室を階上に戴いただく、泰坤宮だ。

（……なんだか、変なの）

　もともと志紅の手から逃のがれるために後宮を脱出することを目指していたのに。

　気づけばその志紅とともに、同じ場所から逃にげ出だそうとしている。

　皮肉なものだと状じよう況きようも忘れて笑いそうになる。絶体絶命すぎて、いっそ頭がふわふわした。

　追っ手の足音は、ここから少し離れているが、やはり絶え間なく響いていた。

「志紅さま、これからどうし……!?」

　その意思を確認しようと手に触ふれたところで、骨ばった大きなそれの異様な火ほ照てりに気づき、雛花は息を吞む。

（まさか）

　嫌な予感に衝つき動うごかされるまま、雛花は慌あわてて彼の額に手を押しつける。

　汗ばんだそれは、手と同じく、燃えるように熱い。

「大変……！」

　ざあっと血の気が引いた。

　だが、考えてみれば当たり前だ。雛花は唇を嚙かむ。

（よりによって伏ふつ羲き真しん君くんとあれだけ戦って、全身ボロボロだったのだもの。見せかけだけ治した状態で、生きていることすら奇き跡せきなのに。その上にあんな無茶をして）

　限界なんて、とうに超こえていたのだろう。気力だけで動いていたのだ。

　異常なほどの発熱に比して、彼の顔色は真っ青だった。心なしか、柘榴ざくろ色いろの目は憔しよう悴すいに褪あせ、焦しよう点てんが定まらない。

「そんな顔を、しないで。……平気だから、雛花」

　みるみる色をなくす雛花に、掠かすれた声で呟いてかぶりを振り、彼は力なく笑んだ。

「平気なわけないじゃない……！」

「……俺は鍛きたえてるし」

「その顔色で言われなければ、とてもかっこよかったですわ」

　軽口で気を紛まぎらわせながら、焦あせりが胸を焼く。

　この熱で、いつまでも動けるはずはない。それどころか命にだって関わるかもしれないのに。一刻も早く休ませてあげたい。

（どうしたら。傷の治ち療りようや目くらましになる令れい牌はいは、泰坤宮の自室にみんな置いてきてしまった……取りに戻るうちに、絶対に見つかってしまうわ。丹朱の力が駄だ目めでも、令牌術が使えれば、まだ状況が違ったはずなのに）

　樹じゆ海かいや砂さ海かいに生えてくる、神しん仙せんの言葉が刻まれた不思議な石せき碑ひを削けずり出した呪じゆ具ぐ『令牌』を使って世の摂せつ理りに干かん渉しようする令牌術は、昨今雛花の得意となったが、肝かん心じんの道具がなくてはどうにもならない。

　唇をぎゅっと嚙む雛花の耳に、追い打ちをかけるようにばらばらと、兵の足音が迫せまる。

　──近い。

「こっちで見たという報告が」

「そこの柱の陰はどうだ」

　男たちの声がすぐそばで聞こえた。いよいよ自分たちが潜んでいる場所に、目星をつけられたらしい。

（まずい。このままじゃ、見つかる！）

　ぐったりした志紅の頭を抱かかえ込こんで、思わず目を瞑つぶったところで、馴な染じみのある声が耳じ朶だを打った。




「おやあ？　──無ぶ骨こつな禁軍の皆みなさまが、畏おそれ多おおくも皇帝陛下の花はな園ぞので、何をしておいでなのサ？」




　朗ろう々ろうと響いたそれが誰のものなのか、即そく座ざに悟さとった雛花の全身から力が抜ける。

（か、灰かい英えい……!?）

　呉ご灰英。後宮では九きゆう嬪ひんが昭しよう容ようの位にある、御おん歳としは六十をとうに上回る老ろう嬢じようである。

　雛花を晴せい乾けん宮きゆうに送ってくれた後、後宮に戻った彼女とは、別れたままだった。

「な、……なぜ妃ひ嬪ひんがたがここに……？　後宮は今朝、解散になったと……」

　戸惑ったような兵の声に、灰英の声が、呵か々かと笑って応じる。

「あんた面おも白しろいこと言うおひとだねえ。アタシらは、ずっとここにいるよ。今までも、これからもサ」

　雛花はただひたすら、物陰で息を殺しつつ、首筋に押しつけるように志紅の頭を抱く腕に力を込める。そのまま、ただなりゆきに耳を澄すますしかない。

　音や気配だけでも、禁軍の兵たちの動揺が伝わってくる。

　なにせ、からっぽのはずの後宮にまだ妃嬪が残っていて、おまけに倒とう壊かいした晴乾宮の惨さん状じようを知らないはずはないのに、彼女は逃げ出すどころか怯おびえるそぶりもないのだ。

「けどまあ、みぃんなババアなもんだから、待つばかりの花っていっても、やることがなくて暇でね。お客様は歓かん迎げいするよ──なあみんな」

　最後、灰英の呼びかけに、「はぁーい！」と周囲から一いつ斉せいに返事があった。すべて等しくしゃがれ声だが、雄お叫たけびのような力強さがある。

「ひひひ、ようこそ禁断の花園へ、お若いの」

　そして、続けてぞろぞろと、槐かい後宮の誇る最強の妃嬪軍団が──九嬪、二に十じゆう七なな世せい婦ふ、八はち十じゆう一いち御ぎよ妻さい、おしなべて平均年齢七十過ぎのご老体の皆さまが、後宮の奥から飛び出してきたのだった。

「うわ、待っ」

「肌はだに張りがあっていいねえ」

「え、あの、ちょ、任務中……」

「ハァー、お茶でも飲んでゆっくりしていくんだよォ」

「変なところを触さわらないでください!?」

　──たちまち周囲は、阿あ鼻び叫きよう喚かんの大おお騒さわぎになった。

　相変わらず身を伏ふせたままの雛花のもとには、残念ながら音声のみのお届けになる。が、たぶん、抵てい抗こうするにできない兵たちに老女が次々に絡からみつくという、筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい、というか表現に困る光景が繰くり広ひろげられていることだろう。

（な、な、何が起こっているの……!?）

　思わず雛花は、危機も忘れて真顔になった。

（って、そんな場合じゃなくて！　逃げるなら、この隙すきに）

　はっと我に返ったところで、隣の茂しげみからガサリと音がして、上げかけた悲鳴を押し込むように手で口を塞ぐ。

　がばっと振り返ると、そこにいたのは、栗くり色いろの長い髪を一つに結ゆわえ、袍ほう褲こを身に着けた男装の麗れい人じんだった。下級貴族の出で雛花の長年の侍じ女じよ、菫とう珞らく紫し。──雛花にとって、最もよく知った人物である。

「雛花さま！　よかった、見つかって」

「ら、珞紫っ……！」

「お静かに」

　安あん堵どから思わず涙なみだぐみかけた雛花は、「あ、でもこの状況って前にも」と思い出して身構える。かつて志紅の帝てい位い簒さん奪だつに加か担たんした珞紫に、油断した隙すきを突かれて眠ねむらされたことを思い出したのだ。「今回は誰にも寝ね返がえってませんってば」と苦笑し、長年の侍女は唇に人差し指を当てた。

「他の妃嬪たちが時じ間かん稼かせぎをしてくれています。ついてきてください。そこの具合悪そうな役立たずの陛下は、私が責任持って転がしていきますから、雛花さまは先にこっちに」

「言ってくれるな、……珞紫どの」

「単なる事実でしょ。ほらとっとと肩貸せ、この腑ふ抜ぬけ野や郎ろう」

「……面めん目ぼくない、が、自分で立てるから。……雛花も、ありがとう。もう大丈夫。ごめん、心配かけて」

　珞紫の介かい助じよを断り、彼は雛花から離れて自らの足で立って、歩いた。志紅のことが大だい嫌きらいな珞紫は「やせ我が慢まんしやがって」と渋じゆう面めんを作ったが、彼の足取りが思いのほかしっかりとしたものだったので、文句は切り上げて先を急ぐことにしたらしい。いつでも志紅を支えられるように気を配りつつ、雛花も導かれるままその後に続いた。

　背後では相変わらず兵たちの悲鳴が響いていたが、彼らも禁軍だ。多少普ふ通つうでない事態に一時的に混乱しているだけで、落ち着けば突とつ破ぱしてくるのも時間の問題だろう。

　どうにか騒ぎの声が遠くなったところで、いち早く離り脱だつしてきたらしい、──先ほど後宮の一同に鬨ときの合図をした、灰英が待っていた。

「無事だったかい、雛花さま！　志紅前陛下も。……お隣となりさんがどえらいことになってるし、心配したんだよ！」

「か、灰英。ありがとう、助かったわ……！」

　その姿を確認した途端、雛花は、油断ならない状況も吹ふき飛とびそうな気分になった。

　理知的な光の宿る淡い紫むらさきの眼めも、名のとおりの灰色に染まってはいるがきっちりと油と針金で双そう刀とう髻けいに結い上げられた髪も、艶つやを含んだ張りのある声も、やはり衰おとろえを感じさせない。

「何がどうなってんのかさっぱりだけど、あんたらが追われてんのは理解したよ。兵はとりあえずこっちで足止めするから、董とう才さい人じんと一緒に早く禁城を出な。逃げ道は確保してある。その後は、アタシの古巣で匿かくまえるように、手はずを整えといたから」

「古巣……って、あなたが経営していた妓ぎ楼ろうの『嫦じよう娥が亭てい』？　逃げ道の確保もですけれど、さっきの今で手はずなんてどうやって」

「アタシらを誰だと思ってるのサ」

「あ、そうでしたわね」

　自信満々に微笑ほほえまれ、雛花は反射的に頷うなずく。

　もともと灰英は、槐首都春しゆん燕えんの色街にある有名な女じよ郎ろう宿やどで爆おんな炭あるじを務めていた女だ。その処しよ世せい術じゆつや人心掌しよう握あくのすべ、情報収集力などを買われ、黒くろ煉れんに望まれて後宮に入った。

　また彼女の他にも、後宮には、黒煉の選定でさまざまな技能や職歴を持つ人材が集められている。一見、よぼよぼの老女ばかりの介かい護ご後宮だが、その実、足あし腰こしぴんしゃんどころか、黒煉帝の最後の砦とりでにして、最強の女性集団なのだった。

　今朝がた、簒奪帝であった志紅の命令で解散されたはずの後宮だが、彼女たちは危険も顧かえりみず留とどまってくれていたらしい。お蔭かげでとても助かった反面、疑問も不安もある。

　雛花は、灰英を戸惑いつつ見つめた。

「灰英、どうしてまだ後宮に……それに、あなたたちは、これからどうするんですの？　晴乾宮のありさまを見たでしょう？　……この先も、ここにいたら何があるか分からないんですのよ」

　だから、早くあなたたちも逃げたほうが──そう続けようとした雛花の肩を摑つかむと、くるりと無理やり背を向けさせ、灰英は後ろから鼻で笑った。

「逃げる？　ハッ、冗談じゃないサ」

「か、灰英？」

「アタシらはね、黒煉陛下の花園を守る妃嬪だよ？　志紅陛下がいくら解散を命めいじたところで従えないね！」

　その言葉に、傍らで志紅が、はっと息を吞む気配がする。

「まあ、一度は応じようとしたものの、やっぱり思い直してね。黒煉陛下ご自身の命以外では、梃て子こでも動くまいと決めたのサ。……せっかく陛下が、今後にあとくされがないように、こんな死にぞこないばかり選んでくださったんだ。アタシらはみんな、あのかたと命運をともにすると決めている。他にアタシらを動かせるものってったら、まァ、冥めい途どのお迎むかえくらいのもんさね」

　──そういうわけで、余計な心配は不要だよ！　せいぜい自分の身の安全のことだけ考えな！

　呵か呵かと笑い、バシンと背を叩いて押し出される。雛花はよろめいて数歩進みつつ、彼女を振り返った。

「灰英……」

「随ずい行こうできない無礼をお許しくださいませ。ご武運をお祈いのりいたします。……雛花公こう主しゆ、志紅前陛下」

　最後に畏かしこまって、たおやかな仕草で腰を折ると、灰英はすぐに凜りんと背筋を伸ばして雛花たちに力強く微笑んだ。

　その姿は、かつて妓ぎ女じよの番付である花か案あんで状じよう元げんを取ったこともあるという、往おう年ねんの面おも影かげを垣かい間ま見せつつ、時を経へたからこその落ち着きもあわせ持ち──とても、美しかった。

「灰英、どうか無事で。……必ず戻ってきますわ。だからそれまで、煉兄さまを、よろしくお願いいたします」

「急いで、雛花さま！」

　珞紫に急せかされるまま、雛花は彼女に一礼すると、足早にその場を後にした。
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　何をどうやって、どこを通ってきたものか。

　雛すう花かは、もはや覚えてもいない。

　酸欠で意識が朦もう朧ろうとする中、珞らく紫しの導きで禁きん城じようの敷しき地ち内から脱だつ出しゆつし。疲つかれ切きってもつれる足で、志し紅こうに肩かたを貸しながら、どうにか三人して春しゆん燕えんの城ま市ちに逃にげ込こむ。

　裏通りばかりを這はうようにして目的の色いろ街まちに辿たどり着ついた時には、もうすっかり夜が明けていた。

（色街なんて……生まれてはじめて入るわ……）

　もはや棒のようになった足を引きずりながら、雛花は呆ぼう然ぜんと見慣れぬ街並みを眺ながめた。

　緑色の塗と装そうが施ほどこされた妓ぎ楼ろうがずらりと並び、無数に赤い提灯ちようちんの吊つられた細い路地からは、白みはじめる空に合わせ、ぽつぽつと明かりが落とされつつある。

　後こう宮きゆうが美しく造園された花庭なら、ここは野花の原だ。目を奪うばうような鮮あざやかな大輪の花も名もなき小さな花も、自由気ままに入り乱れ、咲さき誇ほこる。

　そんな夜の街からは、日の出とともに喧けん噪そうも少しずつ遠ざかっていくようだが、流れと逆行するように、雛花たちは先を急いだ。

「あった。ここだ、……嫦じよう娥が亭てい」

　珞紫が呟つぶやく。そびえる楼ろう閣かくの店構えは、予想以上に大きくて立派だ。

　緑ろく青しようで鮮やかに彩いろどられた塀へいや柱には、金きん泥でいや丹にで花鳥が描えがかれ、軒のき先さきには赤の提灯がびっしり並ぶ。大きく造られた門もん扉ぴには、珍めずらしい花文字の看板が掲かかげられており、その下をくぐって、一夜の楽しみを味わった泊まりの客が、ひらひらと魚のように色とりどりの披ひ帛はくや襦じゆ裙くんの裾すそをなびかせる妓ぎ女じよたちに見送られ、ひっきりなしに出て行く。噎むせ返るほどの甘あまい香こうのにおいが、外にまで立ち込めていた。

（ほ、本当に大だい丈じよう夫ぶかしら？）

　思わず尻しり込ごみする雛花に、「まあ当たり前だけど、こういうとこ来るのはじめてですもんね、雛花さまは」と珞紫が苦く笑しようした。

「それじゃ、私がちょっと店の者に取り次ぎを頼たのんできますんで、雛花さまと志紅どのはそこでお待ちを……って」

　珞紫が声をかけたとたん、雛花の傍かたわらで、どさりと音がする。

　慌あわてて雛花が振ふり向むくと──志紅が、壁かべに肩を打ちつけるように倒たおれ、ずるずると地に沈しずんでいくところだった。

「志紅さまっ!?」

　思わず、雛花は悲鳴を上げる。

　とっさに触ふれた志紅の首筋は、ひとの体温とも思えないほど熱かった──
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「ははァ、こりゃひでえ。よく死なずに動いてたな、むしろ墓はか穴あなから這はって出てきた死体というか、彊キヨ屍ンシーみたいなもんだ。臓ぞう腑ふも血もめちゃくちゃですわな」

　店に匿かくまってもらい、ようやく落ち着けた一室で杏林まちいしやを呼び。志し紅こうを診みせた時の第一声がそれだった。

　いわく、彼はいつ死んでもおかしくない──からくも呼吸だけはしている状態で、意識も戻もどらないままだ。

（ようやく汗あせをかきはじめたから、身体からだにこもった熱は逃にがせそうだけれど……眠ねむったまま目が覚めない恐れも十分あるって……そんな）

　なお、緊きん張ちようの糸が切れた途と端たん、どっと疲つかれが出たのか、珞らく紫しは傍かたわらの長なが椅い子すの上で泥どろのように眠っている。

　寝ね息いきすら聞こえず、ぴくりとも動かない侍じ女じよに反して、疲れ切っているのは同じでも、雛すう花かの目は不思議なほど冴さえていた。ただ、その理由は明白だ。

（志紅さまから、片時も目を離したくない）

　もし、一いつ瞬しゆんでも意識を落とした隙すきに、その呼吸が、心臓が止まってしまっていたら？

　もし、己おのれがのうのうと休んでいる間に、彼が悶もだえ苦しんでいたら？

　考えはじめると止まらない。悪いほうにばかり心が傾かたむく。

　ならばせめて、汗をぬぐうだけでも、水を飲ませるだけでも、彼のためにできることをしていたい。

　いつも見上げてきた幼おさな馴な染じみの顔を、見下ろすのはどうも落ち着かない。紅あかい帳とばりの垂れた寝しん台だいの傍らで床ゆかに座すわり込むと、眠る志紅と頭の高さを合わせるように、雛花は枕まくら辺べに顔を近づける。

（……きれいな、横顔）

　手て持もち無ぶ沙さ汰たに、そんなことを思う。ここに至るまでの怒ど濤とうのいきさつを思えば、過ぎる時間の穏おだやかさが、いっそ不気味なほどだった。

　熱に浮うかされ、時に悪夢に魘うなされることもあるようだが、寝台に横たわり固く瞼まぶたを閉ざした志紅は、整った容姿も相まって、まるで人形のようだ。静かに上下する胸むな元もとだけが、彼がたしかに生きているのだと教えてくれる。

（……この人は、いつもそう……。禁きん城じようから脱出する時だけじゃないわ。志紅さまは、ずっとわたくしを、わたくしたちを守ってくれていた。わたくしがこのかたを怨うらんでいるあいだも、ひどい言葉を浴びせた時すらも、ずっと変わらず）

　その唇くちびるに薬湯を含ふくませ、つい塞ふさぎがちになる気を紛まぎらわすため、雛花は室内を見み渡わたす。

　ごく最近まで、雛花は皇こう貴き妃ひとして、緑のとばりの寝台に紅く塗ぬられた内装の〝翠すい帳ちよう紅こう閨けい〟の室へやで起居していたが、槐かいの妓ぎ楼ろうは、それをあべこべにした〝紅こう帳ちよう翠すい閨けい〟のしつらえがならいだという。この色の取り合わせと、なかなか縁えんが切れないものだと皮肉に感じつつ、蠟ろうのような顔色のまま眠り続ける志紅の頰ほおに手を当て、雛花はつらつらと詮せんないことを考えた。

（わたくしは、ずっと天てん后こうになれたらって、思ってきた。……わたくしなりに、この国を、桃とう華か源げんを守りたいと。でも……）

　宗そう室しつとしては普ふ遍へん的てきな、ともすれば当然の願いだったはずだ。

　いつから、おかしくなってしまったのだろうか。

　何が誤りの発ほつ端たんだったのか。

　自分が、天后に選ばれた時？

　いや、まずは黒こく煉れんが、皇こう帝ていに選ばれた時？

　四年前、『荊けいの乱らん』を企くわだてた志紅の父、荊けい志し青せいが処しよ刑けいされた時？

　──それとも、千年前に、この世界に伏ふつ羲きと女じよ媧かが逃げ込んだ時？　否いな、丹たん朱しゆが彼らを解き放ったこと、自体が。

　──〝どうも、お前らの未来に、オレはいてやれそうにないから。……せめて、お前らがくっついて云うん々ぬんってところだけは、叶かなえてやってくれよな〟

　最後に会った時の、黒煉の声が。何もかもを諦あきらめたような笑え顔がおが。

　耳の奥おくに、瞼まぶたの裏に、幾いく度ども甦よみがえっては巡めぐり、消えない。それこそ、呪のろいのように。

（死ぬつもりなの、煉れん兄にいさま。伏ふつ羲き真しん君くんを宿したまま……）

　届かない相手に問いかけ、愚ぐ問もんだったと首を振ふる。

（第一、煉兄さまにどういう意図があったとしても……伏羲真君を呼よび戻もどしたからには、必ず自じ我がが消えてしまう。そして、真君はきっと、そう長く煉兄さまを生かしてはおかない。刃は向むかった志紅さまとの経験を踏ふまえて、一刻も早く、その意識を吞のみ込んでしまおうとするはず）

　今、こうしているあいだにも、黒煉の自我は、消えてしまっているかもしれない。

　そして、このまま目を覚まさなければ、志紅も──

「紅こう兄にいさま」

　気づけば、かつての呼び方で、雛花は眠る志紅に呼びかけていた。

「早く、目を覚まして」

　不安で胸が潰つぶれそうだ。

「紅兄さま、煉兄さま。ひとりにしないで」

　広いその胸に縋すがるように身を突つっ伏ぷし、雛花は、絞しぼり出だすように繰くり返かえした。
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『雛すう花か、どうしたよ。お前また泣いてるのか？』

　自みずからを呼ぶ声がし、雛花がはっと顔を上げると、すぐ隣となりに異母兄あにの姿がある。

『あーあ、全然変わらねえなぁ雛花は。昔っから、泣き虫だもんな』

「煉れん、兄にいさま……？」

　どうしてここに。

　雛花が言葉を継つげずに口をぱくぱくしているうちに、黒こく煉れんは顔をしかめて矢や継つぎ早ばやに問うてきた。

『なんで泣いてんだ？　お前なんか天てん后こうになれっこないって、また他のきょうだいにいじめられたのか？　ってか、志し紅こうの奴やつはどうしたんだ？　いつもなら、あいつが即そく座ざにえげつない報ほう復ふくに乗り出すとこだろ』

「は、はい？」

（何それ初耳！）

　状じよう況きようが読めずに、雛花は戸と惑まどう。そんな雛花を励はげますように、精せい悍かんに整った面おもてをくしゃりと綻ほころばせ、黒煉は『まあ、志紅にだけじゃなくて、オレにも話してみろよ』とばしばし背を叩たたいてくれる。

「いいえ、あの……わたくし、ただ」

（あなたや、紅こう兄にいさまが、死んでしまうと思って、と……。え？　あら？　今はいつで、ここはどこ、だったかしら？）

　いまいち記き憶おくがあいまいで、雛花はふるふると首を振ふった。

　ぼんやりしている異母妹いもうとの様子をどう取ったのか、黒煉は苦笑した。

『他の奴らもしょうがねえよなあ、親おや父じの尻馬に乗って、馬ば鹿かみてえによ』

　どうやら、目の前にいる黒煉は、雛花が他の兄姉きようだいたちに意地悪をされて泣いていると踏んだらしい。雛花も状況が読めないので否定せずにいると、『……まあ』と彼は表情を暗くした。

『志紅なら、お前に甘いから。なんでも頑がん張ばりすぎるなとか、無茶するなとかって、慰なぐさめるところだと思うんだけど。オレはあいつじゃねえから、真逆のこと言うぞ。お前が頑がん張ばってるのは知ってる。だから、──目にもの見せてやれ』

「……え」

『令れい牌はい術じゆつの苦手なお前が天后にってのは、正直なとこ、オレも割と難しいと思ってる。けど、国の、民たみのために役立つ手段はそれだけじゃねえだろ。宗そう室しつに生まれたからには必死こいて皇こう帝ていや天后にって、そればっかり考えてる他のきょうだいたちに、お前の価値を知らしめてやれ』

　嫉しつ妬とも自じ虐ぎやくも、好きなだけやれ。劣れつ等とう感かんがお前自身を、高める手ば段ねである限り──黒煉は訥とつ々とつとそう言葉を紡つむぐ。

『お前は努力家だ。お前は、誰だれかを救うために身を投げ出せる奴だ。槐かいのために、民のために、どんなやり方でも役に立つはず。志紅を助けるために命を賭としたお前の誇ほこり高たかさを、強さを、オレはちゃんと知っているから』

　浅黒い大きな手が、雛花の白く小さなそれに重ねられる。

「煉兄さま……」

『お前を、お前たちを、見守ってるから。会えなくなっても、ずっと──』

　勇ましい眉まゆが少し下がり、黄金のまなざしが揺ゆらいだ、瞬しゆん間かん。

　異母兄の姿に、ぱきん、とひびが入る。そしてたちまち、陶とう人にん形ぎようのように砕くだけ散ちった。

「え……？」

　声を上げる暇ひまもない。

（何が、……起こったの）

　雛花は、傍かたわらにある金色の砂山を見下ろす。先ほどまで、たしかに兄だったものを。

　呆ぼう然ぜんとしてそこに手を伸のばすと、指先が何か別の冷たいものに当たった。

　骨ばった手だ。あおむけに地に倒れ伏ふした、命のない、屍しかばねの。

「え、……あ？」

　先ほどの疑問が、改めて甦る。

　ここが、どこで。今が、いつで。

　喘あえぐ雛花の眼前には、いつの間にか、曇どん天てんと、広大な平野があった。

　そして見渡す限り、その地表をびっしりと、折り重なる死し屍しが覆おおっている。

（これは、桃とう華か源げんの……）

　果たして槐帝国民のものなのか。それとも、過去の皇帝や天后のものなのか。見開かれた虚うつろな目が、無念を訴うつたえる。中には、見覚えのある顔ぶれも交まじっていた。

（珞らく紫し。灰かい英えい。他の妃ひ嬪ひんの皆みなさまたちも）

「いや」

　思わず立ち上がって駆かけ寄よろうとした雛花の足に、何かが当たる。

　はっと見下ろすと、一体の骸むくろだった。それも、よく知った顔の。

「こ、紅兄さ、ま」

　淀よどんだ緋ひ色いろのまなざしを宙に向けたまま、口くち許もとから一筋の血を垂らした幼おさな馴な染じみの名を呼ぶと、すぐさま彼の身体も同じようにひび割れ、砕くだけた。

「いやあ!!」






　悲鳴を上げた瞬間、意識が浮ふ上じようする。

　目の前には寝台があり、変わらず志紅が眠っている。彼の屍はもちろん、他の死体の山も、黒煉の姿もない。

（あ、ゆ、夢。……眠っ、て、……たの。いつの間に）

　どくどくと動どう悸きがして、雛花は荒あらい呼吸を落ち着けるべく、切れ切れに息を吐はく。震ふるえる手で敷しき布ぬのを摑つかみ、冷たいそこに額をつけた。ひどい脱だつ力りよく感かんに襲おそわれる。

　──どれだけ、そうしていただろうか。

　雛花は、深く息をついて身を起こした。ふと見回せば、室内にぽつんと点ともされた灯とう火かが、金きん泥でいを刷はいたついたてをゆらゆらと照らしている。

（もう、夕暮れが近いのだわ……珞らく紫しは、……？）

　雛花は、血の気のない志紅の寝ね顔がおを見つめながら、床からのろのろと立ち上がり、とっさに侍女の姿を捜した。

「珞紫？」

　少し離れたところにある長椅子で眠っていたはずの彼女の姿は室内になく、代わりに、竹の簡メ牘モで書き置きがしてある。

『すぐ戻ります。ご心配なく』

（ご心配なく……って。心配するに決まってるじゃない！　どこに行ったのよ、珞紫!?）

　何か危険なことをしているのでは、と雛花は気が気ではなかったが、ここで彼女を追って飛び出すわけにもいかない。

　さんざん室内を行ったり来たりしつつ、結局その場に留とどまるしかない雛花は、おとなしく志紅の看病に戻ることにした。

（そろそろ、お水を替えたほうがいいかもしれない）

　水を満たした盆ぼんに汗を吸った綿めん布ぷをくぐらせつつ、ぼんやりとそんなことを考えていた雛花を、ふと微かすかな声が引きとめた。

「……か、ないで」

　掠かすれた声。

「し、志紅さま……？」

　器うつわに伸ばしかけた手が止まる。雛花は勢い込んでその顔を覗のぞいた。

「気がつかれましたの!?」

　志紅は朦もう朧ろうとしつつ、なかば無意識で雛花を引きとめたらしい。緩かん慢まんな動きで上体をもたげる。しかし、すぐさま眩暈めまいに襲われたのか、額を押おさえ、軽く呻うめいた。

　身を起こしてもなお伏せられたままだった長い睫まつ毛げが震え、ゆっくりと鮮やかな緋ひの双そう眸ぼうが露あらわになる。

「雛、花……？　俺、は。いや、ここは……」

「春しゆん燕えんにある灰かい英えいの妓ぎ楼ろうよ。禁きん城じようを出て、無事に辿り着けたの。あなたは高熱を出して、一昼夜ずっと寝込んでいたのですわ」

「一昼夜、も……」

　ぼうっと虚ろなまなざしを宙に向けたまま、その言葉を聴きいていた志紅だが、だんだん覚かく醒せいしてくると、はっと息を吞んだ。

「……黒煉！」

　親友の名を呼び、掛かけ布ぬのをはねのけて立ち上がろうとした彼だが、ぐらりと身体の均きん衡こうを崩くずし、寝台に手を突ついてしまう。

「ぐっ……」

「やめて！　まだ熱が高いのに！」

　悲鳴を上げて肩を支える雛花に、志紅は乱れた呼吸の下で、「行かないと」とうわごとのように繰り返す。

「黒煉が、黒煉が伏ふつ羲きに喰くわれたら、俺は」

「っ……志紅さま！」

「嫌いやだ。黒煉も、彗すい縹ひようどのも、父上も。どうして。……きみも。そうだ、このままじゃ、……きみだって、丹たん朱しゆに殺されてしまう。俺は」

　続けて、志紅は雛花の腕を摑んで視線を合わせる。激情に燃える火か眼がんが、雛花の孔く雀じやく緑みどりの双眸をまっすぐに射い貫ぬいた。




「俺は、もう、誰も失いたくない……！」




　──熱のせいなのかもしれない。

　その響ひびきは、雛花が今まで聞いた彼の声の中で、最も切実で、てらいなく。そして、どこまでも人間じみた叫さけびだった。

「志紅さま……」

　それきり、呼吸を整えるように肩を上下させ俯うつむく彼の頭を、雛花は正面からそっと抱だきしめ、己の首筋に額を押おし当あてた。微かに汗のにおいがする。

　どうにか起き上がったものの、志紅の意識はまだはっきりしないままらしい。薄うすい肌の下で刻まれる脈みやく拍はくを感じ取って安あん堵どしたのか、彼は雛花の腕の中で力を抜ぬいた。

　そこで、不意に彼はわずかに身じろぎ、雛花の首筋に唇を寄せる。

「きゃっ!?」

　ねろり、と温ぬるく湿しめったものが這はう感かん触しよくに、うなじをその舌に舐なめられたのだと知った。

「し、志紅さま……？」

　突とつ然ぜんのことに驚おどろいて動けずにいるうちに、同じ箇所にちりりと鋭するどい痛みが走る。吸いつかれた、と思った瞬間、より激しく獰どう猛もうな熱がそこを襲った。

　皮ひ膚ふに歯を立てられたのだ。

「っう……！」

　びくりと身を竦すくめ、突つき放はなそうともがく雛花を、今度は逆に腕に閉とじ込こめたまま、志紅は、ぼそぼそと掠れ声で囁ささやいた。

「……ゆかないで、しょうか。ずっと、そばに、……」

　そのまま、彼の身体から力が抜け、ずるりと滑すべり落おちるように再び寝台に崩れる。

「……紅こう兄にいさま」

　咬かまれた首筋に指先を当てると、わずかなくぼみの連なりがある。歯形がここまでくっきりつくなんて、よほど強く食はまれたらしい。

　ゆかないで。

　彼が言いたかったのは、行かないで、なのか。逝ゆかないで、なのか。

　どちらともつかない懇こん願がんを残して意識を失った幼おさな馴な染じみの頭を、上から身を屈かがめるように抱き、雛花は固く目を閉じた。

（紅兄さまを、失いたくない。煉れん兄にいさまを、助けたい。どうすればいいの。どうしていれば、いいの）

　天てん后こうの力も令れい牌はい術じゆつも使えない。もどかしい。叫び出したいほどの焦しよう燥そうに駆かられているのに、何もできないことが。

　──一方で、胸むねの奥おくで、ぽつりと呟く自分もいる。

（紅兄さまと、煉兄さま……わたくしが懸け念ねんすべきは、その二人だけで、いいの？）

　暗く渦うず巻まく、正体不明で行き場のないこの気持ちは、どうすればいい。

　頼りない灯あかりでは照らしきれない闇やみが、胸の内まで浸しん食しよくしてくるようだ。

　夜明けは、まだ遠い。
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　──時は少し遡さかのぼる。

　槐かいの首都春しゆん燕えんは、東の大だい帝てい国こくの名に恥はじぬ賑にぎわいの大都市である。

　南北を貫く広い目め抜ぬき通どおりには大おお店だなが軒のきを連ね、露ろ店てんが所ところ狭せましと茣ご蓙ざを敷き、立ち売りの屋台が引かれる。

（……の、ハズだったんだけどねぇ。なんだこりゃあ。花の春燕もカタなしだな）

　少し前、志し紅こうの看病に疲れて眠り込んでしまった雛すう花かを置いて、珞らく紫しは情報収集のために嫦じよう娥が亭ていを出た。

　なお、顔を目元だけ出し頭とう髪はつごと布で覆って、胸に晒さらしを巻いて濃こく染めた夜や緑りよくの袍ほう褲こを身に纏まとい、いつもより性別が分かりにくくなるよう工く夫ふうしてある。

（色街は割とにぎやかに見えたけど、ここはそうでもないのか……）

　閑かん散さんとした目抜き通りに立って、珞紫は顔をしかめた。空はどんよりと曇くもっている。まるで、この城ま市ちそのものに暗雲が立ち込めているかのようで、妙みように不安を煽あおられた。

　あたりを見回すと、天の灰色に負けないほど煤すすけた面おも持もちをした民たちに交まじり、何かを捜さがすようにうろつく兵の姿がある。おまけに、その数がやたらに多い。

（さぁて。どうしようかねえ）

　なお、珞紫は禁きん城じようから逃げる道すがら、宗そう室しつにまつわる真実のすべてを雛花から聴きき出すことに成功している。彼女に宿った女じよ媧かがニセモノで、丹たん朱しゆという名の四し凶きよう【渾こん敦とん】であったことも、その丹朱と創世二神の間にあった千年前の因いん縁ねんのことも。

　──雛花の命が、あとたった半年しかもたない件も、当然のこと知った。

　珞紫を巻まき込こみたくないと、ひどく口の重かった雛花も、ここに至って、さすがに隠かくせないと判断したらしい。内容はさておき、話してくれたこと自体は重ちよう畳じようである。

　秘密を語り終えると、おずおずと、雛花は珞紫に水を向けた。

　──〝志紅さまのお父ぎみの荊けい志し青せいさまも、……わたくしの実の父も、みんなその真実に絡からんで不幸になっているわ。志紅さまも、……煉れん兄にいさまも。だから、おまえだけは……〟

　その続きを、珞紫は「エッ、まさかこれからおっしゃることって、おまえだけは逃げろとかもう関わるなとか、そういう系ですか？　この状況で？　馬ば鹿かなんスか？　むしろ殴なぐっていいですか？」と笑顔でぶった切って思いとどまらせた。

（私はとっくの昔に、命を捧ささげる主しゆ君くんをあんたと決めてるんだってば。……って、どう言ったら分かってもらえるもんかねえ、あのご自分のことにてんで鈍にぶチンな雛花さまにゃ）

　どうやら珞紫を逃がしたかったらしいが、まっぴらごめんである。「死ぬまで従ってやるから覚かく悟ごしとけ」と、つれないあるじに悪態をつきつつ、珞紫はほのかに口許を緩ゆるめた。

（知りたいことは山ほどある。どこから探さぐるかな）

　思えば雛花は、離はなれ離ばなれになった異母兄の様子を、絶えず気にしていた。後うしろ髪がみを引かれる思いで、彼を置いてきたのだろう。

　つまり優先すべきは、黒こく煉れんの情報だ。

　だが、春燕城じよう市しの様子も気がかりだった。たしかに、渾こん沌とんの魔まが頻ひん繁ぱんに出しゆつ没ぼつしはじめてからこちら、活気は落ちていたものの、ここまで閑かん散さんとしていたわけではなかったはず。

（あと、空気だけじゃなくて。なぁんか前に出て来た時と、様子が違ちがう。どうも妙だ。なんだ、どこが変わった？）

　気のせいだろうか、とおざなりに片付けかけ、いや待てよ、と自制する。

（ええっと、〝いつもと違う〟って感覚は大事にしろって、雛花さまに言われたことがあるな。違い和わ感かんには、必ず理由がある、とか）

　かつて、事あるごとに「考えすぎか」や「勘かん違ちがいかも」といろいろ誤ご魔ま化かしてばかりいた珞紫は、神しん妙みような顔をした雛花に諭さとされたことがある。

　──〝あのね、珞紫。おまえは、自分で考えているよりずっと、洞どう察さつ力りよくも直感も優すぐれていると思うんですの。だから、おまえが変だと思ったら、それは必ず、何かがあるのよ〟

　後から、お決まりの「美人で背が高くて胸が大きくて武術の心得もあって勘かんまでいいって、なんなの本当に同じ人類なの？　むしろあなたが神なの？　何かひとつわたくしに譲ゆずってくれても罰ばちは当たらないはずだわ、せめて身長」などなど、立て板に水の嫉しつ妬とと羨せん望ぼうを浴びせられたのも、今となってはいい思い出である。

　それはさておき。

　顔をしかめ、珞紫は顔に布を巻き直すと、人通りのない中珍しく露ろ店てんを出している饅まん頭じゆう屋やのおやじに「なあ」と声をかけた。相手は、ぎょっと大おお袈げ裟さに身を引く。

（……？　男装がバレたか？）

　珞紫が何か言おうとする前に、おやじは慌てたように首を振った。

「お尋たずねの娘は、わしゃ知らんが……」

「は？　娘？　私は、饅頭をくれと言おうとしただけだけど」

「……あ、はあ。……そうだったかい。また同じ質問かと」

（同じ質問？）

　珞紫は眉まゆ根ねを寄せ、言葉を選んで問いかけてみた。

「……なあおやじ、私は今朝、春燕に来たとこなんだけどさ。軍人ばかりで、いやに物々しいじゃないか。何かあったのかい」

　警けい戒かいされないよう軽い調子で尋ねかけると、暗い顔で蒸籠せいろから饅頭を取り出していたおやじは、「あ、ああ」と頷うなずいた。

「今朝、皇こう帝てい陛へい下かが、妙な触れを出されて、なあ」

「妙な触れ？」

「……孔く雀じやく緑みどりの眼と青みがかった黒くろ髪かみを持つ、色白で見目のいい娘を見かけたら、必ず生かしたまま捕とらえて、禁きん城じように差し出すようにと。歳としの頃ころは十六だとか、どうとか」

「なんだって？」

「娘の素す性じようは分からないが、兵はその捜そう索さくのためだそうだ。もう、何度もわしも行ゆく方えを訊きかれとるよ。さっきの返事は、そのせいだ」

　珞紫は、危あやうく受け取った饅頭を落とすところだった。

　──その特とく徴ちようは、まさに雛花のものだ。

（雛花さまを、黒煉陛下が呼び戻そうとしている？）

　否いな、違う。黒煉ではない。

　すぐさま、珞紫は考えを改める。

「その娘について、もう少し何か聞かされていないのか？」

「赤しやく銅どうを帯びた黒髪と火か眼がんを持つ、長身の若い軍人を連れておるそうだよ。娘は無傷で捕らえる必要があるが、そっちの生死は問わない、とも言ってたなあ」

（やっぱり間ま違ちがいない。触れを出したのは……伏ふつ羲きだ。黒煉陛下が、志紅の命を奪おうとなんてするもんか）

　理由は分からない。

　とりあえず、伏羲は雛花を求めているらしい。

（ハハ、こりゃやばいな。……雛花さま、一歩でも宿から出たら、取っ捕つかまるんじゃないのか？）

　──それ以前に。

　表に伏羲が出てきているのならば。

（ひょっとしなくても、黒煉陛下ご自身は、もう……自我を吞み込まれて、とうに消しよう滅めつしている、ってことだ）

　早くも、嫌な情報を得てしまった。

（ちくしょう。……どんな顔して、雛花さまに報告すりゃいいんだ、そんなこと）

　口の中に広がる苦みに耐えていた珞紫は、ふと、饅頭屋のおやじの腰こしに色いろ褪あせた赤い布が飾かざられているのに気づく。

（あ、そうか。これだな。さっき城ま市ちの様子がなんか変だと思ったわけは！　だって、前に来た時は、こんなものは目につかなかった）

　珞紫は内心で手を打つ。よく見れば、近きん隣りんの店先にも、そこここに同じ色がある。

　一度気づいてからよくよく観察してみれば、人にも家にも、通りの至るところに、赤い色がちらつく。

（流は行やりの魔よけ、とか……？　にしては、女子どもがあまりつけていないのは変だし。むしろ男ばっかり……だけど、兵士でつけてる奴は見当たらない）

　であれば、やはりこれは、何かの目印だ。

　──つまり、この赤い布飾りは、なんらかの徒と党とうの一員であることを示している。それもおそらく、表だって公言できないたぐいの。

　なるほど、先ほど声をかけた時におやじがびくついた真しんの理由は、こちらが赤い布飾りをつけていなかったかららしい。警戒されたのだろう。

　ざわざわと胸が騒さわぐ。

（なんだか分からないが、嫌な感じだ。春燕に、何が起きてるんだ？　このおっさんに詳くわしく訊きたいところだけど、どうもこれ以上は難しそうだな。無理やり締しめ上げて、正体不明のお仲間に報告がいっても事だし……さて）

「ごちそうさん」

　饅頭を食べ終えてその場を後にした珞紫は、すぐさま裏路地に引っ込み、きょろきょろ周囲を見回すと、民家の軒先に下がっていた赤布の一枚をこっそり失しつ敬けいした。

（これだけ多いなら、構成員同士がお互たがいをみんな把は握あくしてるってのは考えづらい）

　袍ほうの腰こし帯おびにすばやく挟はさむと、細い路地を先に進む。

　そして、道みち端ばたで何やら立ち話をしていた、いかつい男たちの集団に目をつけると、できるだけ軽い足取りで近づいていった。

「なあ、悪いんだけど……次の集まりって、いつだっけな」

　何げない調子で尋ねながら、赤い布を見せるように笑えむと、薄うす汚ぎたない風ふう体ていの男たちは顔を見合わせた。

　そのうちの一人が、「なんだ、新入りか？　坊ぼう主ず」と黄色い歯を見せる。服装を思えば無理からぬことだが、こちらの性別はバレていないようだ。

「お前みたいなヒョロい餓ガ鬼キも参加するとは、獬かい[image: ]ち党とうもでかくなったもんだ。運がよかったな、坊主。オレたちもちょうど向かうところよ」

　濃い髭ひげの生えた顎あごをぼりぼり搔かきながら、男は珞紫に言った。

　──獬[image: ]党、と珞紫は心中で繰り返す。

　どうやらそれが、この赤い布を目印にした、奇き妙みような集団の名称らしい。
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（どこまで行くつもりだ？）

　春しゆん燕えんの表通りから、男たちはいくつもの裏路地を通り、どんどんと城ま市ちの果てに向かっていく。

　あまり柄がらのいい連中ではなさそうだと覚悟していたものの、進むにつれて街並みは雑然とし、不ふ潔けつになり、珞らく紫しも入ったことのないような地区に変わっていった。

　やがて辿り着いたのは、春燕の果てに広がる貧困地区だ。瓦かわらのある屋根の家などほとんどなく、木組みに布を張ったような掘ほっ立たて小屋が、いくつも複雑に乱立している。さすがに、珞紫は帰かえり路みちを少し心配した。

　貧困地区の先には、かなりの広場──というより、ただの草原──があり、そこには数え切れないほどの人間がごった返している。皆みな、同じように赤い布を腰につけていた。

（なんだ、これ……この人数、まるで、春燕中の男を集めたような数だ……）

　珞紫が呆あつ気けに取られているうちに、近くにいた男の一人が「しっ、来られたぞ」と注意をする。

「獬かい[image: ]ちさまだ」

「獬[image: ]さまのお出ましだ」

　途端に、その場の群ぐん衆しゆうが皆、一様にばたばたと膝ひざをつき、頭を下げた。慌てて珞紫も真ま似ねをする。

　いや、それにしたって、この仕草は──

（二に跪き八はち叩こう頭とうの礼だって!?　皇こう帝てい陛へい下かに捧ささげる礼だぞ！）

　さすがにここまで来ると、珞紫の背中を冷たい汗が幾いく筋すじも伝い落ちる。

　跪ひざまずき、四度地に頭を打ちつけること二回のそれは、槐かい禁きん城じよう外がい廷ていにおける朝礼の儀ぎで、皇帝に対してのみ許された作法だ。

　たとえ冗じよう談だんであろうと、他の誰かに同じことをしただけで、国家反逆の罪に問われる格式の礼である。

　では、この集まりは。

（謀む反ほんって数じゃない。反乱だ。その決起集会なんだ……！　でも、獬[image: ]って、どっかで聞いたような……？）

　石の散らばる地べたから目を離し、珞紫はそっと頭をひねって、視線を上向けた。

　いったい、こんな人数を従える首しゆ魁かいがどんな人物か、気になったのだ。




『皆、よく集まってくれた』




　果たして頭上から降ってきた声は、よく響いたが、予想外に高いものだ。

　広場の中央に据すえられた壇だん上じように、ひどく小こ柄がらな姿がある。珞紫は息を吞のんだ。

（子ども……？　まだ十歳かそこらだぞ）

　まず目につくのは、その白はく銀ぎんの髪かみ。長く伸ばして編み、それを頭の脇わきでくるりとまとめる不思議な形に結ゆってある。

　白はく皙せきの面おもては人形じみて整い、深い碧あおの眼めが、年ねん齢れいに似合わぬ静せい謐ひつな色を宿している。古風な黒こく紫しの深しん衣いは上等な金きん襴らんで、彼を取り囲む他の男たちのみすぼらしい風ふう体ていといかにも対照的だ。

『憐あわれなる桃とう華か源げんの民よ。聴きくがよい』

　水を打ったような静せい寂じやくの中、その子どもの声は、広場の隅すみっこにいる珞紫までかなりの距きよ離りがあるにもかかわらず、よく通った。

　えらく爺じじむさくて芝しば居いがかった口調だな、と内心で小こ馬ば鹿かにしかけた珞紫だが、台詞せりふの続きを聞いて顔色を変える。

『知ってのとおり、相次ぐ渾こん沌とんの魔まの襲しゆう来らい……桃華源の天てん変ぺん地ち異いは、すべて神々のはかりごと、ひいては宗そう室しつの責じゃ。我々は、二神の欺ぎ瞞まんを決して許しはしない』

（!?）

　珞紫は地につけた手で土を搔かく。

（な、なんだ、それ）

　桃華源への渾沌の魔の襲来が激しさを増したのは、ここ二十年ほどの話である。つまり、公こう主しゆの誰も女じよ媧かを降ろせず、天てん后こうが不在であった期間だ。

　それがさらに、四し凶きよう級の強大な魔となったのは、雛すう花かたちが禁城を脱出する少し前のこと。

　辺境に始まり、四つの都など国の中央部に至るまで、あちこちをしきりに渾沌の魔が蹂じゆう躙りんしてきた。

『儂わしは、瑞ずい獣じゆう【獬[image: ]】の使い。──邪じや神しんを拒こばみ、桃華源に救いをもたらす者。いつわりの二神に虐しいたげられる屈くつ辱じよくの時は、間もなく終わりを告げる。この国が真の平へい穏おんを得るには、神々の打だ倒とう、そして宗室の根絶が必ひつ須すなのじゃ』

　そのための武器ならば、十分に手配しておる、と少年は続けた。

（そういえば灰かい英えいが、獬[image: ]を名乗る妙なガキを頭に据えた集団が、国中で幅はばを利きかせはじめてるって言ってたな。けどそれって、ここ一週間以内の話じゃないのか。だってのに、そいつがこんな規模にまでなってるって!?　いや、いくらなんでもおかしいだろ！　しかも、十分な武器、だと……？）

　珞紫はその背後を盗ぬすみ見る。そして、いよいよ開いた口が塞がらなくなった。

（……禁きん軍ぐんの兵……しかも、翡ひ翠すいの佩はい玉ぎよくを持つ高位軍人！　なんでこんなとこに!?）

　おまけに、傍かたわらに狻さん猊げい宝ほう傘さんの旗が見える。

　つまり──この奇妙な徒党には、右う龍りゆう武ぶ軍ぐん、つまり彗すい縹ひようが手を貸している、らしい。

　それで、この数ってか。ヤバいな──と歯を食いしばった珞紫の耳に、さらなる追い打ちをかけるように、獬[image: ]を名乗る少年は高らかに宣言した。

「三日後じゃ。──三日後、決起する」

（！）

「機は熟した。女媧はすでに滅めつしておる。禁城に攻せめ入いり、いつわりの神に隷れい属ぞくする皇帝を討うち、我々の手に、真の平穏を取とり戻もどすのじゃ」

　声も出せない珞紫の周りで、おお、と大地を揺るがすような鬨ときの声こえが響ひびき渡わたった。

　腹の底から絞しぼられたような太い叫びが、びりびりと鼓こ膜まくを、肌はだを揺さぶる。彼らが一いつ斉せいに天に拳こぶしを突つき上げるさまを、珞紫は声もなく見守っていた。

（こんなことしていられない）

　蒸むされるような熱気の中、周囲の目を盗ぬすみ、そっとその場を抜ぬけ出す。

（は、早く雛花さまに知らせないと……！）

　あばら家の間を抜け、背後の喧けん騒そうから遠ざかったところで、ざり、と前方から土を踏む音が聞こえた。

「……よう。待ちなよ、坊ぼう主ず」

　低くかけられた声に、珞紫は足を止める。

　途端に、物もの陰かげから、ぞろぞろと人相の悪い男たちが出てきた。

　──いつの間にか、周りをすっかり囲まれている。先ほどの髭ひげ面づらの男もいた。

「今日のことを覚えてないたぁ、ちっと怪あやしいと思ってたんだよなあ。まだ獬[image: ]さまのお話は途と中ちゆうだぜ。集会の途中で抜け出すってことは、さては坊主、ネズミちゃんかい？」

　彼らが手にしているのは、身なりに似合わぬ立派な剣けんだ。どうやら武器を手に入れているのは真実らしい。

（……四、……五人か。腕は大したことない。上等だ）

「さあ、どうだろうな」

　ふ、と強しいて不敵に笑えみつつ、珞紫は袖そで口ぐちに隠していた得え物ものをそっと手のひらに滑すべらせた。二にの腕うでほどの長さに折られた三本の棒──三さん節せつ棍こんは、互いを繫つなぐ鎖くさりを引けば、かしゃんと音を立てて一本に変じる。

「かかれ！」

　髭面の男の合図で、一斉に襲いかかってくる暴ぼう漢かんたちを迎むかえ撃うつべく、珞紫は体勢を低くした。
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（……珞らく紫し。遅おそいわ）

　夜がすっかり更ふけても、侍じ女じよは帰ってこなかった。

　一向に目覚めないが、どうにか呼吸が落ち着いてきた志し紅こうのそばを離れ、嫦じよう娥が亭ていの裏口近くで右う往おう左さ往おうしていた雛すう花かは、不意にきいっと響ひびいた扉とびらの軋きしむ音に顔を上げた。

「珞紫っ！　おまえね!?　黙だまって出て行くなんて！　心配したんだから！」

「……ただいまです、雛花さま。っはー、疲れた……」

　後ろ手で木の扉を閉めた珞紫は、駆け寄ってきた雛花を認めると、へらりと気が抜ぬけたように破顔した。しかし、その格好を見て、雛花は一瞬絶ぜつ句くする。

「……どうしたの、おまえ、傷だらけじゃない！」

「あ、いや、大丈夫です。見た目ほどひどかないんで。追っ手は撒まいてきましたし」

「そういう問題じゃなくてよ！　とにかく来てちょうだい。今、手当てするから」

　慌あわただしく水を汲くみ、傷薬を探す雛花に、珞紫はふと表情を暗くした。

「……雛花さま、ご報告が」

「？　え、ええ」

　水で濡ぬらした巾きんで傷を清め、軟なん膏こうを患かん部ぶに塗ぬり、くるくると清せい潔けつな布を巻きつける雛花に、珞紫は一瞬ためらった後、一息に告げた。

「黒こく煉れん陛へい下かは、……おそらく、すでに崩ほう御ぎよされています」

「……え？」

「禁きん軍ぐんが、雛花さまのことを捜していました。志紅の野や郎ろうのことも。でも、そういう命令を下すってことは、黒煉陛下ご自身は……」

「……」

　その事態がうまく咀そ嚼しやくできず、しばし雛花は呆ぼう然ぜんとする。

　力の抜けた手から、がたん、と水みず桶おけが地べたに転がる。汚よごれた水が零こぼれ、土の床に浸しみ込んでいった。

　覆ふく水すい盆ぼんに還かえらず。ふと、古い軍ぐん仙せんの逸いつ話わが頭に浮かぶ。

　つまり、──零れた水が器うつわに戻せないように。

　黒煉の意識は、もう……？

「う、そ」

「そんな噓うそ、つくと思います？」

　当然、いつわりなど含むはずもない珞紫の琥こ珀はく色いろのまなざしを受けとめ、雛花は息を吞のんだ。

（煉れん兄にいさまは、取り戻せない──）

　くるくると、その事実だけが頭の中を駆け巡る。

　喰われてしまった。

　伏ふつ羲き真しん君くんに。

　あの異母兄あにに、──もう、二度と会えない。

「い、や……！」

　気づけば雛花は、頭を抱かかえて、その場にうずくまっていた。

「いや！　いやよ！　煉兄さま！　煉兄さまぁ!!」

「雛花さま」

「どうしてなの、一昨日おととい別れたばかりなのよ。あり得ないわ。だって、目の前で一度失ったはずだったのに、奇き跡せき的てきに生きておいでだったのよ、それなのに、どうしてまた失なくさなくてはいけないの」

「雛花さま……！」

　肩に添そえられた珞紫の手を振ふり払はらい、自みずからを守るように雛花は「いや」と繰り返し叫び、耳を塞ふさぐ。

（そうだわ。伏羲真君は、わたくしを捜しておいでなのだって……）

　そこで雛花ははっとする。

　思い出すのは、先日見たばかりの、伏羲の金色の目。

　親友であった丹たん朱しゆの手で最愛の妹を屠ほふられ、おまけに、そうと気づかず妹の復活を信じて二十年も過ごしてきた事実を知った時の。

　妹神女じよ媧かを守るためだけに、千年もいつわりの箱庭に立てこもってきた、伏羲。

（伏羲真君は、そもそもわたくしを、女じよ媧か娘にやん々にやんの器に定めていたのだと、志紅さまが言っていたわ……）

　──〝伏羲は、天てん后こう候補として、あらかじめきみに目をつけていたんだ。だから俺の命を盾たてに取り、きみが必死に女媧に降こう臨りんを希こいねがい続ける状況を作り出した〟

　想像に難かたくない。あの男お神がみにとって、女媧は世界のすべてだったのだろう。

　彼は、妹の死を受け入れられていない。そして、かつて自分たちを逃がしてくれた親友の裏切りも、信じられないのだろう。

　伏羲は──、怒りに駆られて丹朱に報ほう復ふくするよりも、現実逃とう避ひとしての、妹の身み代がわりを求めたのか。

　唯ゆい一いつの心のよすがを失った果ての行動として、錯さく乱らんし、妹とよく似た雛花を手に入れるつもりなのだとすれば。

「わたくしが、禁きん城じように行けば……」

「え？」

「そうですわ。ねえ珞紫、わたくしが真君のもとに行けば、そこで、煉兄さまを返してくださいとお願いすれば。ひょっとしたら、煉兄さまを、一いつ時ときでも呼び戻せるかも……」

「……っ！」

　わずかな希望に縋すがりつつ、口早に告げる雛花に、珞紫は苦しげに表情を歪ゆがめた。

　──パン、と。

　頰の上で、鋭い音とともに熱が弾はじけたのは、その時だ。

　一いつ拍ぱく置いてじわじわと広がる痛みに、何が何やら分からずそこを押さえる雛花を──主君を平手で打った張本人の珞紫は、耐たえきれないように怒ど鳴なりつけた。




「いいっ加減にしてくれよ!!」
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「ら、くし……？」

　呆然と侍女の名を呼ぶ雛花に、珞紫は、一気にその想おもいをぶちまけた。

「もうたくさんだ。あんたがそんなで、何やってんですか。志紅のクソ野や郎ろうとか黒煉陛下とか、……私とか！　身内しか見えてないじゃねえですか。誰だよあんたは。あんたがそんなで、どうすんだよ!!」

　しっちゃかめっちゃかで、今まで聞いたこともないような、荒くれた口調。

　だからこそ、それが彼女のてらいのない本音だと知れる。

　雛花が何も言葉を発せないうちに、珞紫の声は、徐じよ々じよに力を失っていった。

「……私の知ってる雛花さまは、天てん后こうになるために……天后になって、国と、民を守るために、ずっと努力してきた公主さまです。人を見る目に長たけ、どんな時でも諦あきらめず、努力を重ねてきたおかたです。頭冷やしてください。今の雛花さまは、てめえのことしか見えてないじゃないですか」

「!!」

　その言葉に──はっとした。

　握にぎりしめた拳こぶしを震ふるわせる珞紫が、必死に訴えるその言葉は。

（わたくしが。──自分でも、不安だったことだわ……）

　そして、親しい人たちを失うかもしれないという、目の前の分かりやすい危き惧ぐにかまけ、心の隅に押しやっていたことだ。うすうす、気づいていたにもかかわらず。

（わたくしは、宗室なのに）

　自己犠ぎ牲せいの呪いから解き放たれたからといって、負うべき責せき務むからまで目を背そむけてどうするのだ。

（──恥ずかしい）

　本来、宗室とは、神の生いけ贄にえなどではなく。

　民を守り導く立場。──その矜きよう持じと本意を、見失っていたなんて。

「城ま市ちが大変なことになってるんだよ。獬かい[image: ]ち党とうとかいう、妙な餓ガ鬼キを首しゆ魁かいに据えたわっけ分かんねえ連中が、春しゆん燕えんを席せつ巻けんしてて！　それで……」

　珞紫はつっかえつっかえ、見けん聞ぶんしてきたばかりの情報を教えてくれる。

　それに耳を傾かたむけながら、雛花は己の心も頭も、みるみる明めい澄ちようになっていくのを感じていた。そして、事態をすっかり理解すると同時に、新たな焦あせりが胸に生まれる。

「そう。この首都が、そんなことに……ありがとう、珞紫」

「雛花さま」

「お蔭かげで、目が醒さめたわ」

　ぱし、と自ら喝かつを入れるように両りよう頰ほおを叩くと、先ほどぶたれたところに当たって思わず「痛っ」と顔をしかめてしまった。

（つくづく、助けられているわね）

　ふと、後宮に残った灰かい英えいたちのことを思い出す。

　彼女たちや、珞紫。

　それぞれが己の果たすべき職務と、責務に忠実に動いてくれて、今の雛花がある。

（今度は、わたくしが皆に報むくいる番）

　それを思い出させてくれたことを珞紫に感謝しつつ、雛花はすっと表情を引きしめた。
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（整理すべき情報が、多いわ）

　珞らく紫しから報告を受けた後、雛すう花かは再び紅こう帳ちよう翠すい閨けいの室へやに戻っていた。

　獬かい[image: ]ち党とうについては、珞紫が再び城ま市ちに出て探ってくれると申し出たが、まずは身体を休めてほしいと頼み込んである。

　珞紫の傷は、ひとつひとつは軽いものだったが、なにせ数が多かったのだ。焦あせりにかまけて彼女を失うなど冗談ではない。

（それにしても。煉れん兄にいさま、が……）

　異母兄が伏ふつ羲きに取り込まれてしまったという話は、衝しよう撃げきが強すぎて、正直まだ受けとめきれていない。

　──だが、悲しむのも嘆なげくのも、果たすべきことを終えてからだ。

（獬[image: ]党については、わたくしのほうでも探れることがあるわ。まずは今できることを……）

　そこで雛花は、さっきまで寝台に横たわっていたはずの人物が、上半身を起こしているのに気づいて声を上げた。

「志し紅こうさま！」

「……雛花？」

「よかった！　今度こそ気がついたんですのね！　心配しましたわ、熱がなかなか下がらなくて」

　思わず走り寄ってその手を取る雛花に、志紅はどこかぼうっと焦しよう点てんの定まらない目を向けた。それから、安あん堵どに微笑ほほえんだまま涙なみだぐむ孔く雀じやく緑みどりの眼と、己おのれの手に添えられた白い手を、交こう互ごに見比べている。

　やがて彼は、はっとひらめいたように呟つぶやいた。

「天てん女によ……？　そうか、俺、死んだのか……」

「えっ」

　駄だ目めだ、この人。予想以上にぼんやりだ。

　一瞬固まったものの、すぐさま冷静さを取り戻した雛花は、おそるおそる確かく認にんする。

「あの、すみません志紅さま。頭は大丈夫ですの？　熱で脳が破は壊かいされたとか？」

「…………本物!?」

「何を驚おどろいていますのよ！　むしろ、本物と認識する瞬間はそこなの!?」

　思わず叫ぶ雛花に、「あ、いや。そうじゃなくて」と志紅は焦ったように釈しやく明めいをくれた。

「最近の雛花って、ずっと俺に対して塩っけ強い感じの態度だったから、驚いて。まあ、もちろんそうさせていたのは俺のせいだから全然異い議ぎはないし、むしろそれはそれで割と愉たのしかったんだけど」

「はい。今ちょっと聞き捨てならないことをおっしゃった気がしたけど、無事に意識が戻もどったならもうなんでも構いませんわ……」

　ずいぶんとしっかりと意思のこもった声に、雛花はほっと胸を撫なで下おろす。

　自分の目が醒さめた瞬間、彼も起きてくれるなんて。

「お加減は、もうすっかりいいんですの？」

「うん、もう大丈夫。最初にきみが【癒いやす】を書いてくれたお蔭かげだ。ごめん、心配をかけた。ところで、……雛花」

（え？）

　ふと、彼の視線が己の首筋に注がれているのに気づき、雛花は首を傾かしげる。

「歯形。……誰に、やられたの」

「起きて最初に気にするのがそれ!?」

　低く問われて、思わず脱力する。首筋の痕あとについては、先ほど珞紫にも突っ込まれたところだ。「え？　あの野郎ってば起きて早々、そんなにサカってたんですか？　なになに、去きよ勢せいする？　しちゃう？」とのたまう侍じ女じよの目は真剣だった。

「あなたですわよ」

「……俺!?」

「覚えていらっしゃらないようだけれど、さっき一度、起き上がってらしたのよ。そこで、いきなりがぶっと。割と痛かったですわ」

「ご、ごめん。全然記憶にない。申し訳ないから、次は痛くないようにやり直していい？」

「志紅さま、あなたさてはまだ相当ボンヤリしてますわね!?」

　思わず突っ込んだ後、なんだか雛花は気が抜ぬけてしまった。

「えーと、その、わたくしだからいいのですけれど！　誰彼構わず嚙かみつくようなら、今後は寝ね起おきをちょっと気にしたほうがよくてよ……？」

　そんな雛花の顔をじっと見つめていた志紅が、不意にこんなことを切り出してきた。

「誰彼構わず……って。あのさ雛花。この際はっきりさせておきたいんだけど」

「？　はい」

「俺がきみのことを好きって言ったの、まだ、ただの方ほう便べんだと思ってる？」

「！」

　柘榴ざくろのまなざしが訝いぶかるような色を帯び、雛花はぱちぱちと目を瞬しばたたいた。

　──〝ゆかないで。しょうか〟

　思い出すのは、熱に苦しみながら己を引きとめた、志紅の声。

「……いいえ」

　気づけば首を横に振ふっていた。それから、ぽつぽつと己の思いを明かす。

「あなたが……好き。あなたに死んでほしくない。一いつ緒しよにいたい。……あなたがわたくしと同じ気持ちなら、それは、あなたの言葉そのものだから、……ええと」

　告白しているうちにだんだん恥ずかしくなってきて、俯うつむいた雛花は、ぽしょぽしょと小声になった。

「……そう。やっと、分かってくれた」

　不意に柔やわらかく声をかけられ、そっと手を取って引き寄せられる。首を傾げつつ視線を前に向けた雛花は、頰ほおに軽く触れる唇くちびるの感触に顔を赤らめる。

「雛花。好きだよ」

「……はい、知っています。わ、わたくしも、あなたが好き……です」

「うん。……嬉うれしい」

　額どうしをこつりとぶつけ、吐息がかかる距離で、互いに視線を絡ませる。

（わたくしも、嬉しい……でも）

　じんわりと甘やかな熱に浸ひたっていた雛花だが、幸福感には至らない。先ほどの珞紫の報告が、ずっと、胸に暗い影かげを落としている。

「ねえ。雛花、……俺に何か隠している？」

　そこで、図ったように志紅に問われ、雛花ははっと身を竦ませた。それから、慌てて取とり繕つくろう。

「あ、っと。別に何も」

「隠してるんだ」

「……う」

　答えられない雛花に、志紅はさらに詰つめ寄ってくる。

「ひょっとしなくても、きみの隠し事って、……黒煉の自我が、伏羲にもう消されてしまっている、ってこと……とか？　たとえば、皇こう帝ていがそうとしか思えない行動に出ていると、珞紫どのに報告を受けたとか」

　今度こそ、雛花ははっきりと黙り込んだ。

　こく、と咽の喉どを鳴らして唾つばを吞む雛花に、志紅は、なぜか苦笑した。

「図ず星ぼしか。……普ふ段だんのきみならもう少しうまく隠せそうなのに、今は俺でもお見通しだね」

「志紅さま。ど、して……」

「俺が眠っている間に、それなりに時間が経たっているんだろう。きみがそんな顔をしていたら、気づくよ。さすがに」

「そうじゃなくて」

　雛花と黒煉を救うために、何もかもをなげうとうとした志紅が、黒煉の自我の消滅を知れば、どう思うか。

「どうして、そんなに冷静でいられるの。わたくしは、……あなたにだけは伝えてはいけないと……」

「……雛花、俺の考えを聞いてほしいんだけど」

　唇を嚙んで視線を落とす雛花の顔を、志紅がふと覗き込んだ。

「黒煉は、おそらくまだ死んでいないよ」

「え？」

「だって、……もし自我を失なくしていれば、黒煉が死んだところで、伏羲は別の宗室や俺に乗り換えて逃げ延びることができる。黒煉は、宗そう室しつの呪いは自分で最後だと言っていた。彼になんらかの策があって、伏ふつ羲きもろとも滅ぶ算さん段だんなら、それじゃ話にならない」

「……あ」

　考えてみれば、そのとおりだ。

「今表に出てきているのが伏羲なのだとすれば……黒煉の自我が抑え込まれているということではあるんだろう。でも、まだ希望はあるし、そうである限りはあいつの生存を信じていないとって、俺は思う」

「煉兄さまは、まだ、亡なくなっていない……」

「そう」

「……よ、かった」

　掠かすれた呟きとともに、じわりと目に涙の膜まくが張りかけたのを、雛花は慌てて堪こらえた。

　苦笑する志紅の表情は優やさしい。──けれど。

　悩なやみを打ち明けることができた雛花は、ほっと息をついたが、落ち着いたことで、彼の表情に落ちた翳かげりにも気づいてしまった。

「あのね、志紅さま。今度はわたくしからも、ひとつ、立ち入った質問をしてよろしい？」

「どうぞ」

「彗すい縹ひようさまの、ことなのだけれど」

　ひゅ、と志紅が息を吸すい込こむ音が、室内のしじまを微かに震わせる。

「それは……」

「悪夢に魘うなされながら、彗縹さまの名前も呼んでいたわ。彼と決けつ裂れつしたことが、……あなたにはとても堪こたえているように、見えたから」

　この問いに、志紅は一瞬だけ逡しゆん巡じゆんを見せたが、やがて眉まゆ根ねを寄せて唇を開いた。

「槐かいの軍人としてはあるまじきことなんだけれど。今の俺にとって、命に代えてでも守りたい大切なものは三つ……いや、三人だけだ。きみと、黒煉と、彗縹どの」

「！」

「彗縹どのは、父上が処刑された後、陰かげになり日向ひなたになって俺を庇かばってくださった。あのかたがいなければ、俺は禁きん軍ぐんに戻ることすらできなかっただろう。今は……もう一人の父親のようなかただと、思っている」

　彗縹が、志紅の簒さん奪だつに手を貸してくれた意図は、明確には分からなかったそうだ。だが、彼が黒煉の生存や、宗室の真実に気づいているのでは……と感じられる場面が、志紅の在位中に幾度かあったらしい。

「だから、黒煉を守りたい俺と、言葉はなくとも同じ気持ちでいるのだと思っていた。ひいては、槐帝国と宗室を、二神の呪いから解き放ちたいという心も」

　──〝私は誰よりも志紅様のお味方です〟

　──〝間に合わないなどということがないよう願いますよ。かつての私のようにね〟

　彗縹が志紅に告げたという言葉を聞き、雛花は物思いに沈んだ。

（簒奪を幇ほう助じよしたのが、志紅さまを志し青せいさまに重ねて、その望みを果たしたかったからだとすれば。今のあのかたは、何を思って、志紅さまを裏切ったの……？）

「どうして、なんだろう」

　膝の上で骨が浮くほど両手を固く握り合わせて、志紅は呻うめくように零こぼした。

「大切な人たちが……ただ生きて、幸せで、笑っていてくれたら。そこに、俺がいなくても構わないから。願うのはそれだけなのに、どうして」

「志紅さま……」

「ごめん、今の俺、すごく情けないな。こんな時に……」

「いいえ」

　──〝傷は大切になさいませ。それは宝です〟

　雛花は手た繰ぐり寄よせる。短い期間だが、李り彗縹との記憶を。

　最後に雛花が落ち着いて彗縹と話をしたのは、禁きん城じよう外がい廷ていの園林だ。彼の手ずから淹いれる茶を頂きながら、大切にしているという紫し泥でいの茶壺きゆうす──紫し砂さ壺この話を聞いた時。その交際を〝帰き青せいの交まじわり〟と称しようされたかつての上官、志青から若き日に譲ゆずり受うけたものだという。

　そして、彗縹が薄うす青あおの眼の奥に宿している、あの、ほの暗い深しん淵えんのことも。

「志紅さま。もし、気を悪くしたらごめんなさい。わたくしが思うに、彗縹さまは、……きっとまだ、志青さまの死に心を囚とらわれたままなのではないかしら」

　ともすれば、志紅の悩みを深めてしまうだけかもしれない。

　けれど、どうしても言わずにはおれず、雛花は志紅の組み合わされた両手の上に、そっと己のそれを添えた。

「志青さまの忘れ形見である、あなたの願いを叶かなえてやりたい。それはきっと、間違いなく彗縹さまの本心だったと思います。あなたの味方だとおっしゃったお気持ちに……噓はないと。でも、それ以上に、志青さまの復ふく讐しゆうを果たしたい、その想いが勝ってしまったのでは」

　だとすれば、志紅のこの現状を見て、彗縹は何を思うのだろう。

　身も心もボロボロになって、大切なものすらみんな失おうとしている、今は。

　──〝このままじゃ、……きみだって、丹たん朱しゆに殺されてしまう〟

　不意に、眠りに落ちる直前の志紅の叫びが、脳裏を過よぎる。

（……わたくしたち、つくづく似た者どうしだったのね）

　互いの幸せを願うあまり、自分こそが幸せであることが、相手の幸福に繫つながるのだと思いつきもしない。

（馬鹿なんだから。わたくしも、あなたも）

　すとんと納なつ得とくしたら、今度は──胸に込み上げたのは、愛いとおしさだった。

「……聞いて、志紅さま。わたくし今まで、ずっと、あなたが。あなたのことを……」

　彼の手を握ったまま、雛花は、率そつ直ちよくな想いを告げる。




「あなたのこと、わけが分からなくて、気味が悪い人だなと思っておりましたの」




「うん……。そこは、定じよう石せきどおりもう一度好きだって言ってくれるんだと思ってたよ……。あのさ雛花。この状況でそれ、割とあんまりじゃないかな、お蔭で頭が冷えたけど」

　ひく、と片頰を引きつらせつつ、それでも雛花の手を振り払おうとしない志紅に、雛花は歌うように「だって、本当のことだもの」と続けた。

「あの簒奪の晩からずっとね。酷ひどいことを平気でするし、行動はさっぱり読めないし、かと思えば唐とう突とつに告白されたりして。でも、よく考えたら、……それ以前に、あなたのうわべだけを見ていたころから、あなたのことはよく分からないと思うことが多かった、……って気づいたんですの」

　なぜなら、これまでの志紅は、自みずからの傷や弱さをまったく見せず、ただ一方的に身を挺ていして雛花や黒煉を庇い、守ろうとしてきただけだ。それが痛みを伴ともなうだろうことも、のっぺりとした笑顔で覆おおい、見せてくれなかった。少なくとも、雛花の前では。

（与あたえようとするくせに、受け取ることは嫌がるなんて）

　見るほどに、彼のありようは、とても、いびつだった。

　傷も弱さも持たない人間なんて、存在しないから。

　でも、今は違う。

「熱に浮かされながらね、あなたは『ゆかないで』って、わたくしに言ったの。それから、もう誰も失いたくないって」

「……覚えてない、ごめん」

「でしょうね。でもね、嬉しかったの、わたくし。あなたに求められているようで」

　頑かたくなだった彼が、初めてこちらに手を伸ばしてくれたように思えたから。

「きっとわたくしが見たかったのは、あなたの弱さなのだわ。もちろん、わたくしは、どこにも行きません。……あなたを置いて、死んだりしません。だからあなたも、わたくしを置いて逝かないで。あなたが生きていることも、笑っていることも、幸せであることも、みんなわたくしの幸せの源みなもとになるから」

　ここは桃とう華か源げんだ。

　言葉がすべてを司つかさどる、神々の砦とりで。

　──たとえ、その発はつ祥しようが、罪にまみれたいつわりだとしても。

　誓ちかいが、想いが、そのまま力を持つ世界であることを、雛花は感謝してならない。

　──と。

　雛花の背に志紅の腕が回され、ぐっと力を込めて引き寄せてくる。

（え？）

　彼の上に身をかがめてその手を握っていた雛花は、急に抱きしめられてびくりと身を引きつらせる。

　小柄な身体を難なんなく膝の上に乗り上げさせると、志紅は雛花の顎あごを捉とらえ、下から掬すくうように唇に己のそれを押しつけた。

「ん、……っ」

　隙すき間まを縫ぬって入り込む舌の感触に、雛花は思わずぎゅっと目を閉じる。

　──彼との口づけは、回を重ねても慣れることがない。

　いつだって不意打ちだから、余計に。

「……ぷはっ。……もう！　急になんですの!?　今そういう感じの話でも雰ふん囲い気きでもなかったですわよね!?」

「話も雰囲気も関係なく、俺はいつでもきみとそういうことをしたいと考えているけど？」

「ああもう！　……ぶ、武ぶ官かんのかたはこれだから！　あ、あけすけなことをおっしゃるのはやめてったら！」

　たっぷりと味わうように重ねていた唇をようやく解放され、真っ赤になって抗議する雛花に、志紅はやっと、くっと喉のど奥おくを鳴らして淡あわく笑みを見せた。彼はそのまま、雛花の華きや奢しやな首筋に額をうずめ、囁く。




「ありがとう、雛花。俺はもう、自分を諦めない……だから、きみも必ず生き延びて」




　祈いのりのこもった声だった。

（志紅さま）

　このかたは変わった、と雛花は冷静に感じた。

　──きみだけは必ず守るから。

　なぜなら、今までずっと、彼から伝わる心はそればかりだったから。自分をも、雛花自身の心をも蔑ないがしろにしてでも、一方的に〝守る〟ことばかりに固こ執しつしてきた。

　けれど彼は、〝生き延びて〟と言ったのだ。

　ずっと、彼が呪いのように繰り返してきた、何をしてでも自分が守るという意思表示ではなく。

（わたくしと一緒に歩くことを、選んでくれた……）

　幼いころは、ただその広い背に庇われるばかりだったのに。この人と、やっと、対等になれた。

　ほうっと息を吐はいて感かん慨がいに耽ふける雛花に、志紅は淡く笑む。

　うなじを辿っていく指先がくすぐったい。そのまま再び顎を捉えられれば、何をねだられているのか。言葉にされずとも、首筋に触れる吐息が雄ゆう弁べんに物語る。

「ね、雛花。いい？　……もう少しだけ」

「っ、……」

　彼の声は、蜜みつの甘さを持つくせに、本当はむしろ毒に似ている。

　耳から流し込まれたが最後、脳を冒おかし、どろどろに理性を溶とかしてしまうのだった。

（もう一度だけなら……）

　再び彼の唇を受うけ容いれるべく、ためらいがちに瞼を伏せかけたところで、雛花の意識がふっと遠のいた。正確には、奥に引ひっ張ぱり込まれた。




「ちょっとさぁ、割と日の高いうちにイチャつかないでくれるー？」




（!?）

　志紅のそれに塞ふさがれる寸前、自分の唇が、急に思ってもみない言葉を吐き、雛花は目を白黒させた。

　同時に、伏せられていた志紅の瞳も大きく見開かれ、ぎょっとしたようにくっつきそうな距離にあった顔をもぎ離した。

『た、……丹朱!?　何度呼んでも来なかったのに、いきなり何！　いえ、それより、あ、あなた、まさかわたくしの身体を……どういうことですの!?』

　犯人に思い至り、真っ先に抗議したのは雛花だ。

　もっとも、今は身体の主導権を奪われているので、志紅には聞こえない、内なる心の声になる。

（えっ、わっ……！）

　さらには身体から意識が叩たたき出され、視点が急に高くなる。自分自身を少し離れた所から見下ろすのは奇妙な感じだ。もっとも新しん鮮せんさなど、その〝雛花〟──否いな、丹朱の次の言葉で吹ふき飛とんでしまったけれど。

「え？　うん、そう。こんな風に、君の意思を無視して勝手に入いれ替かわれちゃったりします。ついでに白状すると、実は今までも何度か同じことやってるんだけど……あれ？　その反応、まさか教えられてなかった？　そっちの幼おさな馴な染じみくんは知ってるはずだけどねえ」

[image: ]

　ニヤニヤしながら志紅の顔を覗き込む丹朱に、雛花は『そうだったの!?』と度ど肝ぎもを抜かれた。

『そ、それにしたって、どうして今なんですのよ……！』

　雛花の身体とはいえ、危うく志紅と口づけを交かわすはめだったのは、丹朱自身である。

　その内容が、触れるだけのものでも多少深めのところまで進んでいても、何をどうやっても事故の香かおりしかしない。

『それとも……ま、まさか丹朱あなた、志紅さまと口づけしたかっ』

「はいちょっと黙ろうか？　愛しの幼馴染くんの前で、両鼻に箸はしを挿さしながら尻を振って踊おどり狂くるう醜しゆう態たいを披ひ露ろうしたくないなら」

『よくそんな最低な拷ごう問もん思いつきますわね!?　いっそ感動してよ！』

　赤くなったり青くなったり忙いそがしい雛花に比べ、丹朱の反応はそっけない。

「いや、だって、ねえ？　歯が浮いて落ちて砕けて砂さ海かいができそうなやりとりを、強制的に至近距離で聞かされたらね？　多少強行突とつ破ぱでも、僕としてはこういう手にでも訴えないとっていうかね？　あーあやだやだ、人間って慎つつしみがなくって。ふたりともやんごとない、れっきとした宗室の公主と、由ゆい緒しよ正しい武官の家系出の高位軍人のくせにさぁ」

　注意されたほう──丹朱は、「まあどっちも落ちぶれて今はこんなことになってるわけだけど」と余計なことを付け足しつつ、普段の〝雛花〟とかけ離れたご面相で、小指でがじがじと耳穴をほじっている。

『わたくしの身体で、おまけに志紅さまの前でそれはやめて!?』

　と、雛花は声なき声を荒あららげた。聞き入れられる様子はない。鼻をほじられないだけマシか。

『あと、人間には慎みが、って……それを言うなら丹朱、あなたこそ！　渾こん沌とんの魔まの中でも最強の【渾こん敦とん】のくせに、心が狭いのではなくて!?』

「そんなの僕の自由でしょ。世の中、金持ちほどドケチだったりするってのにさあ。大きな力を持ってようが、渾沌で幅はばを利きかせようが、ただそれだけの理由で、なんで寛かん大だいでなきゃいけないわけ。誰が決めたの」

『うぐっ』

　雛花の身体で、丹朱は耳から出した小指の先をふっと吹く。

　もう、本当に勘かん弁べんしてほしい。

「……俺と貴様で口づけするはめになったら、悲劇でしかないだろうが！　誰も幸せになれない捨て身の嫌がらせはやめろ」

　いっぽう、危き機き一いつ髪ぱつすぎる事態に寝台の上でしばらく放心していた志紅も、ややあってどうにか我に返ったらしい。

　眉み間けんを親指で揉もんで、静かに怒りを発する彼に、雛花の身体を乗っ取ったまま、丹朱はこれ見よがしにふふんと肩をそびやかした。

「誰も幸せになれない？　はん、たいへん結構じゃないか。誰かが幸せになれる嫌がらせなんてものは存在しないよ。自分も相手も周りもまるごと不幸の丸焼けにする焦しよう土ど作戦こそが、嫌がらせの本ほん懐かいなのさ」

「お前、ちょっと正しそうなこと言ってるつもりだろうが、やってることは下げ衆す以下だからな」

「なんとでも言いなよねえ。そうそう、いいよ口づければぁ？　遠えん慮りよしないで、ふかーくアツーくどうぞどうぞぉ？　続きも全部、実じつ況きよう解説してあげるから」

　ほーら思い人の唇だよぉ、と桜おう桃とうのようなそれをぷにぷにと指先で押して示してみせる丹朱に、志紅の額に青筋が浮く。

「誰がするか！　とっとと雛花の身体から出て行け」

「短気な坊ぼうやだねえ、本気で今僕が出てったら君たちも困るでしょうが。器がないと、渾沌に直帰するっきゃないんだから。それどころか、なんでも根こそぎ破壊して文字に還す【渾敦】の力で、このへん一帯みーんな消し飛んじゃうよ？」

「そういう意味じゃない。意識だけ外に出して……って、分かってて言っているな」

「はあ、しょうがないなあ。……ねえ僕の天てん后こう、聞いてるぅ？　心が狭いってこういうヤツのこと言うんだよ？」

　意に介かいした風もない涼すずしい顔の丹朱に、雛花はひっそりと呆あきれた。

（さっきまで、ちょっとしんみりした空気だったのに……！　無理やりでも明るくなった気がするのはいいけれど！）

　──と、ふっとまた何かに吸い込まれるような感覚があって、気づけば雛花は身体の主導権を取り戻していた。

　ぱちぱちと目をしばたたき、雛花は傍らを見る。宙には直感どおり、稲いな穂ほ色いろの長い髪を緩ゆるく編み、孔雀緑の瞳を持つ、美しい青年の姿が浮いていた。

　彼の纏まとう、桃華源では大昔に着られていたような白い深しん衣いは、渾沌では貴人の正装で、身体のいたるところに拘こう束そく具ぐのごとく絡んだ玉ぎよくの飾りは、無差別に周囲を巻き込む己の力を制せい御ぎよするための呪じゆ具ぐらしい。晴せい乾けん宮きゆうに志紅を助けに行く直前、教えられたばかりの知識だ。

　なお、かつては雛花にしか姿を見せていなかった丹朱だが、今は志紅にも視みえるように振る舞っているらしい。

　睨にらみ合う両者に、牙きばを剝むき合うありがちな龍りゆう虎この図を思おもい浮うかべた雛花は、思わず本音を漏もらした。

「なんというか……あなたたちって、意外に気が合うのね」

　反論は左右から返ってきた。

『ぜんぜん!?』

「どこが!?」

「……そういうところ、そっくり。息ぴったりでしてよ」

（二人とも、本当によく似ているというか……）

　丹朱は、かつて片かた恋こいをしていた女媧の意思を尊そん重ちようし、彼女をその兄とともに渾沌から逃がすため、己を犠牲にしたという。

　雛花と黒煉を守るために、ためらわず自分の命を差し出した志紅と、その来らい歴れきはあまりに近かった。

（名は体を表すというけれど。名前の中に、同じように赤に連なる字を持っているからかしら……まあ、それはいいとして）

　大きくため息をついて気持ちを切きり替かえると、雛花は、寝台のそばでふわふわと宙に浮きながら愉たのしげにこちらを見下ろす丹朱を睨にらみつけた。

「丹朱、あなた、本当に……どういうつもりですの？」

『どういうつもりって、何が？』

「とぼけないで。……わたくしにもう、力を貸す気がないと言ったじゃない。あれは、どういうこと？」

『そのまんまの意味だよ？　ホントはそこの坊やが皇帝の器うつわになっている時に伏羲を討てたらちょうどよかったんだけどねぇ、うまくいかなかったし。そうこうしてたらあいつ、君の異母兄あにごと死んでくれそうな感じだから、もういいかなって』

「……貴様」

　緋ひ色いろの眼に怒りを宿し気け色しきばむ志紅を手で制し、雛花は彼に目くばせを送る。

（志紅さま。……ここはわたくしが）

　──たとえ神だろうとばけものだろうと、相対すれば先んじてその心を読み、場の流れを摑つかむのは、雛花の得意とするところだ。

　けれど、今回はいささか分ぶが悪い。

（どう戦うべき？）

　頭の中をぐるりとひと混ぜし、雛花はこめかみを押さえた。この、百ひやく戦せん錬れん磨まの魔ま物ものから、必要な言葉を引き出すには──？

　やがて搦からめ手てから攻せめることに決めた雛花は、慎しん重ちように口を開く。

「ねえ丹朱。あなたの言い分って、とても変ですわね。だって、……普通に考えて、今の状況って、煉兄さまに伏羲真君が戻ったというだけで、……煉兄さまの死は決まりごとでも、伏羲真君は単に寄き主しゆを替えただけ、のはずですわよね？　つまり、煉兄さまが消えてしまうとしても、伏羲真君は煉兄さまの器に宿ったままでいられるはず」

『……うん、まあ、そうだねぇ』

「それから煉兄さまの身体が滅んでも、他のお兄さまたちがご健在ですもの。一度簒奪帝になった志紅さまもいますし、普通に考えれば、次々に器を取っ替え引っ替えすれば、真君はなんら害を受けずに存ながらえられますわよね？」

『何が訊ききたいのさ？』

　丹朱はこの質問の意図に気づいたらしい。先手を打って警戒してきた。まずひとつめの勝負どころだ。雛花はまなざしにいっそう力を込め、彼に迫せまった。

「簡単でしてよ。どうしてあなたは〝伏羲さえ滅ぼせれば誰が死んでもいい〟と言ったんですの？　煉兄さまの死が、伏羲真君の死に直結すると確信できた理由は、何？」

（そして、煉兄さまの肉体の死が、伏羲真君の消滅をも示すのなら、……逆説的に、煉兄さまは、まだ自我が消されきっていない証しよう拠こにもなる）

　ゆえに、なんとしてもこの質問には答えてもらわなければならない。雛花は、注意深く丹朱の様子を観察した。丹朱は不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らして答える。

『……ナイショだよ、そんなの』

（内ない緒しよ、ということは、うまい言い訳がないということ。つまり肯こう定ていと同義。やっぱり煉兄さまは、消えていない。そして、……ご自分ごと、真君を葬ほうむろうとしている！　それにはたぶん、彗縹さまが加か担たんしているのでしょうね）

　きっと黒煉は彗縹から、『己を最後の生いけ贄にえにすれば、宗室の呪われた運命に終しゆう止し符ふを打てる』とでも持ちかけられたのだろう。

　そして、同時に神々の支配を絶つことで、渾沌の魔が襲来しなくなり、今後桃華源も、志紅や雛花たちも守れる、とも。

（彗縹さまは、どうやって煉兄さまを言いくるめたのかしら。煉兄さまは、ちゃんと国もわたくしたちもみんな守り切れると確信しない限り、怪しげな計画に乗るような人ではないわ。胸むな騒さわぎがする。まだ見えていない、何かとんでもない秘密がある、ような……）

　──さあ。次の手はどうする。どう攻める。

　内心の動どう揺ようを押おし殺ころし、雛花は素知らぬ顔で丹朱を問い詰める。

「内緒、ですって？　いいえ、意地でも話していただくわ」

『しつこいなぁ、教えないって言ったのに。あんまりくどいと、また身体の主導権取っちゃうよ？』

「お好きになされば？　四し肢しの自由を奪っても、わたくしとあなたが一いち蓮れん托たく生しようである限り、お互いの声が聞こえなくなるわけではないし……」

　ぶすくれる丹朱ににこりと笑い、雛花は、おもむろに盆の近くにある小刀を手に取る。薬効のある香こう木ぼくを削けずるためのものだ。

『なに……？』

　思いがけない行動に眉をひそめる丹朱の前で、雛花はすらりと刀の鞘さやを払はらう。

「さっき戯たわむれに入れ替わったのは失敗でしたわね。お蔭で、あなたがわたくしの身体を支配する前に、こういうことをする時間くらいはあるんだって分かったのですもの」

　そして、にっこり笑むと、自らの首筋に刃やいばを押し当てた。

『！』

「雛花!?　ッ、きみ……！」

　丹朱が孔雀緑の目を瞠みはる傍ら、気色ばんで寝台から立ち上がった志紅を、雛花はすぐさま視線で制する。

（──大丈夫。お願いだから信じて）

　雛花の目くばせを受けた彼は、迷うように顔を歪ゆがめたが、やがて苦にが虫むしを百匹ぴきばかり嚙みつぶしたような面相のまま身を引いた。どうやら、不本意ながらもなりゆきを見守ってくれるつもりらしい。……本当に、大成長だ。

『……どうしたのかな？　僕の天后は、乱らん心しんでも？』

「あら、どうしたの、はわたくしの台詞せりふでしてよ？　ずいぶん余よ裕ゆうだったくせに、急に顔色が変わりましたわね。別に、わたくしは命の使いどころを考えただけですわよ。放っておいてもこの命は、あなたに自我を壊こわされて、半年経てば散るのでしょう？」

　声を低めて睨みつけてくる丹朱にくすっと微笑んで、雛花はわざと己の皮膚に浅く刃を沈ませてみせる。ちく、と小さな痛みがあり、一連を見守っていた志紅が強く奥おく歯ばを食いしばった。──彼自身の痛みではないのに。

「ふふ。やっぱり、わたくしに自我が残ったまま死ねば、わたくしに宿ったあなたも道連れで消滅することになるのは……真君と同じですのね？」

『そうだね。そのとおりだよ。でも、今ここで死ねば、まさに無む駄だ死じにだけどね。僕も、君も、……何も得るものがない』

「同感ですわ。だからこれは、ただの嫌がらせよ。お好きじゃないの？　嫌がらせ。あなただって、さっきしたばかりじゃない。その本懐は、誰も幸せになれない焦土戦なのだって、ご自分で言ったのではなくて」

『……かっわいくないなあ』

「まあ、褒ほめ言葉」

　こちらを冷たいまなざしで見下ろす、人にあらざる者と対たい峙じしながら、雛花は舌で唇を湿らせた。刀の柄を握る手のひらに、嫌な汗が滲にじむ。

　──とりあえず、動きは封ふうじた。ここからだ。

「ねえ、嫌がらせで無駄死にしたくないのなら、わたくしの質問に答えてくださいませ。あなたが真君の死を確信しているのは……なぜ？」

『別に、僕に訊いても仕方ないんじゃない？　君が考えているとおりだと思うよ。……ひとつは、黒煉帝の自我がまだ残っているから。あとは、李彗縹とかいう奴が、黒煉帝に協力しているからさ。ほら、お望みどおりの回答だろ？』

　たしかに、黒煉の自我が生き残っていることも、黒煉と彗縹が協力態勢にあることも、雛花の読みどおりだ。

（……煉兄さまごと伏羲真君を殺す。そうすれば、神々の支配と宗室の呪いは解けるし、渾沌の魔には桃華源に来る理由がなくなって、平和になる。……煉兄さまや彗縹さまの目的って、それだけ？）

　だとすれば、いまだに黒煉が皇帝として生きている理由が分からない。伏羲を呼び戻した瞬間、出待ちで首を刎はねれば、己ごと伏羲を殺すという目的は成るからだ。

　第一、槐の統とう治ちは安定している。それは、皇帝と天后が求心力の強い信しん仰こうの対象であり、民の期待に応え続けてきたからだ。

　おまけに、その善政を敷いてきたのは、皇帝や天后になりすました伏羲や女媧だ。

　要するに──皇帝を討つことは、神の支配からの解放だけではない。桃華源における、槐の政治体制そのものの崩ほう壊かいを意味する。

（煉兄さまと彗縹さまは、神々のいなくなった槐を……桃華源を、どうするつもりなの？　伏羲真君を滅ぼして、はいおしまい、とはいかない。必ず、その後を考えているはず。わたくしたち、他に、何か見落として……あっ！）

　そうだ。──珞紫の報告で、聞いたばかりではないか。

「獬かい[image: ]ち党とう！」

　思わず叫んだ雛花に、丹朱は眉を上げ、一方の志紅は「獬[image: ]党？」と訝いぶかるような表情を見せた。

『へーえ。獬[image: ]党のこと、もう摑んだんだ。城市に聞き込みに出てたのって、あの珞紫とかいう子だっけ？　……君の侍女は優ゆう秀しゆうだねぇ』

「あれだけ派手に動いていればね、……って、その珞紫が言っていたわ。それがまた不自然なのですって」

　得たりという風に話を進める雛花と丹朱を、とっさに志紅が手で留とどめる。

「待って、雛花。……その、『獬[image: ]党』っていうのは？」

　その質問に、あ、と雛花は声を漏らした。

　思えば彼は、この女じよ郎ろう宿やどに着いてから、ずっと眠っていたのだ。そもそも状況をもっと詳しく説明しておく必要があるな、と雛花は彼に向き直る。

「わたくしも知ったばかりなのだけれど。結党してものの数日で急成長した、奇妙な集団ですって」

　雛花は手短に、珞紫から得た情報を彼に告げる。

「どうしてそんなものが取とり締しまられもせず力を持ち得ているんだ？　禁軍は……彗縹どのは何をしているんだ」

「禁軍は見て見ぬふり……どころか、獬[image: ]に従う党員の中に、狻さん猊げい宝ほう傘さんの龍りゆう旗きが見えたそうよ。率そつ先せんして庇ひ護ごしている疑いもありますわね」

「そんな──」

　眉根を寄せ、指先で額を押さえる志紅に、雛花は確認する。

「志紅さまは、皇帝だった時に聞いていなかった？　西都の秋しゆう鶸じやくや、この首都春燕に大たい挙きよした渾沌の魔をたったひと睨みで追おい払はらったという、少年の噂うわさ」

　志紅は眉を曇くもらせ、口くち許もとに手を当てて記憶を探っているようだ。

「むしろ、彗縹どのは意図的に俺に情報を伏せていた、のか……？」

「……ええ。おそらくは」

　雛花は腰を上げ、首から刃を離さないまま、丹朱に注意を払いつつ、寝台のそばにある窓辺に歩み寄る。

　すぐ下は、提ちよう灯ちんの並ぶ色街の大通りだ。

　──注視すれば、道のそこここに、『獬[image: ]党』の党員の目印である、赤い布切れを身体のどこかに巻きつけた人々の姿が見受けられる。

　獬[image: ]とは、咎とがある者を見抜き鋭い一いつ角かくで刺さし殺ころす、正義の象しよう徴ちようたる瑞ずい獣じゆうだ。赤はその象徴の色で、罪人の血を示すとされていた。

　その数たるや、もう、町の半分近くが党の関係者なのではと疑うほどだ。

（彗縹さまは、どうして獬[image: ]党に協力をしたの？　その狙ねらいが、宗室を、皇帝や天后を必要とする槐のしくみそのものを根こそぎ引っくり返してしまうことだとすれば……）

「獬[image: ]党は三日後に決起を予定しているそうよ。禁城に押おし入いって、民の手で皇帝を処刑し、国の体制をまるごと作り変えるつもりなのかも……」

　つまりは、革かく命めいだ。

　制度ごと入れ替え、皇帝も天后も必要のない国にする。

（国民みんなの前で、国民自らの手で、皇帝としての自分を殺させることで、神々の敷いた槐という体制を崩す。そして、民が、自ら考えて統治する国を建たてる。煉兄さまの本当の目的は、まさか……そういうこと？）

　──その計画の壮そう絶ぜつさに、雛花はぞっとする。

（槐の実権は、ほとんど彗縹さまの手のうち。今の彗縹さまの力を以もつてすれば、革命だって、たしかに不可能じゃないかもしれないわ。でも！）

　李彗縹には妻子があり、武の名門李家の親類縁えん者じやも多い。かつて四し妃ひの徳とく妃ひに迎むかえられていた姪めいもいる。革命ともなれば、現政権に深く食い込む彼の一族とて無事ではすまないだろう。しかし彼は、結果として反乱に加担した。

（国が、……桃華源が、どんどんおかしな方向に進んでいる……！）

　消えた妹に執しゆう着ちやくする伏羲。

　伏羲に殺されたかつての上官のために、怨えん恨こんを晴らさんとする彗縹。

　そして、彗縹の思おも惑わくに乗せられ、不自然な怒りに囚われて皇帝を弑しいそうとしている民。

　間違いなく、何もかもが迷めい走そうしている。そして、国を巻き込んですべてもろともに崩くずれ去さろうとしている。

（煉兄さま。そこまでの想いがあるならば、どうして！）

　槐を、誰もが安心して暮らせる国にしたい。

　皇帝に選ばれた時の、黒煉の願いを、雛花は聞いていた。

　──〝二人がオレの両りよう隣どなりに立ってくれて、一緒に国を守っていくんだ〟

　最後に見た黒煉の悲しげな笑顔が、静かな声が、耳の奥にこだまする。

（槐の未来を、命を賭として切きり拓ひらこうというのならば。あなたが。あなたこそが、生きてこの国を守るべきだというのに。煉兄さま！）

　ともすると悲観的になりそうな感傷を振り払い、雛花は唇を嚙む。

（でも、それにしたって……全部があまりに奇妙だわ）

　その復讐心の激しさもさることながら、別の疑問も首をもたげる。雛花は眉根を寄せた。

（民自らが考えて統治する国にしたい。それが本当の目的だとしたら、獬[image: ]党の説明がつかない）

　その党首は、渾沌の魔を、ひと声で祓はらう神しん童どうらしい。

　そんな得体の知れないものと無理やり扇せん動どうした反乱で、民が自立できるわけがない。彗縹が今やっていることは、神々の力を頼みにして国を治めてきた宗室と、何も変わらないではないか。

（この事態……まだ何か、もっと大きな裏がある。だとすれば）

『ねえ、人間どうしのことはよく分かんないし……僕、お邪じや魔まなら外そうか？』

「ご冗談。本題はここからですのに」

　ここまで口を出さず、にこにこと微笑んだままさりげなく逃げを打とうとした丹朱を、同じく笑顔で雛花は引きとめる。

「質問なのだけど、丹朱。……〝獬[image: ]〟って名乗る子ども、あなたと同じ、渾沌の魔なのでしょう？」

『……なんでそう思うの？』

「少し前に、禁城外廷の園林で会ったわ。あまりに一瞬のことで、幻まぼろしを見たのかと思ったけれど……」

　彗縹に誘われ、彼の手ずから淹いれたお茶をごちそうになった雛花は、すっかり花の散った梅林の向こうに、不思議な子どもの姿を見たのだ。

　十三かそこらの年とし恰かつ好こうで、少女と見まがうほどに美しい少年だった。特筆すべきは、その鮮やかすぎる碧へき青せいの眼と、それこそ丹朱のような、時代がかった黒こく紫しの深衣である。

　──〝おぬしが、媧か児じの……いや、今は丹朱の器か〟

　──〝なるほど、よう似ておる。壊されるだけのお人形とは、哀あわれなものよのう〟

　戸惑う雛花を嘲あざ笑わらうように、彼は不可思議な台詞を残し、消えた。

「今思えば、あの子どもが禁城にいたのは、彗縹さまの庇ひ護ご下かにあったからで……わたくしの前に出てきたのは、あなたの器になった天后の顔を見に来たんですのね。きっと」

『……』

　言いながら、雛花はちらりと頭の端はしで思う。

「何よりも。……千年前、本当は。あなたと伏羲真君と女媧娘々のあいだに、何があったんですの？　どうして、一度逃がした二神を、今さら追いかけて殺そうとしているの？」

　雛花は、当の丹朱の手引きで、千年前の記憶の一部を垣かい間ま見みたことがある。

　それも、丹朱自身のものではない。彼が殺して取り込んだという、女媧の視点で、だ。

　あれが正しいのなら、丹朱は、二神とかつて仲が良かったはず。──それこそ、雛花と志紅と黒煉のような、幼馴染だったのではないかと。

「丹朱。あなたの真意を、わたくしたちは知らなければいけないわ」

　雛花の詰きつ問もんに、丹朱はにいっと唇の端を吊り上げた。

　孔雀緑の眼が逆さの三日月に曲がり、白い犬けん歯しが剝き出しになる。それこそ彼の本ほん性しようを示すような、ひどく獣けものじみた笑みだった。

『たしかに、当たっていれば答えてあげるって謎なぞかけ遊びを、君とはしていたけれど。……お遊びの時間は、とうに終わったはずだよねえ』

「今話しているのはわたくしよ。あなたの命を握っているのもね。答えなさい」

　傍らで、志紅が緊張しているのが分かる。

　なぜなら──今、この魔物と戦うことができるのは、雛花だけだ。何もできない自分が歯がゆくてたまらないのだろう。けれど、手出しも口出しもせず、黙って雛花を見守ってくれている。その信しん頼らいに、応えたい。こんなところで、負けるものか。

　──睨み合って、どれほど経たっただろう。

『ねえ。手、そろそろ疲れない？　雛花。そっちで僕を睨んでる志紅の坊やもね。いい加減、目の筋肉も疲れるよ』

　その軽口に、雛花はぱちぱちと瞬きした。丹朱に名前を呼ばれたのははじめてだ。

（え、……と）

　どうするかと志紅と目くばせし合ったところで、丹朱には呆れたように肩を竦められる。

『察しが悪いねえ。警戒しなくても、身体を乗っ取ったりしないってことだよ！　噓をつくのは人間だけで、もともと僕らは誠実な存在なのさ。まあ、乗りかかった船だ。君たちごとき儚はかない命の生き物に、何をどう明かしたところで、痛くもかゆくもない。羽虫にしてやられたようで、つまらないだけで』

「……馬鹿にしてくださいますわね」

『まさか。これでも褒めているのさ。最大限に、ね』

　おそるおそる刃は物ものを下ろした雛花に満足げに笑い、丹朱は『ほーんと、退たい屈くつさせない子たちだ』とくつくつと喉奥を鳴らした。

『さてと。どっから答えようかな？　まずは、僕にとっては割とどうでもいい情報──その獬[image: ]って奴の正体からだけど』

　人差し指を赤い唇に当て、彼はとっておきの秘密を囁くように告げた。

『その謎の少年って奴。渾沌の魔、それも四し凶きよう──【檮とう杌こつ】の黄おう熊ゆうで間違いないよ』

　四凶、という言葉に一瞬怯ひるむも、その言葉に雛花は首を傾げる。

「もちろん【檮杌】は知っているけれど……黄熊……というのが、個体の名前、ということ？」

『そうそう』

　渾沌の魔への対たい抗こう手段を講じる、『白はく澤たく図ず』に記き載さいされる【檮杌】の情報はわずかだ。

　傲ごう慢まんにして頑がん迷めい。そして、万ばん物ぶつを枯からし万ばん人にんを死に至らしめる毒の息を吐く。

『あいつとは腐くされ縁えんってやつさ。もともと僕は渾沌で、高貴な囚しゆう人じん専門の獄ごく吏りだった。裏切った後はクビになって、僕自身が牢ろうに繫がれていたけどね。で、あいつは刑けい吏りだ。奇くしくも千年前は黄熊が、伏羲と女媧を処刑するはずだったんだよねぇ』

「獄吏や刑吏って……ずいぶん、制度が整っているのね。おまけにあなたが獄吏……って、ちょっと意外ですわ。渾沌の音を冠かんする【渾敦】だから、もっと高い地位にいるのかと」

『君たちの感覚ならそうだろうねえ。けど、渾沌ってのはこの桃華源からしちゃ特とく殊しゆなところでね、何をおいても秩ちつ序じよと信仰こそが優先される。獄吏と刑吏は、かなりの要職だ。法の番人、律の執しつ行こう者しやだからね』

「……まあ。そうなんですの？」

　渾沌とは、ばけものの跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こする無む秩ちつ序じよの闇と信じて育った雛花は、こうして知られざる実態を暴ばく露ろされるごとに驚いてばかりである。

「ちなみに、伏羲や女媧はどんな立場だったんだ？」

　当然といえば当然の志紅の問いに、丹朱は苦笑した。

『伏羲と女媧は、渾沌の祭さい祀しを司つかさどる家系の出だった。つまりは信仰の中心で、皆の手本として、誰よりも秩序に順ずるべき者だったわけさ』

　だが、──伏羲真君と女媧娘々は、その渾沌の厳しい規律を犯おかした。

　兄妹で愛し合ったのだ。

　そのうえ、渾沌から森しん羅ら万ばん象しようのもととなる文字を盗ぬすみ出だした。

　そして、彼らを身を挺ていして庇い、渾沌の凶きよう手しゆたちの特徴を記した目録『白澤図』まで与えたのが、他ならぬ丹朱なのである。

　丹朱は当時、渾沌の追っ手たちに相当の打だ撃げきを与えたらしい。

「……そんなことをして、よく許されましたわね」

　思わず唸うなる雛花に、丹朱はあっけらかんと袖そでを振った。

『んーと、許されたわけじゃないよ？　単に、渾沌中探しても、僕を殺せるだけの力がある奴がいなかったのさ。【渾敦】は性質上、世に一頭しか存在できないから、他の四凶と違って僕以外にいないし、単身で僕に匹ひつ敵てきするのなんて、伏羲くらいだったしね。現に、こうして女媧と伏羲討とう伐ばつのお役目を頂いて娑しや婆ばに出てくるまで、千年くらい投とう獄ごくされていたわけだから』

「じゃあ、そろそろ他の質問にも答えてもらおうか？　どうしてそこまでのことをして、伏羲と女媧を助けようとしたのか。そして、……なぜ今さらになって、彼らを殺そうとしているのか」

　すかさず斬きり込こむ志紅に、丹朱は片かた眉まゆを上げた。

『もちろん、そうしろって、渾沌のお偉えらがたに命令を受けたからだよ。聞いてなかったの？　お役目だって。あいつらを討てば、僕の裏切りはチャラにしてもらえる。別に、それだけのことさ』

「違いますわね」

　へらっと笑って流そうとした丹朱に、今度は雛花がざっくりと否定を突きつけた。

『……なんでそう思うかなあ？』

　すうっと目を細める丹朱に、雛花は怯おびえを見せないように唇を嚙む。後ろから、志紅が背に手を添えてくれた。──それだけで、心強い。

「渾沌にはあなたに対抗できる実力を持つものがいないって、ご自分で言ったところでしてよ。自由になりたいだけなら、とうに自力で脱だつ獄ごくしているはず。それに、どうして千年前に彼らを逃がしたか、わざと答えをはぐらかしたでしょう？　……あなたが二神を殺そうとした理由は、別にあるはずですわ」

『……』

　黙り込んだ丹朱に、雛花は畳たたみかける。

「それはひょっとしたら、黄熊というあの子どもが、わたくしに似ていると言った〝媧児〟という人に、関係が──」

『媧児は、女媧のことだよ。たしかに君に似ている。僕が殺して、食べちゃったけどね。ねえ……この件、今訊かれても答える気はないから、ここまででいい？』

　──女媧娘々を殺して喰らった。

　話題を遮さえぎるような丹朱の言葉に、雛花は眉根を寄せる。

　それは、彼からすでに聞かされていた事実だった。

（……でも、少し考える余裕ができて分かった。『女媧を殺した』と言う時、丹朱は絶対にわたくしから目を逸そらさないのよ）

　微笑んで言ってのけるが、彼が己の所業を語る時、ある種の緊張を肌で感じる。志紅は気づいていないようなので、そのわずかな変化を感じているのは雛花だけのようだが。

（噓をつくとき、バレまいと気負うからこそ、視線を逸らさない人は多い）

　だが、今はこれ以上追つい及きゆうしても、望む答えは得られないだろう。

　ふっと肩の力を抜き、雛花は別の質問に切り替える。

「ねえ、丹朱。【檮杌】が……黄熊が桃華源にやってきた目的は、伏羲真君を捕とらえること、そこは間違いないのですわよね？」

『まあ、そうだろうね。自分の落ち度は自分でカタをつけるのが、渾沌の掟おきてだからねえ。あいつは石頭の頑がん固こ者ものだから、昔から、ずーっとねちっこく伏羲と女媧の処刑にこだわってたよ』

「……そう」

　だとすれば、黄熊は、伏羲を葬ほうむることができさえすれば、桃華源からおとなしく去ってくれるはずだ。

　単なる彗縹の駒こまとして動いているのであれば、黄熊という【檮杌】は、そこまでの脅きよう威いではないのかもしれない。

　そう判じかけ、雛花はかぶりを振る。

（いいえ。だったら、どうして黄熊は、そもそも彗縹さまに協力なんて……？　皇帝ごと伏羲真君を討つのであれば、志紅さまが器だった時に殺してしまうのが、一番手っとり早かったはずだわ。わざわざ民を扇せん動どうしたり、器を煉兄さまに戻すような手間をかける利は、どこに……）

「丹朱。あなたは、黄熊の狙いはそれだけだと、思う？」

『さあ？　僕は知らないなあ』

　案の定、雛花の詰問にも、優美な魔物はそらっとぼけてみせた。

　明らかに何かを察していそうなその様子に、雛花は確信する。

（やっぱり。すべての謎の鍵かぎを握るのは、丹朱……）

　そして、黄熊について、詳しい情報を探ることができるのも。

（丹朱を御ぎよしきれなければ、わたくしたちは、先に進めない）

　雛花は、悠ゆう然ぜんと笑みを浮かべる四凶【渾敦】の秀しゆう麗れいな面を、まっすぐに睨み据えた。
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（終わりかけの国のにおいがする）

　春しゆん燕えん上空から、土つち瓦がわらの街並みを見下ろしていた丹たん朱しゆは、嘆たん息そくして稲いな穂ほ色いろの髪かみを搔かき上あげる。常人には視みえない丹朱だが、探し人からはこちらが丸見えだろう。

　城ま市ちを取り囲む城じよう壁へきの上に立つ、黒こく紫しの深しん衣いの少年の姿を認め、丹朱は披ひ帛はくを翻ひるがえしてするりと下降した。

『やあ黄おう熊ゆう。ここんとこ忙いそがしそうだねえ。それとも、〝獬かい[image: ]ち〟って呼んだほうがいい？』

『……丹朱か』

　まだ高い声に隠かくす気もない棘とげを含ふくませて、黄熊と呼ばれた少年は、ぎろりと丹朱を睨にらみつけてきた。端たん整せいなおもざしは愛らしいが、碧へき眼がんには不ふ機き嫌げんな色が乗っている。

『今さら何をしに現れた、丹朱。桃とう華か源げんに来てから姿を見せぬから、てっきりこのまましらばっくれて逃にげおおすつもりかと思うておったぞ』

『うーん、まあ、君に協力する気がないのはそうなんだけども』

　にこにこと微笑ほほえんで丹朱が首しゆ肯こうすると、もう諦あきらめたのか、ふんと黄熊は鼻を鳴らした。

『あとは儂わしの仕事じゃ。この期ごに及んで何を目論もくろもうと、無む駄だだからのう』

　看みよ、と。黄熊は、白い指で足元を指さした。

　誘さそわれるまま覗のぞき込み、『わぁお』と丹朱は目を瞠みはる。

　城門の外は、広い荒こう野やだ。

　本来何もないそこには、おびただしい数の武具が積まれ、それらを手に取った、これまた数えきれないほどの人間の姿がある。

　互たがいに険けわしい顔で檄げきを飛ばし合う男たちは、いわゆる兵と違ちがい、身に纏まとうものがまちまちだ。商もいれば農もいる。武器も、剣けんや弓、槍やりばかりではなく、鋤すきや鍬くわも交まじっているようだった。

『衆しゆう愚ぐとはよく言ったものじゃ』

　うそぶく黄熊に、丹朱は眉まゆをひそめた。

『ねえ黄熊。……この烏う合ごうの衆しゆうを、これから禁きん城じように向かわせるのかい？』

『それ以外に使い道がどこにある』

『だよねえ』

　獬[image: ]党は禁城を襲しゆう撃げきして引きずり出した皇こう帝ていの公開処しよ刑けいの算さん段だんをしている。丹朱は半はん眼がんになった。

『相変わらず、君って容よう赦しやないし趣しゆ味みが悪いよねえ。黒こく煉れん帝ていと李り彗すい縹ひようを、どう丸め込んだか知らないけど。石頭の君が、罪人の造った砦とりでを見み逃のがすわけないのにさぁ』

『なんの話だか』

　淡たん々たんと受け流す黄熊に、『じゃあはっきり言ってあげるよ』と丹朱は畳たたみかける。




『君の真しんの目的は、伏ふつ羲きの抹まつ殺さつだけじゃない。桃華源そのものの消しよう滅めつだ。……違う？』




　桃華源は、文字で織られた韻いん容よう五ご彩さいの布目によって守られている。そして、その守りを維い持じしてきたのは、他でもない伏羲と女じよ媧かだ。

　女媧がいなくなったことで、その理ことわりは綻ほころんで久しい。

『とぼけなくっていいよ。皇帝が伏羲ごと倒たおれると同時に、君の手て下かが渾こん沌とんから大量になだれ込んで、今度こそ完全に守りを失った桃華源に、殺さつ戮りくと、破は壊かいの限りを尽つくす……そういう仕し儀ぎなんでしょう、ね、黄熊』

『……』

『皇帝も天てん后こうもいない平和な世の中を、桃華源の人間が謳おう歌かする日なんて永遠に来ない。間もなく、この世界は終わる。それで、合ってる？』

　この問いに、しばらく黄熊は、黙だまったまま答えなかった。丹朱はこれ幸いと続ける。

『取とり逃にがした罪人を処刑し、その痕こん跡せきを消し、汚お名めいをすすぐ。見事な名めい誉よ挽ばん回かいだ。千年越ごしの悲願が叶かないそうな割に、つまらなさそうだね、黄熊』

『……儂はもとよりこんなものよ』

　無表情な少年を丹朱が揶や揄ゆすると、顔をしかめられる。

『役目は役目じゃ。面おも白しろいもつまらないもあるものか。おぬしとてそうであろう。かつての想い人を──千年前、その身を挺ていして庇かばった媧か児じ公こう主しゆを、自みずからの手で屠ほふったおぬしは、愉ゆ快かいな心ここ地ちだったか？』

『それを言われると痛いなあ……』

　丹朱は薄うすく嗤わらった。

『……のう、丹朱』

　不意に。

　宿やど主ぬしの色を映した、孔く雀じやく緑みどりの瞳ひとみを訝いぶかしげに見やり、黄熊は丹朱に尋たずねてくる。

『なに、黄熊』

『不思議ではあったのよ。おぬしは、片かた恋こいが報むくわれずとも、ずっと媧児を愛いつくしんでいたであろう。奴やつらの討とう伐ばつに手を貸せと言われても、頑がんとして受けつけなかったおぬしが、どうして今さら、あの娘を殺したのじゃ』

『それは……』

　媧児公主──やがて、女媧と名乗るようになるその姫君の家系は、渾沌で最も高貴だった。

　──〝だって呼び名は大事でしょう、丹朱お兄さま。媧児のわたくしは、愛する人も自らの意志で決められない籠かごの鳥。でも、わたくしは、わたくしの道を自分で選びたいのよ。だからこれからは、女媧と名乗ることにするの〟

　渾沌では、名は身を縛しばる最も強い呪じゆである。

　兄とは愛し合えない運命を呪のろった彼女は、渾沌から落ち延びる前、その名を改めた。

　──〝丹朱お兄さま。感謝しています。あなたのこと、ずっと大好きですわ〟

　千年前、儚はかなく笑えんで彼女は告げた。その好きは、丹朱の抱いだく想いとは違っていたけれど。

　そして、二十年前に再会した時も、彼女は。

『媧児は、本当に死んだのか？　だとすれば、おぬしにどういう心変わりがあった？』

　黄熊の碧眼が、鋭するどい光を帯びて射い貫ぬいてくる。

『……なんでだろうねえ』

　記き憶おくに蓋ふたを被かぶせ、丹朱は曖あい昧まいに濁にごしてかぶりを振ふった。

『まあ、何があったとしても、もういいじゃない。君の望みはもうすぐ叶うんだ。僕が何を企たくらんでいようと、伏羲が器うつわだけでも女媧を得るためあがこうと、もう結末は変わらない。で、決起は三日……いや、もう二日後だっけ？』

『さてな。念には念を入れて、おぬしにだけは伝えるまいよ』

『ええっ。友達甲が斐いないなあ』

『誰だれが友じゃ裏切り者め。おぬしが宿る天后候補の公主も、伏羲が前に取とり憑ついていた簒さん奪だつ帝てい崩くずれも、行方ゆくえ知れずなのはおぬしの仕業であろう。まあ、どのみち何ができるわけでもなかろうゆえ捨て置いているが、気味が悪いは悪いのじゃ』

　苛いら立だたしげに睨んでくる少年をしり目に、丹朱は城壁の床ゆかを蹴けって宙に飛び立った。

『丹朱！』

　背後から、黄熊の声が追いかけてくる。

『媧児を屠り、伏羲を切り捨てたのは英断だ。儂はおぬしの変へん節せつを歓かん迎げいしておる。それをゆめ忘れるな』

『はぁい』

　振り返りもせず雑に返しながら、みるみる城壁が遠ざかっていく。

（悪いけど、黄熊。今さら心変わりなんて、したくてもできないよ。……そうだよね？）

　丹朱は心中でのみ呟つぶやき、己おのれの心臓に手を当てる。

　そこに眠ねむっている者に、呼びかけるように。
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（獬かい[image: ]ち党とう員いんは、もう人目をはばかりもしないな。城ま市ち全体が、まるで無法地帯だ）

　幸い、志し紅こうの回復はとても早く、もうほとんど元通りに動けるようになった。彼は今、珞らく紫しと見張りを交代しながら外に情報を集めに出ている。珞紫からの助言で、髪や肌はだには色粉を塗ぬり、目元が隠れるよう布を頭に巻いた。

（この現状に、彗すい縹ひようどのが関わって……）

　父の副官だった男の顔を思おもい浮うかべるたび、志紅の胸きよう中ちゆうに、濁にごった澱おりが積もっていく。

　──〝私は、誰よりも志紅様のお味方にございます〟

　──〝迷える若人わこうどの背中を押おすのは年配者の務めですからね〟

　あの言葉は、笑え顔がおは。差さし伸のべられた手は、すべて偽いつわりだったのだろうか。

（……よせ。みんな俺の私情だ。この際、何を考えても仕方ない）

　不ふ穏おんな空気に包まれた城市で、兵の目を盗ぬすみながらひとしきり情報収集を終え、宿に戻もどってきた志紅は、まっすぐに雛すう花かの待つ室へやを目指す。

　色粉をぬぐって変装を解いたところで、〝紅こう帳ちよう翠すい閨けい〟の寝しん台だいでひとり膝ひざを抱かかえる雛花に目を瞠みはった。

「……雛花？　どこか悪いの」

　驚おどろいて駆かけ寄よると、沈ちん鬱うつな面おも持もちで物想いに耽ふけっていた雛花は、はっと顔を上げる。

「あ、……紅こう兄にいさ、じゃなくて、志紅さま。お疲つかれさまですわ……」

　よほどぼうっとしていたのか、危あやうくかつての呼び名を使いかけ、雛花は慌あわてた様子でそれを吞のみ込む。

　懐なつかしいし別にいいのに、と思いつつ、孔く雀じやく緑みどりの眼めに己が映っていることにどこかほっとしながら、志紅は「どうかした？」とふたたび尋ねてみた。

「体調はまったく。でも、……」

　視線を伏ふせ、雛花は何かに逡しゆん巡じゆんするような仕草を見せた。

　やがて告げられたのは、志紅にとっては思いもよらない言葉だ。

「彗縹さまのことを、考えていましたの」

「……え？」

「丹たん朱しゆと三人で話をしてから、ずっと気になっていたことなのだけれど……彗縹さまは、たしかに志し青せいさまのために、復ふく讐しゆうを望んでいるのかもしれない。でも、それって、本当の望みなのかしら、って」

（本当の、望み……？）

　二の句が継つげない志紅の前で、雛花はどこか遠くを見るようにまなざしを投げた。

「いえ、ちょっと、語ご弊へいがあるかしら。大切なものを奪うばわれたがゆえの怒り、……それ自体は、わたくしたちに否定も批判もできるものではないわ。当然の感情ですもの。でも、彗縹さまが怨うらんでいるのは、果たして、宗そう室しつや伏ふつ羲き真しん君くんで合っているの？」

「……！」

　志紅はふと、彗縹のまなざしを思い出していた。

　薄うす青あおの眼の奥おくに湛たたえられた、大切なものを失った者が持つ、闇やみの深しん淵えん。

　──〝陛へい下かはやはり、お父ぎみによく似ておいでですねえ〟

　──〝私は荊けい志青将軍を忘れた日は、一日たりともございませんから〟

　簒さん奪だつ帝ていである自分の隣となりに立ちながら、微笑みとともに戯ざれ言ごとに交まぜて告げられた、あれらの言葉の数々は。

（あの人が怨んでいる相手は、宗室でも、伏羲でもないとすると……？）

　顎あごに指を当てて考え込む志紅に、雛花はためらいがちにこう続けた。

「先日、彗縹さまは、わたくしにこうおっしゃいました。壺を養やしなうことにしたのだ、と」

「壺を、養う？」

「はい。真新しい紫し砂さ壺こを使い込むことで色に深みを出していくさまを、そう呼ぶそうです」

　死し生せい命めいあり、富ふう貴き天に在あり──彗縹は、崑こん崙ろんの説せつ仙せん『孔こう丘きゆう』の言葉を引用し、雛花に「それは誤りだ。何なん人ぴとも、天に命めい運うんを定められるいわれはない」と告げたという。

　そして、彼からは「まだ何ものにも染まらぬ紫し砂さ壺こが、己おのが心の赴おもむくままに自身の色を決められるように育てたい」とも聞いたのだと。

「あれはきっと、志紅さまのことだったのだわ」

　ぴくりと肩かたを揺ゆらす志紅に、「だから、話をしましょう」と雛花は呼びかけた。

「彗縹さまと、どうにかして、話を……。そのために、わたくしにできることは協力します。今のあのかたに、声が、言葉が届くとすれば。それは、志紅さま。あなたをおいて他にないと思いますから」

　荊志青の唯ゆい一いつの子し息そくで、その死の間ま際ぎわまでそばにいて、最さい期ごを見届けた、志紅だけ。

　同時に志紅は、彗縹がかつて己に告げた言葉をもうひとつ思い出していた。

　──〝では、私も『孫そん武ぶ』の言葉からひとつ。『卒そつを視みること嬰えい児じの如ごとし、ゆえにこれと深しん谿けいに赴おもむくべし』と〟

　つまり、みどりごを慈いつくしむように接すれば、たとえ行き先が深い谷底であろうと、兵卒は必ず主君と運命をともにするものだ、と。

（あの言葉。卒が彗縹どのだとすると、主君を俺にたとえたのかと思っていたが。その実、父上のことを示しているとしたら……）

　はっとする志紅に、雛花は苦みの交じる笑みを向けた。

「ごめんなさい、差し出がましいことを」

「いや、……」

　小さな拳こぶしを握にぎりしめる彼女に、志紅は不思議な気持ちが胸に満ちてくるのを感じていた。むずがゆくも、もどかしいそれは。

「……ありがとう」

　愛いとおしい。

　ただ、それだけ。冷え切った感情のすみずみまで、熱が伝い、血が通う。

（頼たよって欲ほしい。俺も、きみの）

　力になりたい。

　進む先を照らし、望みを果たしたい。

　そんな、純じゆん粋すいな願いだ。

「教えて。きみの悩なやみは、それだけ？　……打ち明けてほしい。なんでも」

「ええと、……手て詰づまりなのが、つらくて」

「……手詰まり」

「あれからしばらく考えて、黄おう熊ゆうの狙ねらいには、だいたいのあたりがつきましたの。それは、本当に途と方ほうもないもので……桃とう華か源げんを守るためには、丹朱が、鍵かぎになっているはずですのよ。彼の協力は必要不可欠ですわ。でも、……彼の心を動かすための決めの一手が、見つからない」

　言葉を紡つむいでいた桃もも色いろの唇くちびるが震ふるえ、引き結ばれる。

「急がなくてはいけないのに、今のわたくしではなんの手立てもないのが、……悔くやしいわ」

「雛花」

「丹朱を味方につけたいのに、下へ手たにつついて裏目に出そうな未来しか思い浮かばなくて、……」

　弱音を吐はいている場合じゃないのに、と首を振る雛花は、かなり参っているようだった。

「もう自分が情けなくて、わたくし貝になりたい……でも貝って、真しん珠じゆを作ったり羹あつものの具になったり割と有用ですわよね。役に立たない貝って何かしら。ドブ貝？　タニシ？　というか腐くさった貝？　むしろ身の食べ尽くされた貝かい殻がら？」

「え、あの本当、落ち着こうか雛花。割と面おも白しろいこと言ってるから」

「ふふ、嘲ちよう笑しようでも失しつ笑しようでも笑いの種にしていただけるなら本ほん望もうですわ……うう……」

　そのまま抱えた膝に顔を埋うずめてしまう雛花を、しばらく痛ましい気持ちで見つめていた志紅だが、──そこでなんとなく、ふっと口くち許もとが緩ゆるんだ。

「いやだ、志紅さま、本当に笑うなんて」

　すかさず顔を上げ、恨うらみがましそうな目で睨んでくる雛花の髪を撫なで、志紅は「気を悪くしたならごめん」とかぶりを振った。

「ちょっと懐かしくなった。きみが俺に、こうして愚ぐ痴ちや弱音を吐いてくれるのが、ずいぶん久しぶりだったから。……昔はよく何かあるたび頼ってくれてたけど、最近はなかったし。もちろん俺の自じ業ごう自じ得とくなんだけど、ね」

「……そういえば、そうかも。わたくしも、ちょっと懐かしいです。小さいころなんかは、こうして寝台で、〝紅兄さま〟によく話を聴きいてもらっていたもの」

　ぽつ、と呟き、雛花はほんのりと頰ほおを染めた。取り乱したことを恥はじらっているのかもしれない。

（……別に、構わないのに）

　むしろ、このまま取とり繕つくろわれるのは不満だった。

　志紅は目の前にある薄い肩をそっと撫で、その隣に腰こしを下ろした。

「知らないかもしれないけど。雛花が俺の弱さを見たかったように、俺もきみに頼ってもらえるなら嬉うれしいよ」

「……そうですの？」

「そうなんだよ。男は単純だから、好きな子がそうして欲しいって言うなら、昼夜ぶっ通しでも、座すわりっぱなしで尻しりが痛くなるまで隣で話を聴き続ける」

「なぁに、それ」

　くすっと噴ふき出だし、やっと雛花は笑う。

　肩を揺らすその姿に、ああ、本当に小さな身体からだだ、と志紅は思った。

　──けれど、そのか弱く脆もろそうな器うつわから及およびもつかないほど、彼女の心はしたたかだ。力だけなら、志紅のほうが比べものにならないほど強いのに。

（……それでもきみに足りないものがあるなら。俺が、補おぎなえたらいい）

　胸に、すんなりとその言葉が湧わいてきて、志紅は自分で戸と惑まどった。

　──閉じ込めてでも死なせたくないと。こちらの意思を強しいるのではなく。

　ただ素す直なおに、あるいは彼女の手を取って、あるいは背を押して。先を阻はばむいばらがあれば薙なぎ払はらって、道を拓ひらけたら。

「雛花。参考になるか分からないんだけど……」

　一いつ拍ぱく置いて、言葉を手て探さぐりで見つけるように、志紅は唇を開いた。

「俺と、丹朱が似ている……って、言ったことがあったよね」

「？　はい」

「それを、丹朱自身から、俺も言われたことがある。伏羲と戦う直前のことなんだけど」

　志紅は、ゆっくりと記憶を辿たどる。

　──〝君は、おぞましいくらい僕に似ている〟

　だから、雛花と黒こく煉れんと志紅の三人で、誰か一人だけ犠ぎ牲せいを選ぶなら、志紅にしようと決めていたと丹朱は語った。

（どんな無茶をしてでも守りたい大切な人が二人いて、片方が想い人。その二人のためなら、命を差し出すことをも厭いとわない……そんなところも共通だ、とも言っていたな）

　また、雛花の顔立ちや立ち姿が女媧に近いから、少しやりにくい、とも零こぼしていた。あれが、単なる外見上の話に留とどまらないことだとすれば。

「あいつは、たぶん俺たちを、そのまま昔の自分たちに投とう影えいしているところがあると思う。俺が丹朱で、黒煉が伏羲だったら、……きみは、誰なのか」

「……あ」

「その上で、俺が、丹朱だとしたら……。手て管くだを弄ろうして無理やり思いどおりに動かそうとされるより、自分の真しんの望みを理解したうえで、それを叶かなえるためにお互いの落とし所を考えようと提案されるほうが、心に響ひびくかもしれない」

　しばらく大きな目を驚きに丸くしてこちらを見つめていた雛花だが、何か思いついたのか、すぐに口許に拳を当てて思案に入る。

「彼の望みを理解したうえで、それを叶える道を提示する……なるほど。いけるかも、しれませんわ」

　やがて面おもてを上げた雛花は、いくぶんか晴れやかな表情になっていた。

「力になれた？」

「ええ、とっても！」

　問いかけに力強く頷うなずく幼おさな馴な染じみの少女に、志紅は眩まぶしいものを見るように目を細めた。

「……今度こそ守るよ」

「？　はい？　何か」

「ううん、ひとりごと」

　ぱちぱち目を瞬く雛花に、志紅はかぶりを振る。そして、声には出さず、誓ちかいを繰くり返かえした。

（──今度はもう、間ま違ちがえない）

　自分がいくら手を伸のばしても、何も変わらない彼女を見ているのがつらかった。傷つけてでも引きとめたい、そう願った時もあった。

　でも、今は。

　足並みを揃そろえて、同じ速さで歩けるなら、それだけでいい。

　じわりと胸に広がるあたたかさに、──志紅は気づけば、ぽろりと口にしていた。




「結けつ婚こんしない？」




「……え？」

　その時の雛花の顔ときたら、まさに、『ぽかん』という表現は彼女のためにあるとでもいう感じだ。孔雀緑の眼がまんまるに見開かれて、零こぼれそうだなとか、飴あめ玉だまみたいで美お味いしそうだなと、場ば違ちがいなことを考えてしまう。

「何もかもが片付いたら、改めて俺と結婚して欲しい。背景がどうとか、肩かた書がきがどうとか、何も関係のない、ただの荊志紅の、妻になって」

　かつてのように、皇帝との婚こん姻いんを絶対禁きん忌きとする天てん后こうへの就しゆう任にんを阻はばむ手段としてではなく。

　ただ心のままに求める志紅に、雛花は息を吞む。

「こ、こんな時に何を……」

　戸惑い、顔に集まる熱を逃がすように視線をさまよわせる雛花の頰に、志紅は手のひらを当てた。

「こんな時だからこそ、たしかな約束が欲しい」

　先の読めない現状の曖あい昧まいな不安にも負けない、証あかしが欲しい。

　血色のよくなった頰を押さえ、真しん紅くの瞳をおずおずと見返していた雛花だが、やがて、小さくこくんと頷いた。

「……あの、……う、嬉しい、です」

「！」

　蚊かの鳴くような声だったが、たしかな同意の言葉に、志紅も耳に血が集まるのを感じた。

「それは求きゆう婚こんを受うけ容いれたと取るけど、いい？」

「……ええっと！」

「ごめん、異論は認めない」

　丹朱というお邪じや魔ま虫むしが入らないうちにと、熱くなった彼女の頰を両手で包み、重ねるだけの口づけを贈おくる。わずかな間で顔を離すと、真っ赤な顔のまま、彼女はくしゃりと目め許もとを和なごませた。
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　──ああ、やっぱり。

　つられて志紅も笑み崩れながら、つくづく感じる。

　彼女は泣き顔もきれいだし、怒った顔も愛おしい。

　でも、こうして笑っている時が、一番好きだ。

　だから、きっと守ってみせる。

　それは、命だけではなく、彼女の願いも心も、全部。
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「丹たん朱しゆと話をしますわ。……たぶん、わたくし一人のほうがいいと思う」

　志し紅こうの助言のお蔭かげで見えた光こう明みようを無駄にしたくない。雛花が頼たのむと、志紅は少し心配そうにしつつも、納得して室へやから出てくれた。

　心が決まらないまま何度か呼んだが、その時は応えてくれなかった。今は、──どうだろうか。

「ねえ丹朱、聞こえる？　話があるのだけれど」

　宙ちゆうに向かってそっと声をかける雛花の目の前に、金色の光が散る。

　忽こつ然ぜんと出現した青年の姿に、当然、雛花は驚おどろかなかった。

「……素直に出てきてくれてよかったけれど、あなた、どこに行っていたの？　ずっと声をかけていたのよ」

『ん？　野や暮ぼ用だよ』

　この魔まの表情は、基本的には人間と同じ動きをするとはいえ、いまだによく分からないところがある。

「言うつもりがない、ってこと。また秘密主義ですのね」

　雛花が口を尖とがらせると、美しい青年は淡あわく唇くちびるの端はしを上げ、『そんなこともないよ』と肩を竦すくめた。

『会ってきたのは黄おう熊ゆうさ。ねえねえ、あいつの狙ねらい、教えて欲しい？』

「それは、桃とう華か源げんの破壊ではないの？　『白はく澤たく図ず』に伝わる【檮とう杌こつ】の性質と……あなたが教えてくれた黄熊の性格から、だいたいの推測をいたしましたわ」

【檮杌】は、頑がん迷めいの獣けもの。

　故郷を裏切った祭さい司しが創り上げたいつわりの楽園を、その獣は果たして放置するだろうか。すべてを破壊することにこだわるのではないか、と想定した。

「黄熊は、伏ふつ羲き真しん君くんの崩ほう御ぎよと同時に、韻いん容よう五ご彩さいの布目が乱れた瞬しゆん間かんを狙って、渾こん沌とんの魔まを一気に呼び込んでくるつもりではないのか、……って」

『わ、ご明答！　やっぱり頭いいねえ、君』

　にこにこ上じよう機き嫌げんで手を叩たたく丹朱に、雛花は冷ひや汗あせをかいた。

（冗じよう談だんじゃなくてよ……！）

　言ったはいいが、最も当たってほしくなかった予想だ。このままでは、黒こく煉れんを救うどころか、桃華源そのものが終わる。

　歯を食いしばる雛花に、何げない様子で『あ、そうだ』と丹朱は手を打った。

『ついでに、黒煉帝と伏羲を分かつ方法は見つかったかな？』

　間かん髪はつを入れず問いかけてくる丹朱に、雛花は言葉に詰つまる。

「……いいえ。むしろ、手段があるなら教えて欲しいのだけど、どうせだんまりなのよね」

『いや？　普ふ通つうに言うよ。すっごく簡単だもん』

　思いがけず素直に、丹朱は教えてくれた。

『僕が、君の恋人くんに渡わたした短たん剣けん。僕の力の結けつ晶しようなんだけど、あれを使えば、もう一度伏羲を黒煉帝からはがして別の器うつわに宿すことができるよ』

「……え!?」

『ただし、一度伏羲を宿した恋人くん以外の人間には難しいうえに、何よりも、……伏羲自身の同意があればって条件付きで……だけどね』

　雛花は目をしばたたいた。

（志紅さまになら、もう一度伏羲真君を降ろせる？）

　──だが、それは。

（犠ぎ牲せいになるのが、また煉れん兄にいさまから志紅さまになるだけだわ）

　結局のところ、誰かが消滅せねばならない。

　光明を示すと見せかけて、これか。雛花は、淡く笑みを浮うかべる丹朱に呆あきれた。

「……ほんとう、性格の悪い男ね」

『ひどいこと言うなあ。天てん后こうの君に、女じよ媧かの力を貸してあげただけでも、僕って割とイイ奴やつじゃない？　おまけにもうひとつ、親切な提案をしようとしてるのに』

「親切な提案？」

　大げさにため息をついてみせる丹朱を睨にらむ雛花に、彼は『そうだよ』と首を傾かしげた。

『たしかに、黒煉帝も、君の大事な恋人くんも、どちらも救う手立てはないに等しい。槐かい帝てい国こくを瓦が解かいから守るのも、同じだけ困難を極きわめるだろう。でもね』

「……」

　無言で続きを促うながす雛花に、丹朱は人差し指を立てた。




『僕の天后。雛花。──君の自我が消えちゃう前に、その魂たましいを全部すぐさま僕に捧ささげてくれたら。僕の力で黒煉帝を救い、黄熊を追おい払はらい、反乱軍を平らげてあげるよ』




「え？」

　言葉の内容があまりに突とつ飛ぴで、雛花はぽかんと目を見開いた。

『あっ、できるのかそんなこと、って顔だね。できるとも』

「どうやって」

『それは、了りよう承しよう後のお楽しみさ。そもそも、僕がどうして、君たちに問答無用で力を貸してあげないといけないんだっけね。見返りもなしに』

　──丹朱は、渾沌最強の力を誇ほこる【渾こん敦とん】だ。

　六枚の翼つばさを頸けい部ぶから生やした、首のない巨きよ大だいな羆ひぐまの姿を持ち、その力で万ばん物ぶつを文字に分解する。そして何より、喰くらって取り込んだ相手の力を己のものとして行こう使しできる。

　女媧を殺して取り込み、文字の力を雛花に与あたえてくれる彼なくして、【檮杌】にも、伏羲にも、対たい抗こうは難しい。

「……丹朱ったら。今さら何を言い出すかと思えば」

『僕は気まぐれなんだよ。ついでに、案外君のことを気に入っている。なぁに別に死ぬわけじゃない、この桃華源での肉体を棄すてさせて、渾沌に三さん魂こんを連れていくだけさ。向こうでは、君によく似せた使い勝手のいい器も用意してあげる。全部任せてくれたらいい。何も心配することはないから』

　ほら、と彼は白い手を雛花に差し伸べる。

　雛花はしばらく、突っ立ったままそれを見下ろしていた。

（魅み力りよく的てきな誘い、だわ。だって）

　──この手を、取れば。つまり、己自身さえ見返りとして捧げれば、もう何も悩み苦しむことはない、と丹朱は言うのだ。

（志紅さまも、煉兄さまも、桃華源も。それで守られる……）

　甘あまい囁ささやきに思えた。

　ただ、自分が生贄になれば。それだけで。

　けれど。

　──〝わたくしも生きるから。あなたも、生きてよ〟

　脳のう裏りに、己の立てた誓いの声が響く。あれこそが、宗室の血にかけられた、自己犠牲という神々の呪いから解き放たれた瞬間だった。

　そして。

　──〝俺はもう、自分を諦あきらめない。だから、きみも必ず生き延びて〟

　雛花を呪いから救ってくれた人の、返してくれた誓いも。

（わたくしはもう、何一つ諦めない。自分を売うり渡わたして何かを得ようなんて、しないわ。だから）




「お断りですわ」




　雛花は、目の前の手を勢いよく払はらいのけた。

「おあいにくさま。諦めるなんて、もう選せん択たく肢しにないのよ。使えるものがこの腕うで一本でも、わたくしは戦います」

『……へえ？』

　面おも白しろそうに、はねつけられた手をひらひら振る丹朱を、雛花は挑ちよう戦せん的てきに見返した。

『きっと後こう悔かいするよ。この手を取らなかったことを』

「ええ、そうかもね」

『きっと、君の進む道には地じ獄ごくが待っている。女じよ媧かはもういない。喪そう失しつ感かんに暴走した伏羲の命運は、黒煉帝とともに尽きようとしている。黄熊は、間違いなく桃華源を滅ほろぼすだろう。虚きよ構こうに過ぎないこの世界で、用済みの、滅びゆく国を必死に守ることに、なんの意味があるの』

　その華きや奢しやな手にも、今はかろうじて笑えている顔にも、傷ばかり増えていくことになるよ、と丹朱は指し摘てきする。「そうでしょうね」と雛花は頷うなずいた。

「でもね、……傷は糧かてだと、李り将軍から聞いたのよ。今は、そのとおりだと思うわ」

『傷が糧？』

「だってわたくし、傷を負えばそのぶんだけ強くなるわ。痛みが何？　血を流すことがどれほどのもの？」

　黙ってこちらを見つめる孔雀緑の目は、己と同じ色だ。

　まるで鏡に向かって──自分自身に誓っているようだと、雛花は思う。そして、きっぱりと断言した。

「犠牲も、傷も、ぜんぶ踏ふみ越こえてわたくしは強くなる。そして、望むすべてを手に入れると決めたの」

　黒煉の命も志紅との未来も、桃華源の安あん寧ねいも。

　着地すべき場所が決まっているなら、何も恐おそれることはない。

（彼の提案は予想外だったけれど、退しりぞけた。……ここからが正しよう念ねん場ばだわ）

　──〝自分の真の望みを理解したうえで、それを叶かなえるためにお互いの落とし所を考えようと提案されるほうが、心に響くかもしれない〟

　志紅の言葉を思い出す。

　丹朱を、なんとしてでもこちら側に引き込むためには。今、どんな言葉を彼にかけるのが正解なのか。

　慎しん重ちように練ったあげく、雛花はとうとう核かく心しんに斬きり込んだ。

「それより、今さらそんなこと確かく認にんしてくるなんて……わたくし、そんなに似ている？」

『似てるって？』




「女じよ媧か娘にやん々にやんに」




　途と端たんに、彼は酢すを飲んだような顔をした。

『なんで、そう思うのさ』

「なんで、って……丹朱が、ふとした瞬間に、わたくしを透すかして誰かを見ていることには気づいていたから、かしら。伏羲真君が、あれだけ煉兄さまに似ていたのだし。わたくしに誰かの面おも影かげがあるなら、そうなのかな、って」

　丹朱は黙ったまま答えなかった。つまり正解なのだろう、と雛花は解かい釈しやくする。

　そして、続けざまにもうひとつの手を繰り出すことにした。

（──伏羲真君と女媧娘々を、千年もの沈ちん黙もくを以もつて守ってきた彼が、今さら心変わりなんてするかしら。だって、わたくしの向こうに女媧娘々を見る時、このひとは、とても切なそうな眼をするのに）

　この先は、なんの確証もない。

　ただ、直感の告げるまま、雛花は問いを重ねる。

「ねえ、丹朱。わたくしに噓うそをついているのではない？」

『……噓、って？』

「志紅さまから聞いたわ。女媧娘々は、あなたの想い人だったのだと。伏羲真君と女媧娘々のためなら、命も惜おしくなかったんだって。……そんな風に今でも言うあなたが、女媧娘々を手にかけたりするかしら？　その意思を無視して、ただ保身のために、殺したり、するかしら」

　丹朱は黙っている。下へ手たをすれば、機き嫌げんを損そこねた彼に雛花こそが殺される──だが、退ひく気はない。負ける気もない。

　黒煉のために、桃華源のために。そして。

（志紅さまと一いつ緒しよに生きる、ために）

「丹朱。どうして桃華源に来たの？」

『……』

「あなた本当は、彼女を殺してなんかいないんじゃなくて？　そして、……他でもない女媧娘々のために、ここにいるのではないの？」

　ずっと唇を閉じたままの丹朱に、さらに雛花が「ねえ……」と畳みかけようとした時だ。




『僕の負けだよ』




　丹朱は、ふっと口許を緩めた。

『嫉しつ妬とと自じ虐ぎやくの副産物だなんて自分じゃ言ってるけど、ほんっとたいした観察眼だ。嫌になるね。……そういう、こっちの都合なんてガン無視で、あけすけにぐいぐい押してくるところも、よく似てる。さっきの意地悪な申し出のことは謝あやまるよ。正直に言うと、僕はね、君の意志の強さを試ためしていた』

「……でしょうね」

　顎あごを引く雛花に、丹朱は諦めたように笑った。

『はじめに僕が力を貸さないって言った時は、割と弱りきっちゃってかわいかったのに。ねえ、そんなにいきなりしたたかになったのって、やっぱりあの坊ぼうやのせい？』

「……だったら、なんですの？」

『別に？　あーあ。これで失しつ恋れんは二度目だ』

「え？」

　なんの話だ、とひたすら目を丸くする雛花に、ひょいと丹朱は顔を近づける。

『……教えよう。雛花。きっと君が、最後の天后になる』

　感かん触しよくはない。けれど、その額に、軽く唇が押おし当あてられた、気がした。

『すべてを知ればいい。その上で、君が何を判断するのか』

　楽しみにしているよ。

　穏おだやかな声を最後に、雛花の視界は白い闇に塗りつぶされた。
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（……？）

　気づけば雛すう花かは、冷たい水に足を浸つけていた。

　くるぶしまでひたひたと濡ぬらす透とう明めいなそれの下は、一面の雪せつ花か石せつ膏こうの床。己おのれの足の周りを、すいすいと泳ぎ回る、文字の【魚】の群れ。

　振ふり仰あおげば、【崖がけ】や【山】の字を貼はりつけた小島が空に浮うかんでいる。

（ここは……前に夢の中で、……女じよ媧か娘にやん々にやんの記き憶おくにあった、渾こん沌とんの最さい果はて？）

　では、またも同じくその一部なのだろうか。

　しかし、今度は女媧の中に乗り移っていた前と違い、思いどおりに身体を動かすことができる。試しに水面に顔を映してみると、服ふく飾しよくも髪かみ形がたも、ちゃんと雛花自身のものだ。

（……？　どういうこと？）

　呆あつ気けに取られて立たち竦すくむ雛花は、背後にちゃぷんと微かすかな水音が立ったことに気づき、はっと振ふり向むく。

　そこには、見たことのない女性が一人、たたずんでいた。

（誰？）

　女性用の古風な深しん衣いは白く、金糸で細さい緻ちな華か紋もんの刺し繡しゆうが施ほどこされている。髪には額の両りよう脇わきに大輪の薔ば薇らがあしらわれ、歩ほ揺ようの代わりに真しん珠じゆや藍らん玉ぎよくの玉たま飾かざりが揺れていた。

　佳か人じん、という言葉がぴったり似合うような、高貴で、儚はかなげな風ふ情ぜいの主だった。ほっそりしたおもざしは、やや濃こい色の肌で、──何より、どこか雛花に似ている。孔く雀じやく緑みどりの瞳も、紺こん青じようを帯びた黒くろ髪かみも。

『驚かせてごめんなさい。あなた、丹たん朱しゆお兄さまの導きで来たのね』

　彼女が、桜おう桃とう色いろの唇くちびるを開く。紡つむがれたのは、鈴を振るような澄すんだ声。

（この声。それに〝丹朱お兄さま〟ってことは……この人、いえ、このおかたは）




「女媧娘々……でいらっしゃいますか？」




　問いかけたきり、雛花は声を失った。

『はい。そのとおりです』

　首しゆ肯こうとともに、優ゆう雅がに微笑ほほえみかけられる。

（このかたが……本物の女媧娘々……。ああ、よかった。やっぱり、亡なくなってはいなかったんだわ……！）

　胸に安あん堵どが広がるとともに、思わず、まじまじと目の前に立つ人物を見つめてしまう。

（なんて、きれいなかた……！　顔立ちがわたくしに似ているなんて、一いつ瞬しゆんでも思ったのが申し訳ないくらいですわ。何を食べてどんなことを学んだら、こんなに楚そ々そとして美しくなれるのかしら。ああ羨うらやましい素す晴ばらしい、これが本当の勝ち組女性、人生バラ色いい爺じい毛もう度ど……じゃ、なくて！）

　ぼうぜんと見入った後、はっと我に返ってその場に膝ひざをつく。ばしゃん、と大きな水音が立ち、しずくが散った。

　何をどうしたものか、今度は他でもない自分自身が、創世の女め神がみと対たい峙じしているらしい。混乱しているなりに叩こう頭とう礼れいを取ろうとして、「うっ」とためらう。地べたが水みず浸びたしなので、顔をつけたら溺でき死しするかもしれない。

『……あの。何を考えているかだいたい分かりますけれど、どうぞ面おもてを上げて、立って。畏かしこまった礼は必要ありません』

　困ったように声をかけられて、雛花はおそるおそる、身を起こして立ち上がる。目の前の佳人は──女媧は、何げない風で尋ねてきた。

『お名前は？』

「藍らん雛花、と申します。槐かい宗そう室しつでは末まつ子しにございます」

　どうにか名乗ると、『雛花ね。どうぞよしなに』と女媧は笑えみを深める。

　やっとゆっくり稼か働どうし始めた頭で、雛花は女媧に問いかけた。

「あの……女媧娘々、どうして」

　こんなところに。

　否いな、亡くなったわけではないとしても、今はどうしているのか。丹朱が見せてくれた記憶は真実なのか。

　なぜ二十年も不在にし、そしてなぜ、こうして雛花に会ってくれるのか。

　どの問いから始めればいいか決めあぐね、結局「どうして」から後を続けられずにいる雛花に、『何もかも、不思議に思うのも無理はありませんね』と女媧は目を伏せた。長い睫まつ毛げが、大きな虹こう彩さいに物もの憂うげな影を落とす。

『まず、ここは、丹朱お兄さまが創つくり出してくれた幻まぼろしの世界。本当のわたくしは、丹朱お兄さまの、──【渾こん敦とん】の身体に吞のまれ、眠りについています』

「それじゃあ、やっぱり丹朱はあなたを……」

　殺したということなのか。

　その先を訊きくのがためらわれて、やはり語ご尾びを濁す雛花に、『いいえ』と女媧はかぶりを振った。

『死んだわけではありません。殺されたわけでもない。目印となる力を奪い、わたくしの身体を取り込んでくださったの。わたくしを、渾沌と、……伏ふつ羲きお兄さまの目から隠すために』

「えっ……!?」

（どういうこと？　渾沌は分かるけれど、伏ふつ羲き真しん君くんからも隠れるって……）

　戸惑いを隠せない雛花に、女媧は『すべて話します』と大きく息を吐いた。

『千年前、わたくしが伏羲お兄さまを愛してしまったせいで渾沌にいられなくなり、落ち延びてこの桃とう華か源げんを築いたことは、ご存じ？』

「は、はい。存じ上げております。丹朱から、聞いたので……」

『そこからずっと、わたくしたちは、桃華源に創ったこの槐帝国で、宗室に連なる者たちの身体を借りて生きてきました。借りて、というのは、少しおこがましい言い方かもしれませんね。実際は、あなたも知ってのとおり……魂を奪い、自我を消し去り、くぐつにしてきたのだから』

「……」

　雛花は黙る。

　志紅や丹朱からあらかじめ知らされていた情報ではあるが、それでも、敬愛してきた女め神がみ自身の口から語られると、新たな衝しよう撃げきがあった。

『天てん后こうに宿り、その身体を奪えば、同じく皇帝であった伏羲お兄さまに会うことができる。そばにいられる。だって、渾沌では、祭さい司しに生まれた自分の運命を呪ったもの。ただ想うことも許されないのか、と』

「……」

　──それは、雛花にも痛いほど分かる気持ちだった。

（天后を目指していたころは、女媧娘々を降ろせば、志紅さまに二度と会えなくなると思っていたから）

　ただの志紅と雛花で、ずっと一緒にいられたらよかったのにと、夢想しなかったわけではない。使命感や理想と、かつて抱いた、好きな人のそばにいたいという単純な望みが並び立たないことが、悔しかった。

『愛するひととともに在あれて、わたくしは幸せでした。幸せだと思っていた。でも、わたくしは……千年かけて少しずつ、己の心が濁にごり、けがれていくのを感じていたのです』

　きっかけは、過去、とある天后の自我を消し去る瞬間のことだったという。

　──彼女には心を寄せ合う人がいた。詳つまびらかではないが、当時の禁きん軍ぐんの長であったらしい。

　もちろん、宗室が隠してきた真実などつゆ知らず、選ばれし者となったものの、その心中は荒あれた海さながらだったという。

　結局その天后は、彼女を諦あきらめ妻を娶めとったという想い人の姿を、垂すい簾れんの座から、天后宮の奥から、いつの日かただひと目と願うことで、自みずからを支えようとした。やがて、身の内に宿した女神が、己を喰い殺す存在だと知った時、彼女は宗室らしく従しよう容ようと己の運命を受うけ容いれつつ、ひと言だけ呟いたという。

　──想うことも許されないのか、と。

　いまわの際きわの嘆なげきを聞いた瞬間、女媧は、頰ほおを叩たたかれたような心地になったと、うなだれた。

『それは、わたくしがかつて伏羲お兄さまのことを想っていたころの嘆きと、なんら変わらないものだったから』

　その時、女媧は、必死に目を背そむけ、見ないようにしてきた己の本心に気づいたのだという。──激しい後悔と、罪ざい悪あく感かんに。

『わたくしが今まで宿って、奪って、使ってきたのは、自分たちで生み出したのだから、ただのお人形だと思っていました。でも、違った。必死にそういうものだと思い込んできただけだったと分かったの。だってわたくしは、歴代の天后の名も、顔も、ひととなりも、みんな覚えているのよ』

「一人残らず、ですか？」

『ええそう。おかしいでしょう。それなのに、わたくしは、その後ろめたさに見ないふりをし、必死に幸せだと自分に言い聞かせていたのよ』

　伏羲は変わらず女媧を愛した。そのたびに、ますます罪の意識は膨ふくれ上あがる。

　さらに伏羲は変わらぬ意志で、桃華源と槐をより強固な砦とりでに仕立てるために、宗室に呪いをかけるようになった。

　自己犠牲を以て神と国に報むくいよ、と。

　けれど、それでいいのか、こんなことは許されるのか。

　ずっと疑問を抱きながら、女媧は兄に従った。なぜなら、彼女も兄を愛していたから。伏羲の呪いや、自ら創り出した人間を顧かえりみない傲ごう慢まんさのすべては、妹を守りたいという一いち途ずな願いのもとにあるのだと、理解していたから。

『兄は変わらないの。千年前からずっと。すべてをわたくしのためだけに捧ささげてくれる』

「では女媧娘々は、今でもずっと伏羲真君を……」

『ええ。大切な人です。狂くるおしいくらい、愛いとおしい。何よりも、誰よりも』

　そして、自分たちのために、丹朱は己を犠ぎ牲せいにして渾沌から逃がしてくれたのだ。

『先に進むしかなかった。幸せになるしかなかった。丹朱お兄さまのためにも、わたくしたちは……』

　けれど、足元に積み上がっていく宗室の屍しかばねは、目を背けるには多すぎる数になっていた。

　このままでいいのか。仕方がないと割り切って、犠牲を重ねるのは正しいことなのか。

『わたくしたちにとって偽りの国である桃華源で自らの形を保つためには、定期的に渾沌を訪おとずれて休まなければならないの。お蔭かげで……丹朱お兄さまのことも知って……』

　丹朱は、兄妹の心の枷かせとならないようにあれこれ理由をつけて、自分が投獄されたことを公おおやけには伏せるよう画かく策さくしたらしい。

　そのため、自分たちを庇った罪で、彼がいまだに囚われている事実に、──それを千年もおめおめ知らずにいたことに、女媧は二度目の衝撃を受けた。

『わたくしたちが捕とらえられるまで、彼が許されることはないと聞いて……もう駄だ目めだ、と思ったの。限界だって。わたくしたちのせいで咎とがめられるのは分かっていたくせに、いざ本当に丹朱お兄さままでが苦しんでいると知ったら、心が折れて、戻らなくなってしまった……』

「それは、ひょっとして……二十年前、ですか？」

『……ええ』

　細さい心しんの注意を払い、女媧はこっそりと、年上の幼おさな馴な染じみの牢ろう獄ごくに忍しのんで行った。

　──失恋は二度目かな。

　不意に丹朱の苦みの交まじった笑顔が浮かび、雛花は息を吞む。

（このかたは……丹朱の想いを知らずに？）

『ずるい女でしょう』

　雛花の心の内を察したように、泣きそうな顔で女媧は微笑んだ。

　千年以上を経へた女神であるのに、まるで幼い子どものような頼りない顔だった。

『牢番の目を盗んで、わたくしを殺してくださいと頼んだの。咎とが人にんの片割れとはいえ、わたくしの命で、少しでも丹朱お兄さまの刑けいが軽くなるなら……と。でも、……今思えば、それも建たて前まえだったのかもしれない』

　その、本音は。

　──積み重なる宗室の、歴代天后たちの屍の重みに、もう潰つぶされてしまいそうだった。

　けれど、道に背いてでも必死に自分を守ってくれる兄のことを思えば、自ら死を選ぶこともできそうにない。

　叶かなうなら、この場でもう自分を終わらせて欲しい、という想い。

「でも、丹朱はあなたを殺さずに、殺したふりをして、閉じ込めて眠らせた……そういうこと、でしたのね」

『ええ』

　静かに、女媧は頷く。

　その孔雀緑の双そう眸ぼうから、ぽろりと涙なみだが零こぼれた。

『苦しい』

「……女媧娘々」

『わたくしが命を絶ったところで、今まで無む下げにしてきた命が還かえってくるわけではないわ。許されることではない、それでも……あなたたち宗室にかけた、わたくしたちの呪いを、もうここで終わりにしたい。そうして、わたくしを守らなければと愛情と執しゆう念ねんでがんじがらめになった兄の心も、解き放ちたい』

　訥とつ々とつと言葉を紡ぎ、頰を伝う雫しずくを袖そでで押さえる女神に、雛花はどう声をかけるべきか迷った。

　恨うらみ事ごとを言うつもりはない、雛花も宗室のはしくれだ。

　でも、彼女のためだけに献けん身しんをすることもできない、なぜなら女媧に大切な人がいるように、雛花にもまた、ともに生きていきたいひとがいる。

「女媧娘々。……わたくしは丹朱の器ですが、あなたの力になることはできますか？」

『……？』

「丹朱の中にあなたが融とけているのなら、同じものの表ひよう裏りというか……あなたの器にも、なれるのではないかって」

　雛花は女媧の手を取った。

　泣きはらした目を覗き、指に力を込める。

　少し呆ぼう然ぜんとしていた女媧は、やがて表情を引きしめ、小さく頷く。

（……丹朱。わたくしをこのかたに引き合わせたということは、これが、あなたの望みでもあるんでしょう？）

　ここに自分を連れてきた男の顔を思い、雛花は唇を引き結ぶ。

（ならば）

「どうか、お力をお貸しください。わたくしを、あなたの〝天后〟にしてくださいませ」

　互いの両手のひらを、額を合わせ、まるで鏡のように向かい合う。己の白い指と、彼女の少し色の濃いそれが絡からみ合あった。
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『雛花、次に力を使う時は、かたしろは要いらないわ。わたくしの命を燃やし尽くして、最後の力に代えるから』

　不意に落された小さな呟きに頷き、雛花は唱えるべき呪じゆを舌に乗せた。




「──〝韻いんと容ようとで乾けん坤こんを描えがけ。我わが身みに降くだれ、女媧娘々〟！」




　その瞬間。

　まばゆい光が視界を灼やく。

　目を閉じる直前、金色のたてがみをなびかせた真っ白な龍りゆうが、輝かがやく鱗うろこに覆おおわれた優美な身体をくねらせ、するりと己の身に吸すい込こまれていくのを、雛花はたしかに見たのだった。
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　──気がつくと、すぐ目の前に丹たん朱しゆの顔がある。

　雛すう花かは、先ほどいたのと同じ室へやで、立ち尽くしたままその顔を見つめていた。

　今度は、前に夢を見させられた時と違い、ほんのわずかな時間眠っていただけらしい。

「……女じよ媧か娘にやん々にやんは？」

『僕の中でまた眠ってるよ。表と裏を入いれ替かえてみせようか？　といっても、久しぶりに話して疲つかれきったみたいで、しばらく起きてくれそうにないけどね』

　小こ憎にくらしい笑みを浮かべて問うてくる青年に、雛花はため息交まじりに答えを返した。

「……あなたが意外に苦労人なんだっていうのは、分かりましたわ」

『ホント？　じゃ、僕と一緒に渾こん沌とんに行く気には』

「なるわけないでしょう。それとこれとは別問題でしてよ」

　ばっさり断りつつ、雛花は己おのれの左手を見つめてみた。

　手首にあった紅あかい蓮れん華か龍りゆう鱗りん紋もんが消え、周りを取り囲んでいた蔓つる草くさ紋もん様ようも跡あと形かたもない。代わりに、手ての甲こうに、朱しゆ色いろで浮かび上がる同じ紋。【韻いん】の一字を取り囲む、蓮はすの花と龍の鱗うろこ。

（今度こそ。わたくしは、女媧娘々を、降ろした……）

　真実の意味で、天てん后こうになったのだ。雛花はしばし、己の手に見入った。

（なんだか。不思議な、感じ……）

　──〝わたくしたちの呪いを、もう終わりにしたい〟

　──〝わたくしを守らなければと愛情と執しゆう念ねんでがんじがらめになった兄の心も、解き放ちたい〟

（女媧娘々。ありがとうございます）

　いまだに、女媧の声が耳の奥に残っている。その力だけが、手元にある。

（お心はしっかり受け取りました。あなたのお望みは果たしてみせます。……必ず）

　誓いを胸に抱きしめるように、雛花は瞼まぶたを閉じた。
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「……きみが、本物の女じよ媧かを降ろした……？」

　それを聞いた時、志し紅こうはまず目を瞠みはった。

　もともとは切れ長のきれいな形の眼だが、割と結構な勢いで丸くなるんだなあ、と雛すう花かが的外れな感心をしているうちに、みるみるその面相が険けわしくなる。さらには眉み間けんに谷のごとく皺しわが寄った。

「……聞いてないぞ、丹たん朱しゆ」

『そりゃ、話してないからね。ついさっきだし』

　低く唸うなって睨にらみつける志紅に、雛花の後ろでふよふよと漂ただよっていた青年は、手のひらを見せてそらっとぼけてみせる。

『というわけで、彼女は晴れて、ホントに〝僕の天てん后こう〟じゃなくなっちゃった。これからは名前だけで呼ぶよ。ねえ、雛花？　それとも愛あい称しようの〝小しよう花か〟って呼ぼうか？　ふふ』

「やめろ。というか金こん輪りん際ざい呼ばなくていい。雛花が減る」

『いいじゃんいっそガンガン減らしてけば。ひとり占じめずるいよ。仲良く山分けしようよ』

「気持ち悪いことを言うな。貴様なんぞに髪かみの毛け一本譲ゆずってたまるか」

「ちょっと！　話を戻もどしてよろしいですこと!?」

　雛花は片手を上げて場を制した。お蔭かげで我に返ったらしい志紅は、そこで別の疑問を覚えたようだ。

「けど、雛花……身体からだはどうともないの？　気分が悪かったりも」

「あっ、いえ。大だい丈じよう夫ぶですわ。今までどおりです」

　雛花の手を取って新しくなった蓮れん華か龍りゆう鱗りん紋もんをためつすがめつしながら、相変わらず怪け訝げんそうな志紅に、雛花は先ほど丹朱から受けたばかりの説明をしていく。

「だからって、きみ自身の命はどうなる？　紋の範はん囲いは、以前より狭せばまっているように見えるけど……」

（……訊きかれると思った）

　雛花の命を守ることを第一に考える志紅なら、真っ先に尋ねてくるであろうとは予期していたが。その問いについて、雛花は答えるのをしばしためらう。

「従来の天后と違って、わたくしの命を犠にえに使うことはなくなるそうですの。女媧娘々は、今度はご自身の命を燃やしながら力を使うと言っていたから……」

　身体の一部を力の対価として捧げる必要がなくなった。つまり、自我をくりぬかれて彼女に成り代わられる危険は消える。

「それは。女媧の力と命が尽きると同時に、きみは自由になれる、ということ？」

「ええっと……そ、そうかもしれませんわね……？」

「違うよね。雛花、ちゃんと全部話して」

　地を這はうような志紅の声に、雛花はこくんと咽の喉どを鳴らして唾つばを吞のみ下す。

（みっ、見み抜ぬかれてる）

　彼の緋ひ色いろの双そう眸ぼうには、紛まぎれもなく怒りが点ともっている。燃もえ盛さかる激しさではなく氷のように凍いてつくそれは、雛花の心しん胆たんを寒さむからしめた。

　仕方なく、雛花は丹朱から聞かされたばかりの内容を吐くはめになった。

「……い、命は同じく半年らしいですわ」

『だって、女媧は別に僕から出て行ったわけじゃないしね。同じ僕という存在の表裏が入れ替わるだけ。つまり、相変わらずというか今後は女媧と二人がかりというか、雛花の命を喰い物にしていく予定ってわけ』

「……へえ？」

『あとねえ、もっと重要なこと。雛花は自分を生贄にはしないけど、代わりに力を使う時には女媧と同調するからね。女媧が削けずった命の痛みを、じかに共有する。女媧の心臓が痛めば心臓が、肺が潰つぶれたら肺が、同時にこの子を苦しめるだろう』

　丹朱が余計な補足をくれた。心底余計だ。確実にわざとだろうが。

「…………そう」

　凍こおりつき冷え切った空気が、いよいよひび割れる心地がし、雛花はひえっと身を竦すくめた。

「雛花、──」

『ちょっとちょっと坊ぼうや、あんまり脅おどかしてあげないでよ』

　怒りが突つき抜ぬけたせいか、もはや無の表情になった志紅が何か言う前に、丹朱がすかさずあいだに割って入ってくれた。とはいえ、もとはといえば彼が煽あおったせいで志紅の機嫌が悪化したので、自分で責任を取っただけだといえなくもない。

　へらりと笑う丹朱を、志紅が射い殺ころしそうな眼で睨み据すえる。凍てつくまなざしは、たぶん受けるのが雛花なら呼吸が止まっていたかもしれない。

「……これが平静でいられると思うか？　貴様、こうなると分かっていて、女媧と雛花を引き合わせたのか。五体が繫つながったまま死ねると思うなよ、ばけものめ」

『ふふっ、生意気だねえ。人間ごときがようもほざいた、と言ってやりたいけど、……ちょっと話が泥どろ沼ぬま化かする前に、頭冷やしてくんない？　雛花から何も聞いてないの？』

「何も、だと？」

　多少毒どつ気けを抜かれた風に眉まゆ根ねを寄せる志紅に、雛花が補足する。

「煉れん兄にいさまを助けるための算さん段だんのことです。神々が自ら滅めつしたいと願った時……つまり、女媧娘々ご自身が、力を使いきる前に消滅を願えば、わたくしは自我も命も奪われず生き残ることができますのよ」

「……活かつ路ろはあるってこと？」

「はい」

　この際だ、と雛花は先ほど夢の中で女媧とした会話のすべてを、かいつまんで志紅に語った。

「女媧の願いは、……兄とともに滅びることなのか。伏ふつ羲きが彼女の願いを受け容れるよう話がつけば……」

　ようやく腑ふに落ちたらしい志紅の確認に、雛花は頷うなずく。

「あのね。志紅さま、わたくしは絶対に死ぬつもりはないわ。あなたと一緒に生きるって決めたのだもの。桃とう華か源げんも煉兄さまも自分の命も、諦あきらめない」

「……うん」

　そこは疑われては困る、と顔をしかめる雛花に、志紅は嬉しそうに淡く笑んだ。

　ほっとしつつ、雛花は「でも」と視線を逸そらす。

「女媧娘々の力は、必ず必要になりますわ。煉兄さまを救うために」

　黄おう熊ゆうと、彼が率いる獬かい[image: ]ち党とう。右う龍りゆう武ぶ軍ぐんを統とう率そつする彗すい縹ひよう。乗り越えるべき障害は多く、また、それを切り抜けても桃華源の破壊を狙う渾沌の魔の大軍が待ち受けている。

「それに、……ねえ、丹朱。女媧娘々は、伏ふつ羲き真しん君くんを説得できると思う？」

　雛花は、それまで黙って後ろで宙に浮きながらなりゆきを見守っていた丹朱に向き直る。不意に話を振られた彼は、ぱちぱちと目を瞬しばたたいたが、やがて肩を竦めた。

『まあ……正直、難しいだろうねえ』

「ですわよね」

　雛花は視線を泳がせた。

（だって、伏羲真君はずっと女媧娘々の話に聞く耳を持たなかったのよ。きっと、すべてをもうやめにしたいとおっしゃったことは、幾いく度どとなくあったでしょうに）

「でも、女媧娘々が、ご自分の命を投げ出してまで、丹朱に助けを求めたことを知れば……あるいは、心を動かされるかも」

『んー、勝率は低そうだけどねぇ』

「……でも、それ以外に手がありませんわ」

　顎を引く雛花に、「もうひとつ」と志紅は眉間に指を当てた。

「どうやって黒煉のところに行く？　禁きん城じように入る手段がないし、のこのこ出て行けば捕つかまるだけだ。それに、伏羲を説得したところで、獬[image: ]党を扇せん動どうして桃華源ごと壊そうとしている黄熊の動きを防げるわけじゃない」

「はい。そこで、ひとつご提案なのですけれど。……ふた手に分かれませんか、わたくしたち」

「え？」

「伏羲真君は、女媧娘々の代わりにわたくしを求めておいでなのでしょう？　ですから、わたくしであれば、彼に普通にお会いできるのではないかしら」

「……は!?」

　途端にぎょっとした志紅に、雛花はあっけらかんと続ける。

「ちょっ……と待って、雛花。それはさすがに認められない」

「あら、どうして？　理由からして割と丁てい重ちように扱っていただけると思うし、殺されたり傷つけられたりしないのではないかしら？」

「そういう問題じゃない！　伏羲と女媧の仲を知って、そういうことを……」

「でも、一番手っ取り早いし、伏羲真君にお会いするなら確実だわ」

「なら、俺も同行を」

「それこそ駄目でしょう。生死は問わないと言われているのよ。わたくしはともかく、あなたは殺されてしまうわ。わたくしでしたら、もちろんのこと珞らく紫しに付つき添そってもらうつもりだし。それで、丹朱、あなたは……」

『まあ、乗りかかった船だからねぇ。こうなったからには、僕も付き合おう。千年越しの因いん縁ねんが、どういう結末を迎むかえるかを見届けるためにね。っていっても、僕が行ったところで、本気で後ろで見ているだけしかできないよ？　だって、僕が直接出てって力を行こう使しすると、桃華源が滅んじゃうからね。ご存じのとおり』

「……おい、役立たず」

『なぁに、臆おく病びよう者もの』

「はい喧けん嘩かしないで。本当に仲よしさんね、あなたたち」

　びしびしと眉間に皺を寄せ、なおも何か言いたげな顔をする志紅に、雛花は念を押した。

「志紅さまには、別にお願いしたいことがありますのよ。近く決起があるでしょう。人もかなり集まっていますわね。その暴徒たちに紛れて、獬[image: ]党に潜せん入にゆうして欲ほしいの」

「え？　雛花、それは」

『ちなみに、【檮杌】は四し凶きようだから、皇帝や天后の駆く使しする文字の力じゃないと倒せないけど、例外がある。僕の力だよ。前に渡した短剣、今ある？』

　丹朱が言葉を引ひき継ついだので、志紅は訝いぶかしげな様子を見せつつ、懐ふところから小ぶりの短剣を取り出す。

　黒い漆うるし塗ぬりの鞘さやには見事な宝石の象ぞう嵌がんが施され、細い銀ぎん鎖さを柄つかに巻きつけた短剣だ。それは丹朱の力のかけらなのだと、雛花も聞いたことがあった。

『僕は人を介してしかこの世界で力を使うことができないけれど、使うとなれば、いわば【否ひ】の文字と同義だ。天変地異を引き起こし、時空を歪ゆがめ、万物を無に還す。普通に使えばただの剣だけれど、消えろと念じてこの刃やいばで触ふれたものは、何もかもが文字に分解されて砕くだけ散ちる』

　そしてそれは、【檮杌】も例外ではない、と丹朱は続けた。

「……」

「最低な策だって分かっていますわ」

　黙ったまま、手の中の短剣に目を落とす志紅に、雛花は眉根を寄せた。

（今わたくしが提示しているのは、つまり、首しゆ魁かいたる獬[image: ]──黄熊の……暗殺だもの）

　獬[image: ]党は大規模だが、昨日きのう今日きようでできたような集団だ。そして彼らをまとめ上げる求心力は、ひとえに、党領である黄熊にある。

　黒煉に接せつ触しよくする前に黄熊さえ退しりぞければ。

　獬[image: ]党の脅きよう威い、ひいては槐の内乱と桃華源の破壊の恐れは、ひとまず除かれる。

（でも、あくまで応急措そ置ちだわ。離れた人心までは取とり戻もどせない。宗室が失った威い信しんは、時間をかけて旧に復するしかない。……何年かかっても）

　槐宗室がずっと、思考停止して神々の言いなりになってきた報むくいだ。そのぶん、政まつりごとを正しくして民たみに誠意を示すしかない。

　なお、魔は桃華源で命を失っても、ただ渾沌に還るだけなので、正確には殺しているわけではない。──が、志紅には、そのために単身で四凶と対峙させることになる。

「あなたを危険に曝さらすし、わたくしも無事ではすまないかもしれない。でも、今をどうにかしなければ、わたくしたちはみんなすぐさま桃華源ごと滅ぶしかない。命の使い時は、今なの。……お願い。わたくしと一緒に戦って」

　志紅に頼む雛花に、彼はしばらく黙っていた。

「本音を言えば……俺は、危ないところにきみを連れて行きたくない。安全な場所で待っていてほしい」

「志紅さま！」

　思わず気け色しきばむ雛花に、志紅はふっと苦く笑しようした。その緋の双眸は、困ったような色を帯びている。

「──って、これまでの俺なら止めてたと思う」

「え……」

「でも、今はそれ以上に、きみの助けになりたい」

「！」

　呆然とする雛花の眼の端に、軽く唇を寄せ、志紅は細い体を抱きしめた。誓いは、そっと囁ささやくように落とされる。

「俺にできることならば、いくらでも。きみがやりたいことをすべてやりきるためなら、俺は、剣にでも盾たてにでもなろう」

「……志紅さま」

　じわりと胸に広がった熱に、雛花は思わず微笑んだ。

　彼が、背を押してくれている。

　ただ後ろに庇おうとするばかりではなく。雛花の力を信じ、頼り、ともに戦おうと言ってくれたのだ。

　こんな時に、不ふ謹きん慎しんなのだろうけれど。それが、たまらなく嬉しい。

（ああ、──強くなれるわ。わたくし）

　漠ばく然ぜんと、心のうちでそう感じる。

（ちゃんとあなたが求めてくれるだけ、強くなれる。だから）

「志紅さま。……必ず煉兄さまを真君の手から取り戻し、あなたのところに戻ってくるとお約束します」

「うん、……俺も。でも、無茶はしないで。くれぐれも」

　頰を辿る大きな手に、そっと雛花が目を閉じたところで、すぐ後ろから不機嫌な声が甘い空気に水を差した。

『え？　なんでこんな砂吐き現場見せられてるの、僕？　ここは是ぜ非ひ、また身体を入れ替わって邪魔するべき？』

「……悪かったわ丹朱。お願いだからそれはやめて。本気で誰も幸せになれないから」

　額に青筋を浮かべつつジト目を向けてくる丹朱に、いちおう、雛花は素直に謝った。いっぽうの志紅は、苛立ちを隠しもせずに睨み返している。ついでに、牽けん制せいするように腰を抱いてくるのはやめてほしい。巻まき込こまないでいただきたい。

　またしても龍りゆう虎こさながら、火花を散らす彼らに雛花がはらはらしていると、先に丹朱がふんと鼻を鳴らした。

『荊けい志紅。僕は君が嫌きらいだよ』

「……奇き遇ぐうだな。俺もお前の顔を見ていると斬りかかりたくなる」

『わあ、気が合うね！　そう、だからイヤなんだよ。やっぱり君は僕に似ている』

　不敵に笑うと、丹朱は無造作に手を伸ばし、志紅の持つ短剣に指先で触れた。

「え？」

　それは一瞬だけ強く輝き、宙に溶とけるように形を変える。

　いつの間にか、志紅の手の中には、ひと振りの長ちよう剣けんが収まっていた。

　金糸の房ふさで柄つかを飾り、大おお粒つぶの赤あか瑪め瑙のうで装そう飾しよくを施したそれは、ひとたび鞘さやから抜けば、白はく刃じんが霜そう雪せつのごとく光る。

（……宝ほう剣けん『緋ひ霄しよう』！）

　かつて、志紅が武ぶ勲くんの褒ほう章しようとして、黒煉から下か賜しされたもの。互いの信しん頼らいと忠誠の証あかし。

　そして他でもなく、簒さん奪だつの晩、黒煉の心臓を貫つらぬいた剣だ。

　禁城に残したままだったそれが、手の中に戻ってきたことに驚きを隠せない志紅に苦笑し、丹朱は『使いやすい形にしてあげたよ』とうそぶく。

『ねえ、坊や。君のことは大嫌いだけど、どうせなら僕は、もう一人の自分が、ちゃんとすべてを手に入れているところを見てみたい』

「……分かった」

　しばらく緋霄を見つめていた志紅だが、やがてその鞘を握りしめ、静かに頷いた。
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「お話は終わりました？」

　室へやから出た雛すう花かに声をかけたのは、志し紅こうと入いれ違ちがいに城ま市ちに出ていた珞らく紫しだった。

「ええ、お蔭かげさまでね。どうにかなりそう。……あなたには苦労ばかりかけるわね」

「今さらですよ。ここまで来たら、最後までお伴ともしますからね？　後こう宮きゆうにいる灰かい英えいたちも同じ気持ちだと思いますよ」

「そうね……」

　禁きん城じように残り、黒こく煉れん帝ていの後宮を守り続けると言った、灰英と他の妃ひ嬪ひんたち。

　嫦じよう娥が亭ていから彼女たちに繫つなぎをつけた。禁城にもぐり込んだら伏ふつ羲きと対たい峙じできるよう手はずを整えてもらうことになっている。

「いよいよ、ですね」

　珞紫の言葉に、雛花は頷うなずく。

「獬かい[image: ]ち党とうの決起までに事が成るか否いなかが、作戦の要かなめになりそうですわね。なんにせよ本当、時間が足りない……」

「つっても獬[image: ]党の決起は明後日あさつてですし、まあ、一日くらいは気持ちに余よ裕ゆうができそうですけどね」

「だといいけれど」

　笑みを零こぼす雛花に、長年の侍じ女じよはおちゃらけて「そーですよ」と肩を竦すくめてみせたが、そこでふと表情を引きしめた。

「ところで、雛花さま。すぐにお耳に入れたいことがひとつ」

「？」

「さっき、嫦娥亭の女じよ郎ろうの一人から連絡を受けましてね。……灰英を通じて、禁城から、雛花さま宛あてに急ぎの届け物って。意味はよく分かんないんですけど」

　珞紫が差し出したのは、女ものの扇おうぎだった。

　それを包んでいたという料りよう紙しを示しながら、珞紫は顔をしかめる。

「気になるのが、ここ。捺おされてるの、槐かい帝てい国こく皇こう帝ていの印いん璽じじゃないですか？」

「なんですって」

　今の皇帝は、黒煉に取って代わった伏羲だ。

　それが嫦娥亭に手紙を出してくるとすれば、雛花がここにいるのがばれたということになる。雛花は、朱色の四角い印をまじまじと見つめた。

（玉ぎよく璽じは本物だわ。その割には、追っ手がかかるわけでもないし、そもそも灰英を通じてわたくしに届け物なんてする意味が……？）

　胸むな騒さわぎを抑おさえつつ、雛花は今度は扇のほうに目を落とした。薄く削いだ水牛の角でできたその面には、絵や模様ではなく、十文字ほどの詩が金文で刻まれている。

『何いずれの時か一いつ樽そんの酒、重ねて与ともに細かに文を論ぜん』

　それを読んだ瞬間、雛花は、思わず息を吞のんだ。

「意味は、〝いつか一緒に同じ樽たるの酒を酌くみ交かわし、文学についてつぶさに語り合いたいものだ〟……。珞紫、これ。詠えい仙せん『杜と甫ほ』の、『春しゆん日じつ李り白はくを憶おもう』ですわ」

「へ？　はあ、そうなんですか？　あいにく雛花さまほどには不勉強で……」

　いまいち腑ふに落ちない、という様子の珞紫に、雛花は説明を重ねる。

　崑こん崙ろんにも、神しん仙せんたちの歴史があり、暮らしがある。とりわけ作品の多い詠仙『杜甫』は、同じく著名な『李白』と親交があり、互いの不ふ遇ぐうを慰なぐさめ合ったという。

「詩の情景が、あの簒さん奪だつの晩の宴うたげを暗示しているのだとすれば……これの送り主は」

「……伏ふつ羲き真しん君くんじゃなく、黒煉陛へい下かってことになりますね」

　──黒煉からの、文。

　それも、伏羲や彗すい縹ひようの目を盗むような。

（煉れん兄にいさまが、自我を取り戻した隙すきに、わたくしたちに託たくした……秘密の暗号だということ？　よかった、やっぱりまだご無事でいらしたのね……！）

　速まる鼓こ動どうに急せかされるように、雛花は扇を裏返す。

　そこにもまた、別の詩が刻まれていた。今度は、転じてその『李白』本人の詩の一節だ。

『玉ぎよく筯ちよ春しゆん鏡きように落ち、坐そぞろに愁うれう湖こ陽ようの水』

「玉の筯はしのようにとめどなく涙が零れては、鏡のように澄んだ春の水みな面もに落ち、私の悲しみを伝える……ね。どういう意図かしら。おまけに、さっきは末まつ尾びの一文だったけれど。こちらは、詩の書き出しだわ」

（何かこれから、不ふ吉きつなことが起きるということ？　煉兄さまが察知できることといえば、獬[image: ]党の決起、……でも、それは少なからず煉兄さま自身の望みでもある……。あっ！　もしかしたら煉兄さま、渾こん沌とんの魔まが一いつ斉せいに襲おそってくることを、どうにかして知り得たのかもしれない）

　黄おう熊ゆうの目もく論ろ見みは、獬[image: ]党の決起と紐ひもづいている。

　春しゆん燕えんは危険だから、すぐに逃げろ。

　おそらく結論はそういうことなのだろうが、まだ何か別の思おも惑わくがある気がする。

（この詩の続きは、〝青春已すでに復また過ぐ、白はく日じつ忽たちまち相あい催もよおす。但ただ恐おそる荷か花かの晚くるるを、人をして意已すでに摧くだけしむ〟、……まさか）

　そこまで考えたところで、雛花は表情を凍りつかせた。

　黒煉が、何を伝えようとしているか気づいたためだ。

「珞紫。……志紅さまを呼びましょう。灰英にも連絡を。作戦を変へん更こうしなくてはいけないわ」
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　──〝伏ふつ羲きお兄さま。どうしよう。つらいの。心が死んで、凍こおっていくようだわ〟

　翠みどり色いろの眼めに涙なみだを浮うかべた妹の顔、絞しぼり出だすような声を、ふとした瞬しゆん間かんに思い出す。




　その日は、朝から陽光が翳かげり、立たち込こめた灰色の雲は今にも大おお粒つぶの雫しずくを零こぼしそうだった。

　とはいえ、ひょっとしたら昨日も一昨日おとといもこんなものだったのかもしれない。窓も緞どん帳ちようも固く閉ざし、外の気配を一いつ切さい絶っているので、空模様を気にしないようになってずいぶん経たつのだ。

　緞帳の隙すき間まからわずかに覗のぞく空の色を確かく認にんしてから寝しん台だいの上に身を起こし、伏羲は長く嘆たん息そくした。

　仮の臥室ふしどは居い心ごこ地ちがあまりよくない。本来の居室は、あの生意気な子ども──荊けい志し紅こうが、己おのれに牙きばを剝むいた時に、吹ふき飛とばしてしまった。

　曇くもりは好きではない。雨もだ。

　ならば晴天続きにしてしまえばいいのかもしれないが、伏羲が自みずからの指で織り出した世界は、仕上げて手を離した瞬間から、もういろいろなことがままならない。

　民たみの心もだ。文字の力で多少の介かい入にゆうは可能だが、根本から作り変えることはできない。晴れと雨を季節ごとに使い分け、民の尊そん崇すうを無条件に集められればそれはそれで楽なのだろうが、あいにくそういう仕組みではないのだ。

　──〝伏羲お兄さまは頑がん固こですのね。雨には雨の、曇りには曇りのよさがあります。それに、わたくしはままならないもののほうが好きよ。次にどうなるか分からないことは楽しみだわ〟

　仏ぶつ頂ちよう面づらをする彼に、妹はたびたび鈴すずを転がすような声で笑ったものだ。

　──それだけで、何もかもが彩いろどりを帯びた。

（……空模様ひとつで、こんなに気が滅め入いる。女じよ媧か、お前がいないならば、何もかもが無意味だ）

　妹と手を取り合い、古ふる臭くさいしきたりに囚とらわれた故郷を捨てて逃にげおおせ、もう千年。光こう陰いん矢の如ごとしというが、真実あっと言う間だった。

　桃とう華か源げんの布目のほつれを繕つくろい、渾こん沌とんからの追っ手に目を光らせて、守りを固めているうちに、時は過ぎていた。まさに『一いつ炊すいの夢』だ。

　けれどもう、唯ゆい一いつ護まもりたかった相手はいない。

　知らないうちに奪うばわれてしまった。

（いつからこうなった）

　──〝女媧は死んだ。僕が殺したんだ。怨うらむなら僕を怨んで〟

　妹の声の代わりに耳じ底ていにこだまするのは、幼おさな馴な染じみの声だ。

　かつては、身を挺ていして己と妹を逃がしてくれた、恩義ある親友のはずだったのに。あの男が、許嫁いいなずけだった妹のことを特別に想おもっていたのも、知っていた。その上での行動だと、信じていたのに。

（女媧……もう、会えないのか。お前に）

　暗雲を睨にらみながら、伏羲は頭を振ふる。

　この世界に、虚きよ構こうの東側を創ったのは、ひとえに妹を守りたかったからだ。彼女と、何心なくともに過ごせる場所が、欲ほしかったから。

　その妹のいないこの桃華源を、なんのために治めるのか。器うつわの自じ我がを乗っ取ったところで、どうしてまだ、生にしがみついているのか。

　ただ、虚うつろだ。

　目的もない。気力もない。希望もない。

（いや、女媧は……死んでなどいない）

　藍らん雛すう花か。妹とよく似たおもざし、妹と同じ孔く雀じやく緑みどりの瞳ひとみを持つ、末すえ公こう主しゆの顔を思い出す。

（まだ捕とらえたという知らせはないのか。あの娘を手に入れなくては）

　そうすれば、取とり戻もどせる。

　器さえあれば、まだ。ひょっとしたら。否いな、きっと。

　なんの根こん拠きよもない、呪のろいじみた強きよう迫はく観かん念ねんだけが、ただ、胸にある。

　ここにいるのは、千年の永ながきにおいて桃華源を導いてきた、創世の神ではない。愛する女への妄もう執しゆうに憑つかれた、一人の男にすぎなかった。




「お目覚めですか」




　寝台の脇わきから声がし、彼はそちらを振り向く。

「彗すい縹ひようか」

　最上位の官位を示す緋ひ色いろの衣きぬを纏まとった男は、にこにこと薄うす青あおの目を細め、膝ひざをついて右みぎ拳こぶしを左手で押おし包む拱きよう手しゆの礼を取る。腰こしには獅し子しを象かたどった翡ひ翠すいの佩はい玉ぎよくが揺ゆれていた。

「ところで今は、どちらです？」

　彼は顔を上げると、毎朝恒こう例れいとなった質問を投げかけてくる。

「……黒こく煉れんではないな」

「ああ、やはり。さようでございましたか。黒煉陛へい下かはまだそこにおいでですか？」

（……何をしらじらしい）

　この器のもとの持ち主である槐かい黒煉は、何を思ったか、自ら身のうちに伏羲を迎え入れた後、特に抵てい抗こうもせず眠ねむりに就ついている。

　その素す直なおさは不気味ではあったが、伏羲も自じ暴ぼう自じ棄きになっていた。これ幸いと彼の自我を消そうとしたが、不思議なことに黒煉は、消しよう滅めつだけは頑がんとして受うけ容いれないのだ。首の皮一枚で精神を無意識下に保ち続けている。……それも、時間の問題だが。

（よほど意志が強いのか。あるいは、この彗縹が、何か妙みような令れい牌はい術じゆつでも施ほどこしたのか）

　なんにせよ、黒煉を手引きしたのが彗縹だとすれば、おそらくすべて承知の上なのだろう。

「訊きいてどうする？」

　伏羲が睨みつけると、彼は笑えみを深めた。

「別にどうもいたしませんねえ。それより目め覚ざめの朝あさ茶ちやを一杯いかがです？　青チン茶チヤのいいものが手に入ったのです」

「毒なら効きかんぞ」

「はは、お戯たわむれをおっしゃいますな。入れませんよ」

　この男が嫌いやなのはこういうところだ。

　伏羲は舌打ちする。たかだか四十年と少ししか生きていないくせに。それ以前に、所しよ詮せんは文字で織られたまがいものの命のくせに。人間というものは、時おり伏羲には及およびもつかない動きをする。

（この男は、我々の真実を知っている……荊志し青せいの副官だったそうだからな。なんらかの手段で、宗そう室しつの真実にまつわる情報を得たのだろう。知られたからには殺してしまいたいが、そうするには、こやつはあまりに槐の中ちゆう枢すうに食い込みすぎている。ああ……何もかもままならない。だがそれもやはり、もはや、どうでもいい……）

　ままならないものほど面おも白しろいと思えたのは、妹が、女媧がいたからだ。今はもう、心が死んだように冷たい。

　──〝伏羲お兄さま。つらいの。心が、凍っていくようだわ。わたくしが握にぎりつぶした天てん后こうたちの声が、暗い淵ふちの底から、わたくしをずっと責めてくる〟

　また妹の言葉を思い出した。

　あれは、彼女が姿を消す直前のことだ。

　──〝わたくしたちは、本当にこれでいいの？　わたくしたちが創ったからって、自由に壊こわして使い捨ててよいのでしょうか？　だってこの命にも、大切に想う相手がいて、大切に想われる幸せがあったはずなのに〟

　実のところ、彼女が公主たちを自らの器にしたことを悔くいるのは、その時がはじめてではなかった。いつもの感傷かと断じ、気に病やむなと慰なぐさめ諫いさめたのに、彼女は忽こつ然ぜんと、姿を消してしまった。まさか親友の手で屠ほふられたとは思いもよらない。

　妹のいないあいだ、彼女が降りてくるのを待ちながら、その言葉の意味を幾いく度どもじっくりと考えた。

　何を今さら、と。一いつ笑しように付ふすのは簡単だったはずなのに。

　──〝陛下にお伝えください。この忠誠は、永遠に御おん身みとともに〟

　また一人、宗室の真実を知った男、荊志青を消した時、そのいまわの際きわの言葉を受け取り、伏羲はふと、気まぐれを起こした。

　賭かけをしようと思ったのだ。

　大切に想い想われる相手がいたはずなのに、か。なるほど、そうかもしれない。

　取るに足らない作り物なりに、自分たちと同じ想いを抱いだくというなら。

　その想いの強さで、運命を捻ねじ曲まげることは可能なのか、と。

　妹と再びあいまみえるまでの、ただの暇ひまつぶし。天后候補を愛いつくしむ、志青の息むす子この志し紅こうに賭けを持ちかけると、彼はあっさりと話に乗ってきた。愉ゆ快かいなほど、簡単に。

　他た愛わい無ないお遊びに興じている間に、妹は戻もどってくるはずだった。

（女媧。女媧。我らは、どこで誤った？　二十年前か？　もっと前か？　千年前か？　所しよ詮せんは道ならぬ恋こいをした者の末路など、決まっているということか？）

　彗縹から視線を逸そらし、ぼんやりと己の腹を覆おおう掛かけ布に目を落とす。絢けん爛らん豪ごう華かな絹のそれを摑つかむ手は、己の本来の色とよく似た褐かつ色しよくだ。藍雛花といい、久々によくできた器が現れたものだと思ったのに。

「茶が入るまでの無ぶ聊りようの慰なぐさめに、何かお話しいたしましょうか。ちょうど手元にありますので、この茶きゆ壺うすの話でも。私の気に入りのひとつなのです」

「好きにしろ」

　吐はき捨すてつつ、自然とまなざしはその手元に向かう。

　紫し砂さ壺こか。かなり使い込まれて黒ずんでいるが、伏羲にとっては珍めずらしくもない、紫し泥でいの茶きゆ壺うすだ。

「この紫し砂さ壺こ、少し前に大きなひびが入ってしまいましてね。慌あわてて修復いたしましたが、まあ、目立ちはしませんが消えもしません。小さな瑕き疵ずなら味のひとつですが、今にも割れるほどとなると惜おしいものです。私の粗そ忽こつが原因ですが、本当に、一いつ瞬しゆんの油断というものは命取りになりますねえ」

（本当にくだらん話だな）

　どうでもいい日常のことをべらべらと。耳みみ障ざわりでしかない内容に、伏羲は顔をしかめる。その表情を知ってか知らずか、彗縹は袖そでを捌さばき、青せい花かの茶器に澄すんだ茶を注そそいだ。

「でもまあ、忘れるものです。壊したのは私ですが、自分の受けた痛みではなし、悔くやむのは一瞬で、後は忘れる。傷をつけるのは簡単ですから。けれど、傷つけられた茶きゆ壺うすはそうではないのでしょうね」

（……こいつ）

　茶で満たした飲杯うつわを伏羲のそばにある小しよう卓たくに置きながら、彗縹は唇くちびるを優美な弧この形に吊つり上げた。

「癒いやすのは難しい。そして、癒いえるまでは痛みを覚えるし、痕あとが残れば見るたび痛みを思い出すでしょう。私は、私たちは、それを決して忘れません」

「たわごとはそれだけか？　用がすんだのなら去いね。貴様の話は、寝ね起おきに聞きたいほど、愉快なものでもなかった」

「それは失しつ敬けいを」

　容よう赦しやなく手を振る仕草をする伏羲に、彗縹は茶を差し出すと、ふっと口くち許もとを緩ゆるめた。

「では、去る前に。お詫わび代わりにひとつ、朗ろう報ほうを」

「なんだ？」

「お捜さがしの雛花公主が見つかりました」

「！」

　目を瞠みはる伏羲に、彗縹は戸口を示してみせる。

「今朝がた、禁きん城じようの城門に、侍じ女じよとともに姿を現したそうで。都は何かと物ぶつ騒そうですからねえ、逃にげ戻もどってこられたのでしょう。お会いになりますか？」

「すぐ通せ。お前は下がっていい」

　即そく答とうする伏羲に、彗縹はうっすらと笑んで身を翻ひるがえした。

「仰おおせのままに。ええ、──お目にかかるのはこれで最後かもしれませんね」

「？」

「黒煉陛下の御み世よに万ばん歳ざいを。……永遠に」

　彗縹が、どこかで聞いたような台詞せりふを呟つぶやいた気がしたが、もう妹のことの他は何も気にならなくなっていた伏羲は、強しいて聞き流した。
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　夏は嫌きらいだ。

　あの人が首を落とされたのも、こんな風に蒸むし暑あつく、灰色の空の日だった。それなのに。

　──〝彗すい縹ひよう。お前は、生きろ。生きて、この槐かいの進む先を見届けてくれ〟

　いまだに解げせない。

　最後に見た上官の笑え顔がおは、天気に似合わぬほど晴れやかだったことが。




（呆あつ気けないものだな）

　黒こく煉れんの器うつわを使う伏ふつ羲きのもとを辞し、彗縹は、朱しゆ色いろの柱が並ぶ禁きん城じよう外がい廷ていの回かい廊ろうを供ともも連れずに歩いていた。通常ならばひっきりなしに官かん吏りや宮きゆう女じよが行き来する場所だが、今は他に人ひと影かげはなく、その向こうの建物も、どこか閑かん散さんとしている。

　原因は単純。何かと理り屈くつをつけては、他でもない彗縹が、城から人を遠ざけているためだ。

　後こう宮きゆうにいる老ろう妃ひ嬪ひんたちだけは、誰だれ一人頑がんとして動こうとしなかったので仕方なく捨て置いているが、今の禁城には、外廷内ない廷ていとも最低限の人員しか残っていない。

（今日、獬かい[image: ]ち党とうがここになだれ込み、中にいる伏羲ごと、陛へい下かの首を刎はねるだろう。創世神を失って宗そう室しつの意義は消え、革かく命めいが成り、槐は生まれ変わる……）

　彗縹が裏で手を回している話とはいえ、血気に逸はやる暴ぼう徒とたちが、事情を知らない官吏を傷つけないとも限らない。犠ぎ牲せいになるのは、宗室と、あの傲ごう慢まんな神だけで十分だ。

（考えてみれば、〝槐〟とは、いかにもあてつけじみた国名ではないか）

　国のはじまりに植えられた神聖な樹きからきているというが、その韻いんが示すのは【傀カイ】だ。傀かい儡らいの、音だ。

　──〝恨うらみを晴らしたくはないか？　儂わしは、伏羲さえ殺せればよい。おぬしと、利害はきれいに一いつ致ちするように思うがのう。なに、難しくはない。おぬしの家に伝わる、貴重な七しち経きよう七しち緯いの石せき碑ひ片へんを以もつてすれば、黒煉帝の自我を彼奴きやつから束の間守れるだろうよ……〟

　あの、得体の知れないばけものの手を取った時、それは、桃とう華か源げんを破は滅めつに誘いざなう底なし沼ぬまへ踏ふみ込こむことと同義なのではと、一いち抹まつの危き惧ぐを抱きはした。以後もたびたび、妻子や一族、部下の顔がまなうらに浮かびもした。

　けれど、伏ふつ羲き真しん君くんを槐黒こく煉れんの身体に縛しばりつけ、着々と事が進むにつれ、その危機感はどこかへ消え去ってしまった。

（荊けい将軍。……やっと）

　あなたの復ふく讐しゆうが果たせる。

　四年前、伏羲によって尊敬する上官が首を刎はねられてから、ずっと、そればかりを考えてきた。

　虫でも叩たたきつぶすようにその命を刈かっていった伏羲も。二神に唯い々い諾だく々だくと従い、自みずから考えることを放ほう棄きしてきた宗室も、許せなかった。

　同じ気候、同じ空の色の日にそれが為なせるのは、それこそ、何か大きな力の導きなのかもしれない。不信心者どころか、今まさに神を討うとうとしている身だが、彗縹は皮肉にもそんなことを考えた。

　──〝お前は、生きて……〟

（荊将軍。私は、見届けました。槐は、……あなたの忠義を裏切った国は、消えますよ。呪われた宗室や神々と一いつ緒しよに。あの時、私が独ひとり生き延びた理由は、これだったはず。だから）

「それで、よかったのでしょう」

　ぽつりと呟つぶやいた瞬間、ふと背後に気配を感じ、彗縹は振ふり返かえった。

　どこまでも整然と並ぶ柱。うち一本の陰かげに、──誰かいる。

（やれやれ。何事も、つつがなく、とはいかないものだ）

「出ておいでなさい。もっとも、誰かはだいたいの想像がつきますが……」

　羽う扇せんをすっと掲かかげて招くと、気配を殺してこちらの様子を窺うかがっていた人物は、あっさりと姿を見せた。

　彗縹はほっと息をつく。直感どおりの相手だった。

「これは、志し紅こうどの。……そのままご息そく災さいに、城ま市ちにでも潜ひそんでいてくださればよかったのに」

「お久しぶりです。李り将軍」

　頭こうべを垂れて武官の拱きよう手しゆを取り、己おのれに向けて礼を尽つくしたのは、やはりというか、敬愛する上官の忘れ形見だ。

　顔立ちは母親似だが、鋭するどい緋ひ色いろのまなざしは父親譲ゆずり。志し青せいの生前からその副官の己を慕ってくれていた彼のことは、『荊けいの乱らん』の後には、息子のようにも思ってきた。

　そして、できることならば、「大切なものを守りたい」という彼の青あお臭くさくも純じゆん粋すいな願いを、叶かなえてもやりたかったのだが。

　そんな悔かい恨こん交まじりの内心をおくびにも出さず、彗縹は笑えみを深める。すると、自分でも眼め尻じりに皺しわが寄るのが分かった。いかに若々しいと周囲にもてはやされていても、これでなかなか、寄る年波を感じる瞬間は多い。

「よく私の居所が分かりましたねえ。というより志紅どのは、こんなところで私などにかまけていてよろしいのですか？」

「……どういう意味でしょう？」

　うっそりと笑う彗縹に、志紅は訝いぶかしむ表情を見せた。

　相変わらず素直に内面が顔に出る子だと、少し微笑ほほえましく感じつつ、彗縹は種を明かす。

「雛すう花か公こう主しゆが伏羲真君に捕つかまったのは、きっと計算のうちなのでしょうから、まあ構わないとして……。巷ちまたでは、明日だと言われておりますが、獬かい[image: ]ち党とうの決起は今日です。あなたがたが察知して邪じや魔ましにくるだろうと踏ふんで、わざと噓うその情報を流していたのですよ」

　志紅に命を落とさせたくはないし、雛花公主はその身に女じよ媧かを宿したままだ。しかし、その女媧が本当は消滅しており、実際に彼女に取とり憑ついているのはニセモノらしいという情報は、黄おう熊ゆうを通して彗縹も得ていた。警けい戒かいするに越こしたことはない。

　そう考えた彗縹は、念には念を入れ、決起の日を早めさせた。

　しかし志紅は予想外にも、表情をぴくりとも動かさず首しゆ肯こうしてみせる。

「ええ。城門まで暴徒が詰つめかけているようですね」

「何を悠ゆう長ちように。このままでは、黒煉陛下も、禁城に来てしまった雛花公主の命も危あやういのに。まあ、今から何ができるわけでもないでしょうがね……」

　彗縹がこれ見よがしにため息をつくと、志紅はやっと、苦しげに眉まゆ根ねを寄せた。

「知っていました、から」

「……な」

「伏羲の隙すきを突ついて表に出てきていた黒煉が、後宮に残った妃嬪を使って、禁城で自分の摑つかんだ情報を俺たちに送ってくれたんです」

　続けて志紅は、自分たちのもとに届いた扇おうぎの話をした。

「そこに書かれていた『李り白はく』の詩の続き……〝白日忽たちまち相あい催もよおす、但ただ恐おそる荷か花かの晚くるるを〟は、歳月人を待たずということを、枯かれゆく蓮はすの花にかこつけて恐おそれるという意だそうです。蓮の花が、蓮れん華か龍りゆう鱗りん紋もんを持つ皇こう帝ていの命を示すのだとすれば、早く自分の命が消えること、つまり、皇帝を弑しいするための決起の日程が早まることを示しているのだと」

「……なるほど。あの扇はそういう意図でしたか。呉ご昭しよう容ようが出身の妓ぎ楼ろうに付け届けをするのは昔から珍しくはありませんでしたからね。すっかり騙だまされましたよ」

　もっとも、騙されたところで特に害はないのだが。

「どうしましょうか。ここで私なぞをどう動かしても、事態は革命に向けて動いていますし、なおさらこんなところで油を売っている場合ではないのでは……？　おそらく、あなたの狙ねらいは手っとり早く黄熊を討つことでしょう。急がないと、手て遅おくれになりますよ」

　ほらほらと羽扇で煽あおり、肩かたを竦すくめてみせると、志紅はなぜか眉まゆを曇くもらせた。

「そうですね。李将軍のおっしゃるとおり、時間も逼ひつ迫ぱくしている今、わざわざ俺があなたに会いに来る理由はない」

「……だったら」

「それでも、俺は来なくてはならなかった。どうしても、あなたに尋たずねたいことがあったからだ」

　──緋色の眼に気き迫はくを込め、志紅はまっすぐに彗縹を貫つらぬいてきた。

「禁城から人を遠ざけているでしょう。そんな中、ご自身が今ここに残っているということは、死ぬつもりなのですか。宗室、いや、皇帝と……槐帝てい国こくとともに」

「……」

「果たして、あなたが復讐したいのは……怨んでやまないのは。宗室で、伏羲で、……合っていますか？」

「それ以外に何があると？　なぜなら、私の悲願だったのですよ。宗室に……皇帝に宿ったままの、伏羲真君を討つのは。私は、真君にはできるだけ無む惨ざんに滅めつしていただきたいと考えておりますから。またそれは、別に私だけの望みでもない」

　ふっと口許を柔やわらかく和なごませ、彗縹は片眉を上げた。

「時に志紅どの。黒煉陛下は、あなたとは親友であられた。宗室の呪われた歴史ごと、神々の支配に終しゆう止し符ふを打つのは、黒煉陛下たっての望みでもあるのですよ」

　だから、彼は自分の身を犠ぎ牲せいにして、伏羲を呼よび戻もどしたのだ──とみなまで言葉にせずとも告げる彗縹に、志紅は眉まゆをひそめる。

「それは、……そのとおり、ですが」

「ほほう。それでも、陛下を救いたいという、自らの望みを優先すると？　陛下のご意志に背そむいていると分かっていて？　それは傲ごう慢まんというものでは？」

　今度は返す言葉もないらしい。

「……」

（やはり、青い。まだ、あの人には至らないか）

「悪いことは言わない。今からでも、雛花公主を連れてお逃げなさい。彼女の居場所なら教えてあげましょう。間に合わないようなら、あなただけでも」

　唇を嚙かんで黙だまる志紅の顔を覗のぞき込むと、彗縹は聞きわけのない子どもに言いい含ふくめるように告げる。

　間もなく、城門が開かれる。破は城じよう鎚ついの音が、ここまで響ひびいてきていた。

　人のいなくなった禁城を蹂じゆう躙りんした後、獬[image: ]党の暴徒たちは黒煉を見つけ、処しよ刑けいするだろう。せいぜいいたぶってくれれば重ちよう畳じようだ。

　彗縹は薄うすく笑んでかぶりを振った。

「志紅どの。過去に囚われるのは、年寄りだけで十分なのです」

「……李将軍」

「黒煉陛下だけは、お気の毒ではありますが……。宗室に生まれたからには仕方のないこと、必要な犠牲でしょう。そして私も、神々や宗室への怨みというしがらみに囚われた、いわば生ける屍しかばねです。だが、あなたは違ちがう。そして、あなたは若い。こんなところで、あたら散ってくださいますな」

「違う。李将軍、……いや、李副官。あなたは……」

　一度言葉を切り、志紅は、大きく息を吐はき出だした。




「李副官。あなたが怨んでいるのは、ご自分でしょう。正確には、四年前、父上と運命をともにできなかった、あなた自身だ」
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「……！」

　目を見開く彗縹に、志紅はさらに言葉を連ねる。

「あなたと父は〝帰き青せいの交わり〟と称しようされるほどの信しん頼らい関係にあった。誰よりも、そのそばで進む道を共有したかったはずだ。『卒を視みること愛あい子じの如し、ゆえにこれとともに死すべし』……あなたが俺に言った、説せつ仙せん『孫そん武ぶ』の言葉の続きだ。父が反乱を企くわだてて処刑された時、あなたはせめて上官を慕う一いつ兵ぺい卒そつとして、父と一緒に死ぬことを望んでいたのでは、ないですか」

　──それは、他でもない。

　うっすらと気づきながら、己でも目を背け見ないふりをしてきた、李彗縹の本心そのものだった。

　声もなく立たち竦すくむ彗縹に、さらに志紅は詰つめ寄よる。

「それに、……父の反乱が事前に露ろ見けんし、阻そ止しされたのは、父自身の意志だったとしても、あなたは同じことを言えますか」

「……？　どういう、意味ですかな。それは」

「生前の……処刑の直前に、牢ろうの中で父から聞いたのです。本来ならば俺も、父とともに死を賜たまわるはずでした。俺も運命を同じくするのだからという前提で、謝罪とともに明かされたことだったので、……この胸一つに秘めていたことです」

「何、を」

「父は、前陛下を討っても、失われたその自我が戻らないことを知っていました。それでもやりきれず、くぐつにされた前陛下の前に膝をつき続けることもできずに、謀む反ほんを選んだ。計画のすべてを、伏羲真君に知られていると……およそ成功する見込みがないことを分かっていながら」

　そんな己の自己満足が、一族や部下に累るいを及およぼすと分かっていたのに。

「でも、国は巻き込めなかった。前陛下が必死に守ろうとした槐帝国だけは、切り捨てられなかったんです」

　声もない彗縹に、志紅は、言葉を尽くして訴うつたえてくる。

「……やっぱりあなたは、この国に必要な人なんだ。だから父は、計画の前に、国のために誰より優ゆう秀しゆうに働くであろう、あなたのことを遠ざけた。それは李副官ご自身が、よくご存じでしょう。父の想いを、無む駄だにしないでください。俺は、……あなたには、これからもこの国を一緒に守ってほしい……！」

　その緋色の双そう眸ぼうを呆ぼう然ぜんと見つめながら、──彗縹は、ああ、と己の胸中を探さぐった。

　この、敬愛する上官と同じ眼を持つ青年が、眩まぶしかった。彼が、守りたいものを守り切る瞬間が、見たかった。だからこそ、一も二もなく、無む謀ぼうな簒さん奪だつに手を貸した。

　そして、同じだけ羨うらやましかった。

（私も、あの人とともに逝いきたかった。その最さい期ごの瞬間を、この目で見届けた後で。死出の旅路でも、連れて行ってほしかったのだ）

　けれど結局、志紅は死ななかった。

　そして、彗縹と同じ、希望を失った屍にもならなかった。

　雛花公主が、彼の命を救うと同時に、生きる理由も与あたえたからだ。

「はははっ……！」

　その瞬間、彗縹は、声を上げて笑っていた。

「やっぱり親子だ。似ておいでですね」

「？」

「お父ぎみに。荊志青将軍に」

「……ええ、と」

「そういう、肝かん心じんなところで甘あまっちょろいところも含ふくめて、本当にそっくりだ」

　ふわりと空気を緩める彗縹に、志紅はいかにも反応に困った様子を見せた。そんな戸と惑まどいを斟しん酌しやくしないそぶりで、彗縹は「そうそう」と思い出したように手を打ってみせる。

「これを渡わたしておきましょう」

　外して差し出したのは、腰に垂らした翡ひ翠すいの佩はい玉ぎよくだ。獅し子しを象かたどったそれは、禁きん軍ぐんの柱ちゆう国こく大だい将しよう軍ぐんを示す徽き章しようで、紐ひもを赤い色に差し替えてある。

「黄熊と連れん絡らくを取る時に、身みの証あかしとして使っていたものです。これがあれば、より彼に近づきやすいと思いますよ」

「！　ありがとうございます」

　一瞬怯ひるんだものの、志紅はためらわずそれを受け取った。

　その途と端たん、彗縹はつい、唇を開いた。

「ご武運を祈いのりますよ。……大きくなられましたな、志紅さま。あなたにはもう、誰の庇ひ護ごも必要なかったのだと、私だけが認めたくなかったようです」

　その声に、志紅は息を吞のむ。

　彗縹の顔を束つかの間ま見つめた後、彼は、視線を伏ふせて再び拱手を捧ささげてくる。

「だとしても。俺はやはり、あなたを第二の父だと思っていましたよ」

　そう言い残し、迷いを断たち切きるようにすぐさま踵きびすを返かえす青年の背を、彗縹はただ、じっと見つめ続けていた。
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（志し紅こうさまは、無事に彗すい縹ひようさまとお話ができたかしら。わたくしのほうは、伏ふつ羲き真しん君くんとは……本当に、すんなりお会いできそうだけど）

　いっぽう、伏羲の待つ居室の前に通された雛すう花かは、汗あせの滲にじむ両手のひらを握り込み、中に呼ばれる時を待っていた。

　今この身に纏まとう美しい緋ひ色いろの深しん衣いは、嫦じよう娥が亭ていで借りたものだ。

　真しん紅くは、槐かいでは古来より花はな嫁よめ花はな婿むこの色だ。そして、深衣は、草そう創そう期きに渾こん沌とんより持ち込まれた、最初の文化。

（深衣のほうが、より真君の記き憶おくの中の女じよ媧か娘にやん々にやんに似ると思って用意してもらったけれど。……花嫁衣い装しようをこんなところで着るはめになるなんて）

　古代趣しゆ味みも、花嫁の装よそおいも、妓ぎ楼ろうではよく好まれる趣しゆ向こうだ──とは、雛花を嬉き々きとして飾かざりつけてくれた、嫦娥亭の妓ぎ女じよたちの言である。

　藍あいを帯びた髪かみには金銀の歩ほ揺ようとお守り代わりの七しつ宝ぽう胡こ蝶ちようの簪かんざしを挿さし、大輪の遅おそ咲ざき牡ぼ丹たんで彩いろどりを添そえる。鳳ほう凰おうの飛ひ翔しようする刺し繡しゆうが施ほどこされた紅一色の衣装は、微び妙みように色合いの異なる羅ら紗しやが幾いく重えにも重なり、まるで雛花自身が一輪の花になったようだった。首や手首には紅こう玉ぎよくの環わが飾られ、耳には花はな弁びらを模した耳みみ墜かざりが垂れる。

　護衛についてきてくれた珞らく紫しとは、伏羲のもとに通される前に、早々に引き離されてしまったが、それも込みで計画に沿って事態は動いている。

（珞紫はちゃんと脱ぬけ出だして後宮に着けたかしら。さすがに、暴徒たちがなだれ込んでくるのが分かっていて、灰かい英えいたちをそのままにはしておけないわ。煉れん兄にいさまの帰りを待つと言い張ると思うけれど、やっぱりなんとかして、一時的にでも避ひ難なんしてもらわないと）

　しかし、それが可能かはいささか怪あやしい。なにせ灰英たちには、念のために逃げろとあらかじめ伝えているのだが、やはり頑がんとして聞き入れてくれなかったのだ。業ごうを煮にやした珞紫がじかに説得に行ってくれたのである。

（ちゃんと、逃げてくれているといいけれど……）

「入れ」

　ややあって中から急せかす声がし、考え事を打ち切って雛花は顔を上げた。翡ひ翠すい色いろの絹地の履くつをそっと上げ、侍じ従じゆうたちが両側に開いた扉とびらから、その内側に踏み込む。

　ばたん、と背後で扉が閉まった。その音に、来たからには後あと戻もどりはできないのだと悟さとる。

（黄おう熊ゆうのことは、きっと志紅さまがどうにかしてくださる。そう信じるしかない。そして、今この時をおいて、伏羲真君を説得できる機会はないわ。女じよ媧か娘にやん々にやんの想いを伝え、消滅を受うけ容いれていただかなくては）

　そう。伏羲真君を説き伏せられなければ、自分はここから出られない。覚かく悟ごを決めて、雛花は毅き然ぜんと前を見た。

　黒こく煉れん──否いな、伏羲は、室へやの奥にある寝台に腰かけているらしい。垂れた玉やうすぎぬの向こうに、姿が透すけて見える。

（志紅さまも、この、同じ時に戦っているはず……）

　少しだけ勇気をもらえた気がして、雛花は臆おくせず進むと、そのまま優ゆう雅がに跪ひざまずいた。

「陛へい下か。お呼びと伺うかがい、末まつ妹まいの藍雛花が参りました」

「そう堅かた苦くるしい挨あい拶さつはよい。面おもてを上げよ」

　降ってきた声は、紛まぎれもなく黒煉のもので。

　──〝なんだよ水くせえな！　叩こう頭とうも跪き礼れいも必要ねえよ〟

　けれど、いつもはそう続くはずの言葉がなく。はっと顔を上げた雛花の目に飛び込んできたのは、寝台から立ち、室内着の上から龍りゆう袍ほうをはおった黒煉だ。

（……いいえ。煉兄さまじゃないわ）

　その黄金の双そう眸ぼうを見て、雛花は落らく胆たんする。

　顔形や色はたしかに異母兄あにのもの。ただし静せい謐ひつすぎるそれは、かつての無む邪じや気きさも希望もなく。落ち着きはらい、ひどく虚うつろな、別人のものだった。

　──〝伏羲お兄さま〟

　胸の内で、女媧が騒さわぐ気配がする。お兄さまと話をさせて、と懇こん願がんする彼女に、雛花は一瞬だけ逡しゆん巡じゆんしたのち、息を詰めて己の意識を沈めた。

　途と端たんに、ぐんと外に引っ張られる心ここ地ちがし、気づけば雛花は、伏羲と、礼を解いて立ち上がった己おのれの身体とが対たい峙じする様子を、宙に浮いて見下ろしていた。

「……伏羲お兄さま。おひさしゅうございます」

　ぽつりと己の唇が告げた言葉に、伏羲が絶句する。

「お前……女媧……？」

「はい。もう、お目にかかることはないと思っておりましたが。改めて、大切なお話があって、参りました」

　顎あごを引く雛花──女媧に、黒煉に宿った伏羲は、しばらくそのまま声を失っていたが。

「ふふ、……」

　不意に、薄い唇くちびるが奇き妙みように歪ゆがむ。

「ふ、あははは！」

　その場で、伏羲は身を折って哄こう笑しようした。

「ははは、なんだ、丹たん朱しゆの奴やつめ。女媧は滅したなどと、くだらぬ謀たばかりを。……こうして生きて、我わが前におるではないか！　さあ妹よ。我が妻よ。こちらに来て、顔を見せてくれ」

「伏羲お兄さま！　違います、話を聞いて。わたくしは、あなたと生きるために来たわけでは……！」

「桃とう華か源げんの人間のために滅ほろびたいなどといういつかのたわごとなら、聞かぬぞ」

（駄だ目めだわ、ぜんぜん聞く耳持ってくださらない……どころか、ちょっともう話ができる感じではなくなってますわね!?）

　はらはらしながら見守る雛花の前で、犬けん歯しを剝むき、凄みを帯びた笑顔の伏羲に、女媧は首を振ふって一歩後ずさる。しかし、伏羲はさらに大おお股またで彼女に歩み寄ると、その頰ほおに手を伸のばそうとした。

『待ちなよ』

　伏羲を制止する声とともに、ぱきん、と光の粒つぶが散り、その場に丹朱が姿を顕あらわす。

　なんの力も持たない幻まぼろしとしてなら、女媧が雛花の身体を使っている時でも、表に出てこられる──と彼が話していたことを、雛花は思い出した。

「丹朱、貴様……なぜここに」

『お触さわり前に頭冷やすことだね。君らにちゃんと話をさせに来たのさ。僕らは』

　少し離れて見守る雛花と違い、女媧を隠かくすように間に割って入る丹朱に、伏羲はしばらく顔をしかめていた。

　しかし、やがて、低く押おし殺ころすような声で呻うめく。

「そういうことか」

（え？）

「女媧、お前。我が前に、しばし姿を見せぬと思ったら、丹朱に心変わりしておったのだな」

『違う!!』

　言葉も出ない女媧に代わり、丹朱と雛花の突っ込みが被かぶる。

　呆気に取られていた女媧も、やがて、おろおろとかぶりを振った。

「あの、お兄さま、断じてそういうわけでは」

「黙れ。言い訳なぞ聞きたくない。そうか、そうであったか。お前たちはもともと許嫁いいなずけだっただろう。千年変わらぬ想いでいたのは、我だけだったということだ。とんだ道どう化けだな」

「話を聞いてくださいませ！」

　まるで言葉の通じない伏羲に、雛花はどっと脱だつ力りよくした。とはいえ、実際の身体は女媧に貸しているので、気持ちだけ肩が落ちる。

（わあ、千年モノのこじらせ男子めんどくさっ……不敬だけれど！）

　どうしますの？　というか、昔からこのかたがたってこうだったの？　と、傍かたわらの丹朱を見やると、知らないよ、僕に訊きかないでよ、と孔雀緑の眼が訴えてきた。ちょっと帰りたくなる。

　最初はどうにか落ち着いて話をしようと宥なだめていた女媧だが、だんだんあらぬ嫌けん疑ぎが深まるにつれ、腹が立ってきたらしい。

「ああもう、お兄さまの分からずや！　ほんっと、伏羲お兄さまって昔からそう！　ちっともわたくしの話なんて聞いてくださらない！　見けん当とう違ちがいの誤解なんてなさらずとも、丹朱お兄さまのことなんてわたくし、昔から仲の良いいお友達以上にはどうともなんとも思っておりませんもの！」

『ヴフッ』

　不意の流れ矢が飛んできて、他ひ人と事ごとのように呆あきれ半分の笑顔で見守っていた隣の丹朱が、胸を押さえて呻うめいた。「おかわいそうに……」と雛花は合がつ掌しようする。多少イイ気味だと思ったのは内ない緒しよだ。

「それを言うなら、お前こそ……！」

「なんですって、お兄さまこそ！」

　今や完全に、──皇帝の居室は、怒ど濤とうの痴ち話わげんかの場と化していた。

（えっ、ここまで何しに来たんですっけ、わたくし）

　先ほどの流れ矢の命中からいまだに立ち直れないらしい丹朱を眺ながめつつ、雛花は遠い目をする。しかし、ひっきりなしなその言い合いを聞いているうちに、雛花はふと思うことがあった。

（……あら。ひょっとしなくても、このおふたり。お互たがいの不満をちゃんと声に出して、本音のぶつけ合いの喧けん嘩かをしたのって、今がはじめてなのではない？）

　きちんと自分の本心を伝えることは大事だ。──そのことを、雛花も志紅を相手に、最近思い知ったばかりだった。

　けれど、咎とが人にんとして手を取り合って逃げ、互いに互い以外によりどころのなかった二神は、それこそ何もかもを胸に秘めてきたのかもしれない。長く時が経たつほど、声は出しにくくなる。それが、千年ともなれば、察するにあまりある。

『あのー、おふたりさん？　民の暴動がすぐそこまで迫せまってて、わりと焦あせったほうがいい状じよう況きようなんだけど、って聞いてないか……』

　傷心も癒いえていないだろうに、額を押さえてたしなめようと試みる丹朱の肩を叩いて後ろに下がってもらい、雛花はなりゆきを見守る。

　やがて、体力が尽きたのか罵ば倒とうの文句がネタ切れしたのか黙り込み、お互たがいに息を切らせつつ、両者は睨にらみ合う。

『なあ、女媧』

『なんですの。お兄さまの言葉なんて、わたくしもう……』

　不意に、沈ちん黙もくを破って呼びかけた伏羲に、反射的に女媧は嚙かみついたようだが、やがてその翠みどりの瞳は大きく開かれた。

　なぜなら、伏羲が、どこか寂さびしそうな、けれど満足げな、複雑な笑みを浮かべていたからだ。

「……そんな風に怒おこるのだな、お前は」

「伏羲お兄さま？」

「いや、違うか。そんな風に怒っていたし、もっと弾はじけるように声を上げて笑っていたし、大粒の涙を零こぼして泣きじゃくってもいた。かつて、渾こん沌とんにあった時は……」

「え……」

「忘れていた。たった今まで。女媧……お前の、本来の表情を」

　訥とつ々とつと、伏羲は言葉を継ついだ。

「お前の悔恨を、慙ざん愧きを……我は何度も訴えられていたのにな。気づきたくなかったのだ。お前が我とともにあることに、一いち抹まつでも不幸を感じているのだとは」

「！　それは違います。わたくし、自分が不幸だと、思ったことはございません。一度も。一瞬も」

　弾はじかれたように顔を上げ、女媧は彼に縋すがった。

「でも、わたくしたちが幸せであるために、誰かが不幸であることは、もう耐たえられない。それだけなのです。過去の犠牲を……償つぐないきることは、できないけれど、でも。お願い、伏羲お兄さま。わたくしは、滅びる時ですら、あなたとともにでありたい」

「そう、……だな」

　胸に飛び込んだ女媧を抱きとめ、きつく腕うでに閉じ込めながら、「ああ」と伏羲はため息のように零した。

「この千年、我もまた、じゅうぶんに幸せであったよ」




　──お前とともに、滅びを受け容れよう。




　その言葉を聞き届けた瞬間、雛花は、ほっと胸のつかえが取れるのを感じた。

（……よかった）

　彼らの重ねてきた罪と、積み上げてきた屍しかばねは数知れない。

　でも、己の目的を果たすためとはいえ、彼らがこの桃華源を、心を尽くして守ってきたのも、たしかなのだ。

（過去の天てん后こう、皇こう帝ていは蘇よみがえらないけれど。これからの槐かいに、今が繫つながるのならば）

　千年彼らに変わらず仕つかえ続けてきた宗室の一員としては、この顚てん末まつを見届けられたことは僥ぎよう倖こうなのだろう。

　頭こうべを垂れて目を閉じる雛花は、ふと、窓の外が騒がしくなっていることに気づいた。

　そういえば、ここは禁きん城じよう外廷の特別な室で、ちょうど真下に前庭を望める位置にある。本来、皇帝の居室は内廷にあるが、晴せい乾けん宮きゆうが消え去ったための特別な措そ置ちらしい。

（とうとう、獬かい[image: ]ち党とうが城門を破ったのだわ。もう少ししたら、ここも危なくなる。どうしよう、二神にお声をかけたほうがいいかしら。いやでもここで『感傷にふけってないで、ちょっと場所を変えてください』って言うの？　わたくしが？　無理ではなくて？）

　さて弱った、と頭を抱かかえる雛花の肩を、丹朱が指先でとんとんと叩たたいた。

『あのさ雛花』

『なんですの？　わたくし今考えごと……』

『ああ、うん。僕もね、心おきなくさっきの衝しよう撃げきをやりすごしたいところなんだけど。アレって、計算違いじゃないのかな？　って訊いておきたくてさ』

『アレってなんですの？　獬[image: ]党が禁城に押し入ってくることなら、別に織おり込み済みだけれど……えっ!?』

　鬨ときの声こえや破は壊かい音おんはするが、剣けん戟げきの音はないのが救いだったはずなのに、いつの間にか下から悲鳴や怒ど号ごうが響いてくる。

　窓に飛びついた雛花は、口くち許もとを押さえた。

『珞紫！　灰英！　皆みなさま……！』

　前庭の前方に、獬[image: ]党員に剣や槍やりを突きつけられ、囲まれる彼女たちの姿がある。

（どういうこと。どうして珞紫や灰英が……）

「これ、年寄りは大事にせんか！」

「故郷のおばばが泣いておるぞえ」

　老ろう妃ひ嬪ひんたちの非ひ難なんじみた声も聞こえてくる。「暴力反対！　年ねん功こう序じよ列れつ！　出前迅じん速そく、落書き無用！」と叫さけぶ珞紫のそれも聞こえた。みんな思ったより、元気かもしれない。

　戸惑う雛花の耳に、不意に、突つき刺ささるような呼びかけが朗ろう々ろうと響いた。声はまだ幼い。

『伏羲。……丹朱と、その器よ。どこにおるのじゃ？』

（……黄熊！）

　唇を嚙む雛花の姿が見えているわけではないだろうに、黒こく紫しの深衣姿の少年が、静かに前庭に進み出てくる。暴徒たちが、波が引くように自然と道を開けた。

『こちらもそれなりに情報は得ておってな。禁城に残ったわずかな人間を逃がそうと、何やらこざかしく立ち回っていたこの女どもは、おぬしらの仲間であろう』

　ぎりっと拳を握りしめる雛花の傍らに、いつの間にか、蒼あおざめた女媧が立っていた。

「あれは黄熊さま……！　まさか、そんなこと、まで。どうしましょう、雛花……」

　唇を嚙んで俯うつむく雛花に、黄熊は淡たん々たんと脅おどしをかけてくる。

『すぐに、ここに出て来い。この、前庭の壇だん上じようにな……。婆ばばどもの余よ命めいを早め、首を順じゆん繰ぐりに刎はねる光景を見たくないならのう』

（……っ、外げ道どうなことを考えるものね！）

　窓まど越ごしに、見た目ばかりは頑がん是ぜない子どもの姿をしたばけものを睨み下ろし、雛花は女媧を振り向いた。

『女媧娘々、申し訳ございません。一度、わたくしに身体をお返しいただいて構いませんか。どうしようにも……出て行くしかないでしょうから』

「……だが。そんなことをすれば、お前は……。死ぬつもりか？」

　眉まゆ根ねを寄せてこちらを案ずる伏羲に、どこか黒煉に近いものを感じ、思わず雛花は淡あわく笑んだ。

『──いいえ』
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　禁きん城じようの前庭に詰めかけた暴徒を、彼らの首しゆ魁かいである黄おう熊ゆうは、無感動に見やっていた。

（たわいないものよのう）

　彼がいるのは、広大な前庭をすべて見はるかす、皇こう帝ていの立つべき最上段だ。

　通常は、朝礼のために百官が整然と並び、二に跪き八はち叩こう頭とうの礼を捧ささげるはずのそこには、今、身分も官位もなくぼろを纏まとい、薄うす汚よごれた武器を持った男たちが所ところ狭せましと押おし寄よせている。兵も農も工も商も一緒くたになり、成じよう就じゆしつつある反乱への熱に浮かされていた。

（何が獬かい[image: ]ちだ。我ながら、ようもほざくもの）

　黄熊は自じ嘲ちように唇くちびるを歪ゆがめた。ちなみに獬[image: ]を名乗ったのは、かつて神しん獣じゆう白はく澤たくを騙かたり、渾こん沌とんの情報を伏ふつ羲きや女じよ媧かに漏もらした、丹たん朱しゆへの意い趣しゆ返がえしだ。

　禁きん軍ぐんが早々に警護に見切りをつけることは、黄熊も知っていた。なにせ、他でもない最高司令官たる彗すい縹ひようが、彼の協力者だからだ。

（大気に怨えん嗟さが満ちておる。ここまであやつらの定めた理ことわりに異いを唱える者で溢あふれては、もはや桃とう華か源げんの守りはあってないようなもの。渾沌から、手て下かを呼ぶにも、そろそろ頃ころ合あいかのう……）

　伏羲の命を絶つのはもちろんだが、他でもない民の手で秩ちつ序じよの象しよう徴ちようである皇帝が消えれば、韻いん容よう五ご彩さいの糸目はほどける。

　あとは、呼び寄せた黄熊の手下たちが一いつ斉せいに桃華源になだれ込み、この忌いまわしい罪人たちの砦とりでを、跡あと形かたもなく破壊してくれるはずだ。

　無論、今このきざはしの下で、皇帝を血ち眼まなこになって捜している暴徒たちは、黄熊の目もく論ろ見みなど知るよしもないだろう。ともすると、死ぬ間ま際ぎわまで何が起きているのか分からないままかもしれない。

（……お人形あそびの後始末をさせられていると思うと、面おも白しろくはないが。その時には、せめて苦しまぬよう片をつけてやるか）

　白い面おもてに一切の表情を浮かべず、碧あおい眼まなこで無感動に一連を見守っていた黄熊は、遠くから「皇帝が現れたぞ！」と叫ぶ声に、ふと顔を上げる。

　やがて、やや遠巻きに獬[image: ]党員に囲まれながら、自みずからの足で同じ壇上にやってきた人物を見て、黄熊はにやりと頰を緩ゆるめた。よく見れば、その後ろには、彼の妹によく似た娘も従っている。

（おや。これはこれは）

　獬[image: ]党員に槍を突きつけられつつこちらに歩を進める彼らを、黄熊は、悠ゆう然ぜんと立って待つ。

　数歩の距きよ離りをおいて対たい峙じし、まじまじと見たその顔に、よくもまあ、元のおもざしにこうも似た器を見み繕つくろったものだと、少し感動した。

『……久しいのう、伏羲。死んだ妹の身代わりまで引き連れて、道みち行ゆきはさぞ愉たのしかろうな？』

　嘲あざけるように声をかけると、黒こく煉れん帝てい──伏羲は、はっと顔を上げた。

「黄熊。……千年ほど逢あわぬ間に、ずいぶん悪あく趣しゆ味みになったものよな」

『そういうおぬしはお優しくなったものよの。こんな羽虫どもの命を惜おしんで、のこのこ姿を現そうとは』

「違いない……これ以上、無む辜この民を屠ほふってくれるなと、妹が我を止めなければ、こんな小こ蠅ばえども皆みな殺ごろしにしていたとも」

　射い　ぬ貫ぬくような金色のまなざしに、黄熊はたまらず深しん衣いの袖を口元に押しつけて哄こう笑しようした。

『はははっ、なんじゃ、そこな小こ娘むすめを本当に妹扱あつかいしておるのか！　おぬしの妹なぞ、とうに丹朱の腹の中であろうに！』

　嘲あざけりついでに、伏羲が庇かばうように背に隠している娘を、ひょいと覗のぞき込んでみる。孔く雀じやく緑みどりのまなざしにも睨にらまれ、ますます愉快な心地になった。

『まあ、無理からぬこと。見るほどに媧か児じにそっくりじゃ、ほんにうまく器を作ったものよのう。おぬしの顔もようできたものじゃがな』

『……そうじゃなくて、本物の女媧が入ってるんだよ。その子に』

　不意に、聞き覚えのある声が響き、目の前に金色の光が散った。

『……丹たん朱しゆか。ああ、その娘はおぬしの器であったのう。それより聞き捨てならんぞ。その娘に、媧児が宿っているじゃと？　殺したのではなかったのか？』

『僕が取り込んで、隠してたんだ。あれ、言ってなかったっけ？』

『なんじゃと……!!　丹朱、貴様、何度渾沌を虚こ仮けにすれば気がすむのか！　──まあ、よいわ』

　碧い目を憎にく々にくしげに細め、黄熊は最後に吐き捨てる。

『目め障ざわりなその命もここまでじゃ。そこな娘を殺せば、おぬしも、媧児も、みな滅ぶ』

　黄熊は、改めて黒煉帝と雛すう花か公こう主しゆ──伏羲と女媧の器に視線を戻もどす。

　途端、一斉に、広場を埋うめ尽つくす暴徒たちから歓かん声せいが上がった。

「何が皇帝と天てん后こうだ！　何が創世の神だ！　おれたちを騙だましやがって」

「殺せ！」

「殺してしまえ！」

　口こう角かく泡あわを飛ばす民の熱気が押し寄せ、彼は目を眇すがめる。

　素す晴ばらしい。彼らの創った世界が、彼らを殺せと呪い、叫んでいる。千年越しの悲願を達成するのに、こんなに相応ふさわしい舞ぶ台たいはない。

『ほうれ、おぬしらの創つくった人形たちも、こう言うておることじゃ。儂もそろそろこの芝しば居いに飽あいた。双そう方ほうとも、とく、その首をこちらに差し出すが──』

「いいえ、滅ぶのはあなたのほうですわ。……【檮とう杌こつ】黄熊」

　黄熊の台詞せりふを遮さえぎり、こちらを睨んでいた雛花公主が、吐き捨てるように言い放った。

（なに？）

　羽虫も生き物で、人形にも命めい数すうがある。黄熊の信条ではあるが、それでも、取るに足りない作り物ごときに愚ぐ弄ろうされるのは、心が波立つ。

『痴しれ者ものが。儂自らが成せい敗ばいしてくれようか』

　喉のど奥おくを鳴らし、興奮に沸わき立たつ血に促うながされるまま、黄熊が一歩、前に進み出た──その時だ。

　ドスッ、と。

　自らの胸が、奇妙に鈍にぶい音を立てた。

（な、……に）

　痛みはない。そこに灼しやく熱ねつの塊かたまりがある。

　声を上げようとして、代わりに赤いものが口から溢れる。とっさに掲げた手には、血ち潮しおに染まる白銀の長い刃やいばが当たった。

「そこまでだ」

　耳じ朶だに囁ささやかれ、動きの錆さびついた首を、どうにかそちらに振り向ける。

　そこでやっと、黄熊は、自らの胸を背後から刺さし貫つらぬく男の存在を知った。緋ひ色いろの眼光が、鋭くこちらを見み据すえてくる。

（……こやつ……先代の、簒さん奪だつ帝てい……！）

　ずっ、と刃が滑すべり、濡ぬれたそれが引ひき抜ぬかれると、赤い水の代わりに傷口からは【血】の文字が溢れた。

（丹朱の、四し凶きよう【渾こん敦とん】の力か……！）

　しん、と静せい寂じやくがその場を覆おおった。

　誰も、何が起こったのか分からないらしい。

　黄熊はその場に膝をつき、刺し客かくを睨み上げる。刃に触ふれた指先も、【肉】や【皮】【骨】の字に分解されて消えようとしていた。

（傷が広がっていく。止まらぬ。このまま、消える）

『黄熊。……ごめんね』

　油断なく剣を構え直す青年の後ろに、こちらを静かなまなざしで見下ろす丹朱の姿がある。激痛の中、黄熊は目を剝むいた。

（おのれ）

　罪人どもが。

　裏切り者めが。

　羽虫ごときが。

　この、【檮杌】を。

（許すものか!!）

　ありったけの力を振ふり絞しぼり、黄熊は、絶ぜつ叫きようとともに同どう胞ほうを呼ばわる。

　その瞬間、自らを押し込めていた変へん化げが解け、彼の姿は宙にほどけた。
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　志し紅こうが、黄おう熊ゆうを討った。

　それはたしかに、計画どおりのはずだ。

　そう、──討ったはずだった。その瞬間を、雛すう花かも同じ壇上で見届けた。子どもの姿をした彼が突き殺されるのは、正直、目を背そむけたい凄せい惨さんな瞬間だったけれど。

　心臓を刺し貫けば、さすがの【檮とう杌こつ】も力を失い、桃とう華か源げんで形を保てなくなる。

　だが今、目の前にある光景をどう判はんずればいいのか。

「聞いてないわよ丹たん朱しゆ」

『言ってないからね雛花。っていうか、僕も予想外だったから……』

　雛花は呆ぼう然ぜんとしつつ、隣に呼びかけた。返事のほうも似たようなものである。

　黄熊の顔が怒いかりに染まり、その姿が溶とけ崩くずれ──一瞬の後、そこには、見上げるほどに巨きよ大だいな、赤い毛並みの虎とらが立っていた。そこまではいい。

（ここに集つどった獬かい[image: ]ち党とうに、首しゆ魁かいがばけものだとは知らしめたかったから……本ほん性しようを見せるのは構わないの。でもそれは少しの間だけで、あとはもう力ちから尽つきて渾こん沌とんに直帰するだろう、というのが、丹朱の見立てだった、……はずなんだけど!?）

　しかし。

　四し肢しを前に進めると、長い爪つめの下で、壇上に敷しかれた白い大理石が砕くだけた。虎の身体からだについた人面の頭があぎとを開き、天を仰あおいで咆ほう哮こうする。

「……【檮杌】、まだ動けるの……!?」

『いや、虫の息だよ。……このまま暴れて、渾沌に戻らず君たちごと消滅するのを選んだようだ。死にぞこないの悪あがきってタチ悪いよね』

　丹朱の言葉に、雛花はこくりと唾つばを吞のむ。

　ひと吹ふきでたちまちすべてを枯こ死ししめる、毒の吐と息いきを持つ四凶だ。魔まの中では、【渾こん敦とん】に次ぎ、恐ろしい力を持つという獣である。

（大だい丈じよう夫ぶ、まだ対処できる。四凶なら、女じよ媧か娘にやん々にやんの力で倒たおせる！）

　どうにか冷静さを取とり戻もどした雛花が、左手で人差し指と中指を揃そろえた印を結んだ、瞬間。

「え!?」

　頭上に広がる灰色の空が歪ゆがみ、巨大な丸いものが、いくつもぼたぼたと降ってくる。階段に転がったそれには、ぎょろりと丸い目玉と、枝切れのような手足がついていた。

　生き物とも思えない形を持ち、さらにその旺おう盛せいな食欲を示すように、かぱりと真っ赤な口を開けるばけものに、雛花は見覚えがあった。さらに追い打ちをかけるように、今度はその周囲の床ゆかから地表から、ぼこぼこと瀝れき青せいでも湧わくように、別の物体が盛り上がる。

（と、【饕とう餮てつ】が……何頭も!?　それだけじゃない。猙そうに、馬ば腹ふく、封ほう豨き、修しゆう蛇だ……数が多すぎて追い切れない。渾沌の魔が、こんなに……全部で何百、いえ、何千頭いるの）

　真っ赤な毛皮を持つ狼おおかみ、人面の虎とら、巨きよ体たいを持つ猪いのししや蛇へび……まるで、『白はく澤たく図ず』の見本市だ。

（ひ、……）

　この世の終わりのようなそのありさまに、雛花は立たち竦すくむ。

（夢で、見た……）

　地の果てまで続くような死し屍し累るい々の光景を思い出し、思わず口を押さえたところで、ふうっと目の前に影かげが落ちた。

　見上げた先では、まさに【檮杌】がこちらに向け、丸太のような前まえ肢あしを振り上げているところで──

「下がって、雛花！」

　叩きつぶされるかという刹せつ那な、力強い腕に身体が掬すくい上げられ、視界がぶれる。

　雛花は目を瞬まばたいた。次いで、先ほどまで己の立っていたところが、無む惨ざんな大穴の開いた瓦が礫れきと化しているのを確認する。冗じよう談だん抜ぬきに肝を冷やした。

「……志紅さま！」

　雛花を片かた腕うでに抱えたまま、もう片腕で【檮杌】の爪を斬り払はらった志紅に、雛花はたまらず呼びかける。

　長ちよう剣けんの持つ【渾敦】の力で、赤虎の丸太のような肢は、【血】や【毛】に【筋】、【肉】や【骨】などの文字に分解されては砕くだけ散ちる。

　痛みに叫んで飛び退すさり、警戒するように身を低くする【檮杌】に、雛花を地に下ろした志紅は、再び剣を構え直した。

「雛花、怪け我がは!?」

「あ、ありませんわ」

　そのやりとりを聞いたところで、ようやく、自失していた獬[image: ]党員たちは我に返ったらしい。

「ひいっ!!」

「渾沌の魔だっ……！」

　階段の上で、のそりと身を起こす奇き矯きような姿のばけものに、たちまち周囲に絶叫が満ちた。

　足音と悲鳴が入り混じり、誰もが広場から我先にと脱だつ出しゆつを試みる。

　ある者は他を押しのけてでも逃のがれようと両りよう腕うでを振り回し、倒れた者の上を別の者が踏みしだき、殺気立っていた前庭は、一転し阿あ鼻び叫きよう喚かんの様相をなした。

『はは、どうした羽虫ども。さっきまでの威い勢せいがかたなしじゃの』

「黄熊、貴様。渾沌の連中をこんなに……どういうつもりだ！」

　同じく呆然と一連を見ていたが、ぎりっと奥おく歯ばを鳴らしながら怒ど鳴なりつけた伏ふつ羲きに、醜しゆう悪あくなばけものの姿になった黄熊は、無感動に碧あおい目を向ける。

『どうもこうも。……見てのとおり、儂わしはそこの餓ガ鬼キの剣で、もう長くはないようでな。腹いせにでも、おぬしらの仮かり初そめの砦とりでが儚はかなく崩れるさまを見せつけてから、処刑してやろうと思ったまでじゃ。……もろとも滅んでしまえ』

　大気を震ふるわせる声で唸うなり、黄熊は笑った。牙の隙間から、ぼたぼたと血が零こぼれ落ちる。往おう生じよう際ぎわが悪いにもほどがある。

　その息が含む猛もう毒どくに触れ、獬[image: ]党の暴徒たちがもがき苦しんで倒れる。

（まずい）

「丹朱、女じよ媧か娘にやん々にやんと入いれ替かわって！」

『了りよう解かい』

　雛花が頼たのむと同時に丹朱の気配が消え、左手の蓮れん華か龍りゆう鱗りん紋もんが熱を持つ。女媧の声は聞こえないが、彼女がすぐそばにいるのだと実感した。

「──〝韻いんと容ようとで乾けん坤こんを描えがけ、我わが身みに降くだれ女媧娘々〟！」

　力任せに民を叩きつぶそうとしていたばけものたちの爪を、とっさに左手で書いた【隔へだてる】で防ぐ。

　彼ひ我がを分かつ文字の壁かべに守られたが、たった一いち撃げきで、それもたわんだ。

「うっ……」

　本物の女媧を降ろしたのははじめてだが、途端に心臓を引ひき絞しぼられるような痛みを覚え、雛花は顔を歪めた。彼女と同調して使う力は、予想以上に消しよう耗もうが激しい。

（駄目、長くはもたない！　でも、まだ……！）

　気力を振り絞って雛花は【解とく】を書いて毒を消す。さらに飢き渇かつの獣けもの、【饕餮】の群れには【満みつる】を放ち、動きを止めさせた。

「雛花さま！」

　一斉に外へと逃にげ出だそうとする人ひと込ごみを搔かき分わけて、こちらに駆かけ寄よってくるのは、珞らく紫しだった。その背後には、妃ひ嬪ひん軍団の姿もある。

「……珞紫、皆みなさま！　ここにいる全員を一か所に……わたくしのそばに集められる!?」

　一瞬、雛花の指示に眉まゆをひそめた珞紫だが、すぐに疑問を排はいして周囲に誘ゆう導どうをかけてくれる。

　やがて、どうにか集められた人々の上に、雛花は一気に【御ぎよ】の文字をかけた。

「なんだ、息が苦しくない……」

「これは……」

　周囲にざわめきと、安あん堵どにも似た空気が広がるが、どうにか攻こう撃げきを防いだものの、雛花は進しん退たいきわまっていた。

（あ、頭が、割れそう。息、できないっ……！）

　連続して書いた文字の反動は、雛花をあっという間に蝕むしばんだ。

　体中の血が沸ふつ騰とうして血管から噴ふき出だすような苦痛に、雛花は両足でどうにかその場に踏みこたえたまま、全身を震わせる。苦しい。苦しい。苦しい、助けて。誰か！

『雛花、雛花！　無理をしないで！　このままではあなたの命が先に燃もえ尽つきてしまう！』

　傍かたわらで、己おのれに宿った女媧が必死に呼びかけてくれているのが分かる。いいえ、そういうわけにも参りませんと苦く笑しようのひとつもお返ししたいが、あいにくと声すら出ない。

「くそっ」

　舌打ちした志紅が、雛花の周りの魔を【渾敦】の剣で斬りはらってくれている。だが、数が多すぎる。きりがない。

　しかも、有う象ぞう無む象ぞうの魔が入り乱れる中、【檮杌】だけは執しつ拗ように雛花を狙ってくる。赤虎の眼を貫き、引き抜いた剣から文字の雫しずくを払った志紅の腕に、背後から巨きよ狼ろうの形を取った別の魔が喰くらいついた。

（志紅さま！）

　雛花は動けない。

　彼の腕がそのまま食いちぎられるのを見ていられず、けれど目を背けることも閉じることもできずに固まる雛花の視界を、緋ひ色いろの袍ほうが横切った。

「世話が焼けますね」

（……彗すい縹ひようさま！）

　雛花が声を上げる暇もなく、その場に割って入った彗縹は、手にした剣でやすやすと巨狼の首を落とすと、「何を遊んでいる」と暴徒たちに交まじった己の部下に号令をかける。

　一連の事態についていけずに自じ失しつしていた兵たちは、その檄げきで我に返り、武器を取って魔に反はん撃げきを始めた。

　剣けん戟げきの音が響き、獣の唸り声と怒号や悲鳴が入り混じる。

　しかし、双方がぶつかり合う中、民に【御】をかけ続ける雛花の体力は、もはや限界に達そうとしていた。

（もう、意識が……）

　ふらつく足をどうにか支えながら文字の力を使う雛花の前で、絶えず剣をふるっていた志紅が、不意にぽつりと呟いた。

「……黒こく煉れん？」

「え？」

　彼も、【檮杌】すら、気づけばある一点を注視している。

（伏ふつ羲き真しん君くんじゃ、ない……）

　その、空気の違いを雛花も察する。

　そこには、禁きん色じきの龍りゆう袍ほうを風に翻ひるがえし、苦しげな呼吸を宥なだめるように脇わき腹ばらを押さえて立つ、槐かい黒煉の姿があった。




「……どうなってんだ、これ」




　ぼそ、と薄い唇が紡つむいだ口調は、やはり伏羲のものではない。

　紛れもなく、──黒煉のものだ。

「黒煉!?　きみ……！」

　走り寄ってその肩を摑つかんだ志紅に、ぼんやりと視線を合わせ、黒煉は緩ゆるくかぶりを振った。

「オレの、国に、何して、くれてんだよ」

「……煉れん……兄にいさま」

　一瞬、身を襲おそう苦痛も忘れて雛花が呼びかけると、異い母ぼ兄けいは、やはりどこか茫ぼう洋ようとしたまなざしで頷いた。

「まもるから」

　ぽつ、と。

　うつろな金色の眼を、警戒するように距離を取る【檮杌】に向け、黒煉は続ける。

「桃華源も、おまえらも」

「煉、兄さま？」

「死なせない。……壊させない、ぜったいに──」

　そう言って、彼は志紅を雛花ごと巻き込むように勢いよく突つき放はなす。

　予想外の動きに不覚を取った志紅は、彼から引きはがされて、雛花とともに壇上の床に肩をぶつける。

　さらに二人からよろよろと離れると、黒煉はぼそぼそと呟いた。

「──〝容と韻とで乾坤を抱いだけ。我が身すべてをかたしろに、我が身に降れ伏羲真君〟」

　褐かつ色しよくの指が宙に描いたのは、その容いみで余さず巻き終えた糸を、その韻おとで結び目や節目を表す文字。

　たった一文字の中に、完結、死、最さい果はて、物事の尽きる瞬間のすべてを内包する。




　──すなわち、【終おわる】と。




「煉兄さま!?」

　その瞬間、視界いっぱいに閃せん光こうが爆ばく発はつした。





[image: ]






『雛すう花か。雛花、起きて』

（……？）

　耳みみ許もとで誰かが囁ささやく声に、雛花は重い瞼まぶたを開けた。

　視界に飛び込んできたのは、己おのれとよく似たおもざしだ。

「女じよ媧か、娘にやん々にやん？」

「気がついてよかった、雛花」

　その後ろから、志し紅こうも顔を出す。丹たん朱しゆの姿もあった。

　背中に冷たく硬かたい感かん触しよくがあり、気を失って床に寝ねかされていたのだと察する。

「わ、……わたくし……？」

（どれくらい眠っていたの？　場所がそのままなら、ここは、禁きん城じよう前庭の壇上で……え？）

　ずきずき痛む頭を押さえながら上半身を起こした雛花だが、すぐに周囲の異常さに気づいて目を瞠みはる。

「なに、これは」

　真っ暗なのだ。

　ただ、夜になったというだけではない。雛花たちをぽっかりと囲むように、そこだけ巨大な白く明るい色のある半球状の空間があり、向こう側には、のっぺりした暗い闇やみが広がっている。

（獬かい[image: ]ち党とうの、民は……）

　眼下にへたり込み、同じように白い空間に守られながら、奇妙な光景を見上げている人々の姿を認め、雛花はほっと胸を撫なで下おろす。

　虚きよ無むの空間の中には、よく見れば、いくつもの文字が、きらきらと銀の星くずのように舞まい散ちっている。文字の種類はさまざまだ。【声】、【血】【肉】などの他に、【牙】や【爪】が見え、さらに個体の名めい称しようらしきものもある──うちひとつに【黄おう熊ゆう】を認め、雛花は身を竦すくませた。

（……渾こん沌とんの魔まは!?）

　目を凝こらせば、文字の躍おどる闇はまったくの漆しつ黒こくではなく、半はん透とう明めいになっており、向こう側の景色が透かし見える。

　なおかつ、全体では、巨大な塊かたまりになっているようだった。

　お椀わんをひっくり返したような形だが、もう、前庭をすっぽり覆おおい尽つくすほどの大きさがある。よく見れば、本来は球体で、なかば地べたにめり込んでいるだけのようだ。

　巨大な球は、少しずつ径けいを広げているらしい。闇色の膜まくに覆われた景色の向こうでは、渾沌の魔が入り乱れて飛び回り、逃にげ惑まどっている。

　球体から黒い手のようなものが伸び、魔を一体捕とらえる。猙そうだった。長く尾おを引く断だん末まつ魔まとともに、狼に似た赤い獣は闇に吞のまれる。同じように、またたく間に数体が消えていった。

（この闇。渾沌の魔ばかりを、狙ねらっている……）

「女媧娘々……これは、何が起こっているのですか」

『伏ふつ羲きお兄さまの力です。いいえ、皇こう帝ていの意志で、文字が魔を喰らっているの。民はみんな無事よ。この力は、桃とう華か源げんのものを傷つけない。でも、……黄熊さまや他の皆みなは』

　あれこれと尋ねる雛花に寄より添そい、女媧が答えてくれる。

（煉れん兄にいさまの……？）

　声もない雛花の足元に、するりと小さな影が寄る。

　視線を落とせば、それは手のひらに乗る程度の大きさの、黒い蜥蜴とかげだった。

「伏羲」

（え！）

　志紅の呼びかけで、蜥蜴の正体を知った雛花は驚おどろく。

「伏ふつ羲き真しん君くん……？　煉兄さまに宿っておいでなのでは」

『本体はな』

　どうにか意識と力の一部だけを弾はじき出だして逃れてきたのだと、伏羲は苦々しく語った。

『やれやれ、我はすっかり器うつわを見定める目を失っていたようだな。槐かい黒こく煉れんめ、たいした奴やつだ。我が覇は気きが衰おとろえ、立場を逆転する隙すきを、虎こ視し眈たん々たんと狙っていたとは……』

　蜥蜴の姿の伏羲は力なく呟つぶやき、うなだれる。

　桃華源に渾沌の魔の大群が襲しゆう来らいする事態、そして雛花と志紅の窮きゆう地ちに、黒煉の「守らなければ」という思いがほとばしったのだろう。最後の力を振り絞った。

　だが、同時に、文字の力を暴走させてしまったのだという。

　言葉を途と切ぎれさせた黒い蜥蜴の後を、すぐそばで彼を見下ろしていた丹朱が引ひき継ついだ。

『ほーんと、派は手でにやってるねえ。彼が書いたのは【終おわる】だ。きっと、黄熊が呼び寄せた渾沌の魔を喰らい尽つくせば、事態の【終】わりとみて、あの力は止まるはず……だけど』

「けど……？」

　ぼんやり広大な闇を見上げていた雛花は、最後に添えられた逆ぎやく接せつの詞ことばに目を瞬しばたたく。

『そんなの人間に扱いきれる力じゃないからね。【終】が収束した時、それは同時に、黒煉帝の命の終しゆう焉えんも示すはずだよ。まあ、それですむならめでたしめでたし、じゃないの。彼、もともと死ぬつもりだったんだし』

「な……んだと!?　そんなことをして、そもそも今の黒煉はどうなっているんだ!?」

「どうにかして止めることはできないんですの!?　【渾こん敦とん】である、あなたの力でも？」

　切せつ羽ぱ詰つまった表情の志紅と雛花が、口々に詰め寄って身を乗り出すのに、丹朱は『待って待って、順繰りに答えるから』とのけぞる。

『僕の力は、あの【終】と似たようなものだよ。少なくともじかには、あれの助長はできても止めることはできないね。ぶっちゃけると、僕の力まで解放したら、今度は桃華源ごとおしまいだ』

　それから、と丹朱は一度言葉を切る。

『黒煉帝の身体なら、僕らのすぐ近くに……あの【終】の中心にいるよ。力の核かくになっている。吞まれた黄熊や他の魔と同じで、ともすると細かく文字に分解されているかもね。だからもう、何をやっても無駄じゃない？』

　皮肉っぽく唇を歪ゆがめる丹朱を鋭く睨み、「お前……！」と血相を変える志紅を手で制し、雛花は一歩踏み出す。

「少なくともじかには、って言いましたわね。では、直接でなければ、あなたにも何かできることはあるということ？」

『……相変わらず、耳ざといね？』

「それが取とり柄えですもの」

　伊だ達てにひとを羨うらやんでばかりで生きてきたわけじゃないのよ、と胸を張る雛花に、丹朱は嘆息して補足をくれる。

『そうだねえ、あれと相対して、打つ手があるとすれば。ここにいる伏羲の〝残り〟の器に誰かがなって、女媧と協力して、あの【終】を相そう殺さいするっきゃないよ』

「！」

『うまく間に合えば、黒煉帝を救えるかもしれない』

　やっと示された希望に、雛花が顔を輝かがやかせると、丹朱は苦い顔で首を振ふる。

『……けど、勝算はないに等しい。それに、重たい問題がいくつか』

「え……」

『残ざん滓しとはいえ、伏羲には無論新しい生いけ贄にえが必要だ。──そして、器になれるとしたら、志紅。かつて伏羲を一度身に宿していた、君だけだね』

「！」

　志紅が軽く目を瞠る。

「……もう一度、俺がこの身に伏羲を宿すと？」

『そういうことさ』

　そして、器の交こう換かんには、伏羲自身の同意も必要だ、と丹朱は続けた。

『あとね。あれだけの破は壊かい力りよくの文字を止めようと思えば、女媧の力を限界まで使わなければいけない。雛花、君の命は保証できないよ。それでもいいの？』

　指し摘てきに苦りきった顔をする丹朱に、「でも、煉兄さまを救うのに、他に選せん択たく肢しはないのでしょう」と雛花は肩の力を抜ぬいた。

『まあ、そうなんだけど！』

「もちろん、否いなやもなくてよ。それにね、わたくしは嬉うれしいの」

『嬉しい？』

　怪け訝げんそうな丹朱に、雛花は視線を巡めぐらせて言葉を選ぶ。

「わたくし今まで、天てん后こうになれない役立たずの徒あだ花ばな公こう主しゆだとか、意に副そわずに入れられた後宮の皇こう貴き妃ひだとか、いつでも状況に流されながら、他の誰かばかり見て羨んでは嫉しつ妬として、卑ひ屈くつになってきたわ。でも、ここで煉兄さまを助けて、桃華源を守って、神々の遺い恨こんを浄じよう化かすれば、わたくし、すごくかっこいいじゃない」

『へ。……はあ。かっこいい』

「そう、かっこいい。その上で生き延びられれば、それこそ最高のかっこよさだわ。全部をやりきって出しきって手に入れた、自分史上最強のわたくしになるのよ。想像するだけで、……羨ましくて嫉妬しそうですわ！」

『自分に!?　しかも想像上の自分に!?　嫉妬も最終形態だね!?』

　思わずと言った風にドン引く丹朱に、「まあ、そういうことなので」と雛花は手を差さし伸のべる。

「わたくしはやります。志紅さまは……」

　もちろん、全身すべてを捧ささげた黒煉の【終】に対たい抗こうできるだけの伏羲の力を使えば、志紅も無事ではすまない。下手をすれば同じく命を落とすだろう。

　なんなら自分だけでも、と思いかけた雛花に、志紅は微笑ほほえんだ。

「乗るよ、俺が拒こばむわけがない」

　即そく座ざに頷うなずく志紅に、『いいの？』と丹朱が首を傾かしげる。

「俺は、雛花の剣で盾たてになる。そう決めた。それに、まだ雛花と結けつ婚こんの約束を果たしてないから、死ぬわけがない」

『爆発してしまえ』

　答えを聞いた途端に半眼になった丹朱を、志紅は意に介かいする様子もない。

（煉兄さまを助ける。桃華源を守る。それで生き残る。全部果たしてみせる……）

　大きく息を吸い、雛花は、己の心臓の上に手を当てる。

　怖こわくないわけがない。

　死ぬかもしれないのに。

　否いな。こうして大口を叩たたいていても、結局はきっと、死ぬ危険のほうが高いだろうに。

　けれど、隣に志紅がいてくれる。

（ちゃんと心を通じ合わせて、同じものを見て。志紅さまが一緒に戦ってくれる）

　それだけで、次し第だいに恐ろしさは溶けてなくなる。

『さてと、残る問題は……』

　雛花と志紅の意向を聞くと、丹朱は蜥蜴の姿になった伏羲と、彼を抱きしめる女媧に目を向けた。

『君たちの器はこんな感じらしいけど、君たちは、どうする？』

『否やもないわ。……ありがとう、丹朱お兄さま』

　すぐに首しゆ肯こうを返した女媧の隣で、伏羲も頷く。

『むろん、我も異存はない。だが……丹朱。お前には結局、損な役回りばかりさせるな』

　顔をしかめる伏羲に緩ゆるくかぶりを振り、丹朱は穏やかに口角を上げてみせる。

『なんだい畏かしこまって。ずいぶん今さらな話だろ。……気にしないでよ。僕らの仲じゃない』

『こういうことを言うのは、我の柄ではないのだが。……ありがとう。千年前も、今も。永えい訣けつを前に、お前とこうして語り合えて、よかった』

　虚きよを突かれたように口をつぐむ丹朱に微わ笑らい、次いで伏羲は、志紅を見た。

『荊けい家けの倅せがれよ。……賭けは、お前の勝ちだ。……最後に選んだのがお前だったのは、我にとっても幸いだったらしい』

「……伏羲、お前は……」

　言葉の真意を計りかね、眉根を寄せる志紅を見つめながら、雛花にふとある考えが過よぎる。

（女媧娘々が罪の意識に苛さいなまれていることをうすうす感じていたのなら……伏羲真君が志紅さまに賭けを持ちかけたのは、緩かん慢まんな自害だったのかもしれない。桃華源の人間が、自分の力と意志で我々を駆く逐ちくするなら仕方ないという、真君なりの迂う遠えんな譲じよう歩ほというか）

　妹の意志を尊重したくても、それでも彼女と離れたくなくて、板いた挟ばさみの心に耐たえかね、その願いにあえて気づかないふりをしていたのではないか。

『桃華源を、お前たちに返す。本来あるべき者の手に』

　伏羲の言葉を聞いた瞬間、女媧娘々が、雛花の手の上に己のそれを重ねる。

『わたくしたちが力を使うのは、これで最後……。こうして、桃華源に関わるのも』

　それはつまり、──伏羲と女媧は、ここで力を使いきり、自ら消滅するということ。

「女媧娘々」

『雛花、……あなたがたが書くべき文字は分かりますね』

「はい」

　思わず呼びかけた雛花に、女媧は淡く笑みを返した。

『ほら、早く！　今、渾沌の魔がみんな喰い尽くされた。もうすぐ、黒煉帝の命が終わる』

　急せかす丹朱の声に、雛花は『緋霄』を高く掲げた志紅とまなざしを交わし、頷き合った。

「韻いんと容ようとで乾けん坤こんを描け。我が身に降くだれ女媧娘々」

「容と韻とで乾坤を抱け。我が身に降れ伏羲真君」

　高低ふたつの声がぴったりと重なる。

　男女神の力は、伏羲が〝容〟すなわち意味を、女媧が〝韻〟すなわち音を司つかさどる時、韻いん容よう五ご彩さいの理ことわりに最も深く呼こ応おうして大きく発現する。

　その文字は、女性の巫かんなぎが台、すなわち祭さい器きを以もつて、農耕のはじまりの時期を示したことに端たんを発はつする。

　そして奇き遇ぐうにも、字のもととなったのは、【妃きさき】だ。命を胎たい内ないに宿し、孵かえすこと。伏羲と夫ふう婦ふとなった女媧とも、後宮にあって異例の天てん后こうとなった雛花とも通じる。

（文字にまで還かえった煉兄さまを、もう一度、もとに戻して）

　ふたつの指が同時に動き、志紅が容となる【女】、雛花が韻となる【台】と宙に書く。




　すなわち、──【始はじまる】と。




　文字はまばゆい光の刃やいばに変じ、黒煉の書いた【終】の闇を裂さき、弾き飛ばす。

（……意識、が……！）

　持っていかれる。このまま、二神が力を使いはたすまでに、命が尽きてしまえば。

　どうにか目を閉じつつその場に踏み堪こたえる雛花の肩を、志紅が支えてくれた。

「雛花。大丈夫だから」

　その手のひらの熱に安あん堵どした時、視界をいっぱいに満たした真っ白な光が、完全に闇色の球を割り、消し飛ばしたのだった。

　不ふ穏おんな雷らい雲うんはなくなり、本来の曇どん天てんが広がる。さらに雲を裂き、光が漏れた。七色の輝きを帯びる瑞ずい雲うんだ。

　その中に吸すい込こまれるように、白と黒の一いつ対ついの龍が昇のぼっていった。

　やがて、淡く空の色に溶けて消える二神を、雛花は見つめる。

「……生きてる」

　思わず、声に出して呟いた。

　やり遂とげたのだ。

　──そして、暗くら闇やみが消えた時、壇上に立つ雛花たちの傍らに、するすると血肉を示す文字が集まっていく。

　やがて、それが人の形を取ると、倒れ伏す黒衣の男の姿に変わった。

「煉兄さま！」

　そこにあるのが、たしかに異母兄あにであると認めた途端、全身から力が抜け、雛花はどさりとその場にへたり込んだのだった。
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　長い夢を見ていた気がする。

　暗く恐ろしいような、つらく悲しいような。

　ただ、大切な人たちを、自みずからの属する国を守らなければと、強く願ったことだけ覚えている。それ以外の記憶が、どうにもおぼろげだ。

「う……？」

　槐かい黒こく煉れんが目を覚ました時、真っ先に視界に入ってきたのは、よく知る幼おさな馴な染じみと異母妹いもうとの顔だった。彼らは、真上からこちらを覗のぞき込んでいるらしい。

「？」

　身体からだの節々が激しく痛む。彼らの背景は青空で、背中に当たる感触は固くてひどく冷たい。どこだここ、と訝いぶかった瞬間、その二人の顔がくしゃりと歪ゆがんだ。

「っは──よかった……」

　先に腹の底から絞しぼり出すようなため息をついたのは志し紅こうで、彼はそのままうなだれてしまった。

　おいどうしたんだ、と声をかけようとするが、声帯が伸のび切きって馬ば鹿かになったように、さっぱり音が出ない。

「オレ、は……」

　かろうじて吐と息いき交まじりの声で尋たずねた瞬間、今度は親友の隣となりにあった異母妹──雛すう花かの涙るい腺せんが、ぼろぼろと決けつ壊かいした。

「煉れん兄にいさまのお馬鹿！　大馬鹿！」

「……え」

「心配ばっかりかけて！　しかも、お別れする間際に、すっごく大事なことまで一方的に言い残して！」

「大事なこと？」

「天てん后こうじゃなくても、政まつりごとを助けてほしかったって」

　そういうことはもっと早めに言ってと睨にらんでくる雛花に首を傾かしげていると、ぐいっと視界が半回転した。

　どうやら、志紅が背の下に手を入れて、助け起こしてくれたらしい。

「……俺にも、君の治世を、手伝わせてくれるんだろう」

「志紅」

「言っておくけど。将来、皇こう帝ていになったきみの隣に立って、その願いを果たす手足になることは、俺の昔からの夢だったんだよ」

「……」

　自らの纏まとう、ぼろぼろになった禁きん色じきの龍りゆう袍ほうが目に入り、黒煉はようやくいろいろなことを思い出した。

　力に吞のまれたあいだのことも、断だん片ぺん的てきに覚えている。

「伏ふつ羲き真しん君くん、は……消えたんだな」

（女じよ媧か娘にやん々にやんも、一緒に）

　掠かすれた声で確認する黒煉は、己がいるのが、朝礼のための壇上であることに気づく。眼下の広大な前庭で、人々が呆あつ気けに取られたようにこちらを見上げているのを認めた。

　よかった、と思わず吐息が漏れ、黒煉は呆ほうけたようにため息をついた。

　槐かいの民だ。皆みな、生きている。

　志紅がまだ身体に力が入らない黒煉に肩を貸し、その場に立ち上がらせてくれる。

「どういうことだ……？」

「獬かい[image: ]ちさまがばけもので」

「皇帝陛へい下かを信じていいのか？」

「おれたちは、宗そう室しつに騙だまされてたんじゃ……」

　やがて口々に騒さわぎ立たてる民の前に、緋ひ袍ほうの人物が歩み出る。

「それは違う」

　壇上で声を張り上げたのは、彗すい縹ひようだった。

「……ばけものは、獬[image: ]のほうだった。皆を扇せん動どうしたのは、すべてこの私の責だ。陛下にも、……創世の神々にもいっさいの咎とがはない。神々は、渾こん沌とんの魔まを退しりぞけることと引き換えにこの地を去ってしまわれたが、それもすべて……」

　そう言って、悄しよう然ぜんと深く頭こうべを垂れる、槐帝国で強大な権力を掌しよう握あくする男──武ぶの丞じよう相しようの姿に、その場に集った誰もが黙り込み、しんと静まり返る。

「なんだよそれ」

「ふざけんな」

「おれたちは何をやって……」

「それじゃ、これからどうすれば……」

　やがて、苛いら立だち交じりのざわめきが再びその場に満ちはじめた時、黒煉は志紅の手を借りて前に進み出た。

「親愛なる槐帝国の民よ。心配をかけてすまなかった」

　金きん襴らんの龍袍を着た皇帝の言葉に、民はまた静まる。

　一いつ斉せいに、無数の視線が集まった。次いで、戸惑いに顔を見合わせる彼らに苦笑し、黒煉は「それから！」と腹に力を込めて声をかけた。

「李り彗縹の言葉のとおりだ。もう、桃とう華か源げんに神々はいなくなった。それだけでなく、渾沌の魔の襲来も、今後一切ないだろう。だが！　そこに至るまでにこうして皆に混乱を招き、怯おびえさせたのは、すべて皇帝である、このオレの不ふ徳とくの致いたすところだ」

　もう、皇帝にも天てん后こうにも、不思議な文字の力は宿らない。

　誰も森しん羅ら万ばん象しようを操あやつることはできず、令れい牌はい術じゆつ以上のことをできる者は存在しない。

「我々宗室が、皆の尊そん崇すうを集めていたのは、ひとえにこの血に宿る神々の力による。しかし、そのご助力が消えた今、もう、この血にはなんの価値もない」

　呆然とその言葉に聞き入っていた民に、黒煉はそこで一いつ拍ぱく置くと、「──で、だ！」と声を強めた。




「その上で、皆に頼たのみがある。……三年。いや、一年くれ！」




「え？　煉兄さま、あなた、何を」

　隣で聞いていた雛花に、「まあ、いいから」と片かた頰ほおを上げ、黒煉は続けた。

「オレを一年、このまま皇帝の座に据すえ置いてくれ。今回、首都が割とひどいことになったわけだが、どうにか立て直してみせる。一年で納なつ得とくしてくれたら、次の一年もくれ」

　自らの言葉に耳を傾かたむける民に、いっそう黒煉は声を張り上げた。
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「信頼できなくなったなら、その時々に、誰がオレを討ってくれても構わん。革かく命めいでもなんでも起こせばいい。我こそはと自じ負ふのある奴やつなら、そうだな──帝てい位い簒さん奪だつなり自由にしてくれ。心臓一ひと突つきでオレは死ぬ。証明済みだ」

「いやちょっと待って冗談きつい」

　肩を支えてくれていた志紅が片頰を引きつらせるのに、にやりと口くち許もとを歪ゆがめ、黒煉は最後に高らかに宣言した。

「今後、この槐は変わる。……実力を以もつて、誰もが上に立つことができる国に。だが、叶かなうならば、その最初の一歩は、どうかオレに任せてくれ！」

　そう告げて、壇上から頭を下げる黒煉に、その場にいた人々は、しばらく立ち尽くしてその言葉を聞いていた。

　やがて彼らは、その場に膝ひざをつき、次々に身を屈かがめる。

（二に跪き八はち叩こう頭とう……）

　官が、兵が、その場に集った民のすべてが。

　皆、一様に跪ひざまずいてこちらに頭こうべを垂れるさまは、まさに波立つ大おお海うな原ばらのようだった。

「皇帝陛下」

「新たな槐に万ばん歳ざいを」

　大地を揺らすような歓かん呼こに、黒煉はほうっと息をついた。
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　禁きん城じようで勃ぼつ発ぱつした大混乱のこと、そして創世二神がこの世を去ったという報は、あっという間に槐かい帝てい国こく中、ひいては桃とう華か源げん全土に知しれ渡わたることとなった。

　もちろん、黒こく煉れん帝ていの、「槐は生まれ変わる。誰だれでも皇こう帝ていになれる国に」という宣せん言げんも、同じように伝でん播ぱしている。

　──だが、結果としては。約束の一年を過ぎても、槐黒煉はこの国の皇帝で在あり続けた。

　新たな暴動の起きる気配もない。

　なぜかといえば、彼の言葉どおり、罪人の追つい捕ぶという目的を失った渾こん沌とんの魔まが、ぱたりと襲おそってこなくなったのが、ひとつ。

　宗そう室しつを貶おとしめて国民を騙だましていたと自みずから告白した李り彗すい縹ひようが騒そう動どうの収拾に努つとめ、国政への影えい響きようが最小限にとどめられたのが、ふたつ。

　そして最大の理由として、黒煉の統とう治ちが行き届いたものであったため、民たみが納なつ得とくして従ったということがある。

　天てん気き晴せい朗ろう、世はすべて事もなし。

　さらに時が経たち、神々の消しよう滅めつから二年が経過するころには、朝起きるたび、民の誰もが自然とそんな風に思えるようになっていた。

　だが、安あん穏のんとした日々に納得できずに鬱うつ屈くつする者が、皆かい無むというわけではない。
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「黒こく煉れん！　……陛へい下か！　ごめん入るよ、いや、失礼いたします」

「おう志し紅こう。そろそろ来るんじゃねーかと思ってたわ」

　禁きん城じよう外がい廷ていにある皇こう帝ていの執しつ務む室しつに、志紅が息せき切って駆かけつけた時、敬愛する主君は、指先で己おのれの愛鳥を鳥とり籠かごの格こう子しの隙すき間まからつついていた。

　執務机の傍かたわらに置いた銀の鳥籠の中できゅるきゅると鳴き声を上げる黒くろ鷹たかは、かつて彼自身が三さん魂こんを宿していたものである。

「何を悠ゆう長ちように……」

　息を整えて呆あきれる志紅を、黒煉は楽しそうにからかってくる。

「まあ落ち着けや。口調も髪かみも乱れまくりだぜ色男。あ、敬うやまうかタメ口かどっちかに統一すんなら、オレとしちゃタメ口がいいなぁ。って、今まで一億回くらい言ってるけど、お前なんだかんだ理由つけては、すぐ陛下呼びしやがるし、気色悪わりィのなんの」

「いや俺としてはけじめのつもりで……じゃなくて！　今朝俺のもとに届いたこちらの勅ちよくは、どのような意図かご説明いただきたい」

　なかば握にぎりつぶされた料りよう紙しを差し出し、そこに捺おされた玉ぎよく璽じを示す志紅に、黒煉は目を輝かがやかせた。完全に、いたずらが成功した悪ガキの顔である。

「なんだよ。お前が、『開かい府ふ将しよう軍ぐんを辞して禁きん軍ぐんを退たい役えき希望、州しゆう師しの下したっ端ぱに降格させろ』とかザケたこと言ってくるから、じゃあお望みどおり異動させてやるぜって話じゃん」

「……それで逆に昇しよう格かくさせる主君がどこにいるんだ!?　おまけに、右う龍りゆう武ぶ軍ぐんの柱ちゆう国こく大だい将しよう軍ぐんになんて！」

「おう、ここにいるぜ」

　どんと力強く拳こぶしで胸を叩たたく黒煉に、「そうじゃない……」と志紅はきりきり痛むこめかみを揉もんだ。

　新しい槐かいにおいて、圧あつ倒とう的てきな人員の不足を補おぎなうため、志紅はこの二年、黒煉のもとで奔ほん走そうしてきた。軍において、彗縹の後を継つぐ求心力を発揮できるのが、実質、彼の右みぎ腕うでだった志紅しかいなかったのだ。

　その間に黒煉がついた、「志紅は、自分の命めいで皇帝を代行していただけ」という大おお噓うそは、もはやすっかり既き成せい事じ実じつと化している。

　しかし、かつて見せかけでも黒煉を殺し、その帝てい位いを簒さん奪だつしたことを、志紅は忘れたことはない。それこそ、一いつ時ときたりとも。

（ようやく国情が落ち着いてきたから、身辺整理をして、ちゃんと責任を取らせてもらうはずだったのに……）

　数日前、──寒村ばかりの辺境への赴ふ任にん、つまりは自主的な左さ遷せんともいうべき人事を、書面で嘆たん願がんした志紅は、主君からの沙さ汰たを待っていた。なにせ、本来は極きよつ刑けいを言いい渡わたされてもおかしくない罪だ。

　その返答がこれだ。「テメエの自主降格要求は却きやつ下かするけど、代わりに昇格させるので、そこんとこよろしく！」である。冗じよう談だん抜ぬきに顎あごが落ちるかと思った。

　無む謀ぼうな簒奪計画に躊ちゆう躇ちよなく加か担たんするほどに己おのれを慕したっている右龍武軍の部下たちは、「不問にされるとは幸運」「二十一歳でなんて、史上最年少の柱国大将軍の爆ばく誕たんだ」と無む邪じや気きに喜んでいるが、志紅としてはちょっと待てという事態である。

「悪いけど、昇格は受けられないよ。……黒煉。改めて言わせてほしい。俺は、二年前にきみを裏切った人間だ」

「別に裏切ったわけじゃねえだろ。ホントは助けようとしてたわけだし」

「だとしても、きみが俺に置いていた全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを逆さか手てに取って、そこに唾つばを吐はくような真ま似ねをしたのは変わりない」

　指先が手のひらに食い込むほど拳を握りしめた志紅は、ぎりっと奥おく歯ばを嚙かみしめる。

「……そのツケを、俺はまだ払はらってない。きみは構わないと言うかもしれない。それでも、このままじゃ俺の気がすまないんだ、黒煉」

　だから、どうか罰ばつを。今ならもう、頃ころ合あいだと思うから。

　そう頼たのみ、頭こうべを垂れる志紅を、黒煉はじっと黙だまったまま見つめていたが。

「あ、うん。お前はそう言うと思ってたぜ！　──じゃ、そのままグジグジ思おもい悩なやんでくれてたらいいんじゃね？」

「!?」

　やがて明るくとんでもないことを言い出すので、志紅は目を剝むいた。

　数歩下がる志紅に、黒煉は「おっとイイ反応」と肩かたを揺ゆらしながらくつくつ喉のど奥おくを鳴らしている。

「なあ志紅。なんか勘かん違ちがいしてるみてえだから言っとくけどさ。オレ、別にお前を許したから、今回の昇格を決めたわけじゃないぜ？　って、……まあ、オレの本心だと、ぶっちゃけ許すも何もまったく気にしてねえんだけど、お前はそうじゃないだろうから。なんかお前の考えてるとおりの罪状的なものがあるって前ぜん提ていで、話してるだけなんだけどさ」

「……？　うん」

「お前がオレの信頼を裏切って殺した、その事実は変わらねえんなら。今後は、お前だけは、絶対にオレを殺させない唯ゆい一いつの家臣になってくれよ、ってことだ」

「！」

　真しん紅くの双そう眸ぼうを見開き、はっとする志紅に、黒煉は肩を竦すくめた。

「神々はもういない。渾こん沌とんの魔まを防ぐ必要もない。今後は、宗そう室しつの権けん威いも絶対じゃねえ。誰がいつ、帝位の簒奪だの、反乱だの革かく命めいだの目論もくろむか分からねえ世になったわけだ」

　桃とう華か源げんが渾沌の魔に煩わずらわされることがなくなった代わりに、そろそろ伏ふつ羲き真しん君くんに選ばれずおとなしくしていたきょうだいたちが暴れ出すかもしれない。

　また、平へい穏おん無事に倦うんだ不届き者が、騒そう乱らんを画かく策さくしないとも限らない。

　蓮れん華か龍りゆう鱗りん紋もんが消えた黒煉の右手には、かつて巻かれていた手て甲こうはないのだ。

「けどな。権力大好きなだけで国政に興味ねえ奴やつらに、誰が槐の舵かじを任せるかよ」

　これからやっと、夢を果たせるのに。

「……黒煉」

　不敵に笑った黒煉の言葉を、志紅はただ呆ぼう然ぜんと聞く。

「志紅。だからお前だけは、オレを絶対に裏切らない奴になってくれよ。一度はその手で止めたこの心臓を、二度と同じことにならないよう、守り通してくれ」

　それがオレがお前に言い渡す、唯一の罰だ、と。

「っつーことで、一丁よろしく頼むぜ、最初で最後の〝簒奪帝〟？」

「……！　黒煉」

　呵か々か大たい笑しようして胸を張る長年の親友に、志紅はしばらく言葉も発せずにいたが。

　やがてふっと息を吐いて眉み間けんを押おさえると、「参ったな」と目を閉じた。ここは堪こらえるべきなのに、どうしようもなく、口くち許もとが緩ゆるむ。

「……やっぱりきみは俺に甘あますぎると思うよ」

「んなこたねえって。考えてみろよ。一生縛しばってやるっつってんだから、一時の処刑だの降格や左さ遷せんだのより、よほど重いぜ！　今後も容よう赦しやなくコキ使ってやるから、覚かく悟ごしとけよな！」

「御ぎよ意い。……ご慈じ悲ひに感謝し、謹つつしんで拝命いたします、陛下」

「ああ」

　武ぶ官かんの拱きよう手しゆを以もつて主命に応じた志紅は、次いで、自らの腰こしに垂れる翡ひ翠すいの佩はい玉ぎよくに触ふれた。今は豹ひようの意い匠しようだが、これはひと月後には獅し子しに変わるのだ。

（父上と、……彗縹どのと同じ、……か）

　一年ほど前のことだ。彗縹は、もろもろの責任を取って政務の中心から退しりぞいた。

（ついでに、今後の槐にとって害になりそうな高位の官かん吏りを何人も道連れに表おもて舞ぶ台たいを去ったのは、さすがの手しゆ腕わんだったが）

　彼は、隠いん居きよを決めてひと月も経たたないうち──自じ決けつした、と聞いている。

　その訃ふ報ほうを聞いた時、不思議と志紅は驚おどろかなかった。むしろ、そうなるだろうと予想していた。もう、彼が父の後を追わずに生き続ける理由は、どこにもないのだから。

　仕方がないと納得もした。けれどただ、またひとつ、大切なものが手から零こぼれ落ちたのかと、喪そう失しつ感かんが胸を重くするのは如何いかんともしがたかった。

　ところがつい先日、志紅のもとに、真新しい紫し砂さ壺こが送られてきた。差出人の名はなかったが、そこには流りゆう麗れいな字でひと言。

『お好きなように養やしなってください』

（壺つぼを養う、って言葉を雛すう花かに教えたのは、彗縹どのだったな）

　贈り主が彼とは限らないが、そうであればいいと思う。たとえば、西方の山さん紫し水すい明めいの地に隠いん遁とんして、好きな茶道具でも焼いているならば──。

　そんなことを、志紅は夢想してやまない。

（あの人たちの背に追いつくには、……俺はまだまだだな）

　けれど、遠くないいつか、きっと。

　そんな志紅をじっと見つめていた黒煉だったが、上じよう機き嫌げんから一転、「あとなあ。だいたい、だぜ」と半眼になった。

「最辺境に赴任なんかして、そんな辺へん鄙ぴで不便なところにオレの異母妹いもうとを連れていくつもりだったのか？　あいつ今はもう、ホイホイ移動できん立場だぞ。というか、二年前にもう求きゆう婚こんしたって聞いたんだけど、そのへんどうなったんだよ？」

　よほど妹のことが心配なのだろう。

　執務机から身を乗り出し、矢や継つぎ早ばやに質問を浴びせてくる黒煉に、志紅は目を瞬まばたくと、ふと細めた。

「ああ。それなら、……」
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　さて、黒こく煉れんと志し紅こうが話をしているのと同じころ。

「いや、すげえモンですよね」

　不意に、脈みやく絡らくもなくぽつりと呟つぶやく侍じ女じよに、竹ちく簡かんをひとつ手に取った雛すう花かは「何がですの？」と首を傾かしげる。

　場所は禁きん城じよう外がい廷ていの書庫である。窓から射さし込こむ午後の陽ひ射ざしはぽかぽかと暖かく、気を抜ぬくと瞼まぶたが下がりそうになる。

　体を動かして眠ねむ気けに立ち向かおうと、棚たなに整然と並べられた神話や史書のたぐいをざっと眺ながめながら腰に手を当てていた雛花は、同じく隣となりで作業に勤いそしんでいた珞らく紫しを振ふり返かえった。

「いや、あんな国中揺るがす大混乱になったのに、解決しちまえばもう、たった一年ちょっとで暮らしは成り立つ。二年も経たてば、喉のど元もと過ぎればなんとやらだ。人間って強いよなあ、って話ですよ」

「ああ、そういえばそうね。人は変わる生き物ですもの。……わたくしも」

　納得して雛花は顎あごを引く。

　天てん后こう候補でも皇こう貴き妃ひでもなくなった雛花の今の身分は、れっきとした槐の外廷で働く女によ官かんだ。

　皇こう帝ていの立場が変化し、また天てん后こうが不必要になり、宗そう室しつの意義が一新された今、槐かいの政治体制は大きな変革を迫せまられている。雛花は天后となるために得た豊富な知識を活いかし、新たな槐の再出発のため、今度は政せい務む官かんの一人として異母兄あにの補ほ佐さを行っているのだった。

　なお、頼たよりになる侍女の珞紫は、相変わらず雛花の助けになってくれている。

　また、かつては黒煉の妃ひ嬪ひんとして後こう宮きゆうを彩いろどっていた最強の職歴おばあちゃん軍団は、玉ぎよく桜ろうを出て官かん職しよくを得、雛花の下について国のために働いてくれている。

　彼女たちは今や、槐になくてはならない存在だ。灰かい英えいはじめ、皆みな、「女は耳じ順じゆんを越こしてからが華はなさね！」と息巻いている。

　いっぽう、人ならざる魔まの世界はといえば。伏ふつ羲きと女じよ媧かを討うったのは丹たん朱しゆの手て柄がらとなったらしい。お蔭かげで渾こん沌とんでの勢力図は一変したとのことである。

　時おり、相変わらず意識だけこちらに飛ばして現れる丹朱は、いまだに桃とう華か源げんを訪おとずれる唯ゆい一いつの魔となったわけだが、先日「他の奴やつらの見張りは任せといてよ」と太たい鼓こ判ばんをくれていた。

「……万ばん物ぶつ流る転てんとはよく言ったものよね」

「まあ、桃華源全土を見ても、変わってくものは多いですからねえ。神々は去っても令れい牌はい術じゆつは使えるまんまだけど、東西を隔へだてる樹じゆ海かいが急に広がって、砂さ海かいが少しずつ緑化してるらしいし……」

「その樹海には、相変わらず石せき碑ひが生え続けているし、ね。今後この世界がどうなっていくのか、誰にも予測がつかないっていうのは、ちょっと不安でもあり、楽しみでもありますわね」

　そんなこんなで、政務の合間を縫ぬってこうして書庫を訪れては、これからの桃華源のありさまを考察するための手がかりを探さぐっている。「仕事熱心すぎて心配になるんですが」と呆あきれつつ、珞紫はなんだかんだと手伝ってくれていた。

「ところで、雛花さまは」

　陳ちん列れつされた石碑片へんをひとつ手に取りながら、珞紫がふと尋たずねてきた。

「文字って、……それ考えるなら令牌も、か。いったいなんだと思います？」

　文字は、桃華源を織り上げる糸。横糸が韻いん、縦たて糸いとが容よう。それは、今でも変わらぬ事実。

　盗とう品ひんであるその由来を考えれば、崑こん崙ろんの神しん仙せんたちというのも渾沌の人物なのかと思いきや、『別にそういうわけじゃないよ。こっちにも、どこかから流れ込んできたものだ』と丹朱からは聞いていた。

「音と意味が世界を切り取って秩ちつ序じよを形作るのは、渾沌も同じだと丹朱は言っていたわ。なおかつ渾沌では、文字は〝蒼そう頡けつ〟という祭さい司しが創つくったという伝説はあるけれど、それが事実かどうかは、やはり誰も知らないのだとか」

　いわく、文字の興おこりは、くだんの祭司が、鳥の足形や縄なわの結び目でものの概がい念ねんを示せると気づいたからだという。

　文字が生まれた時、天から雨のごとく粟ぞくが降り注ぎ、鬼ぼうれいたちは夜に哭ないた、とか。

「はあ、……なぁんか、ますます謎なぞの深まる話ですねえ」

「そうね。でもまあ、そういうものかもしれないわ」

　文字とはなんなのか。崑崙の仙せんとは何ものなのか。

　今でも分からないし、きっと明らかになることはないのだろうけれど。

「わたくしたちは、変わり続ける生き物だもの。文字も同じように、果てしなく有う為い転てん変ぺんしていくのでしょうね。……意味も音も、その時代に合わせて変へん遷せんする」

　そうやって、誰かがどこかで生み出し、音と意味を与あたえた点と線の集合は、いつしか時と場所を変えて組み合わさり、さらに強い意味を持つ文章となった。

　長い歴史を構成する一員として、己おのれもそこに携たずさわれるなら、──なんだか、それでいいと雛花は思う。

「前向きですねえ」

「だって、日常のなんでもない物事からそんなすごいものを作り出せちゃうなんて、文字を発明したひとって、どれだけ凄すごいのよ。それを組み合わせて限られた文字数で詩を作っちゃう詠えい仙せんも、なるほどと納得できる理論を打ち出す説せつ仙せんや軍ぐん仙せんも、みんなすごすぎるもの。過去を考えると羨うらやましいし妬ねたましくなるから、今後のことだけ考えたほうが精神衛生上よろしくてよ」

「あ、前言撤てつ回かいしますね。……相変わらず不健全ですねえ」

　人差し指で眉み間けんを押さえた珞紫だが、「不健全っていえばですよ」と雛花に苦りきった顔を見せた。

「志し紅こうの野や郎ろうって、結局どうなったんです？」

「ど、どうって？」

　ばさっと書類を取り落としたのを慌あわてて拾い集めながら、雛花は視線を泳がせた。

「私は賛成しませんけどね。もうスッパリ振ふっちゃったらどうスかあんな男」

「おまえ、昔は志紅さまとくっつけ行け行け既き成せい事じ実じつだと、思いっきり炊たきつけてきたくせに。急に意見を翻ひるがえしたわね？」

「それはそれです。他に選せん択たく肢しがなかったから、当時はただの消去法ですよあんなの。だいいち、結けつ婚こんしてくれとか言うだけ言って、二年も放置してたんでしょ？」

「あ、それは誤解で！」

　心底嫌いやそうに、この場にいない志紅をこき下ろす珞紫に、雛花は慌てて釈しやく明めいをした。

　──〝何もかもが片付いたら、改めて俺と結婚して欲ほしい。背景がどうとか、肩かた書がきがどうとか、何も関係のない、ただの荊けい志紅の、妻になって〟

　二年前に受けた求婚を、宙に浮ういたままにさせていたのは、他でもない雛花自身である。

　あの低い声の囁ささやきを、何度も何度もふとした瞬しゆん間かんに思い出しては、雛花は一人で悶もん絶ぜつしていた一方、世情が落ち着くまではどうか政務に集中させて欲しいと、わがままを通してきたのだ。

　案の定、政務官になってからは忙いそがしくて、なかなか落ち着いて逢おう瀬せも持てなくなってしまったけれど。

「へえ？　なぁにが誤解ですか。なにせ荊志紅といえば、槐帝国きっての色男さまでしょ。かつて簒さん奪だつ帝ていだったあいつの猛もう攻こうには、皇貴妃時代に雛花さまもだいぶ酷ひどい目に遭あわされたもんじゃないですか。今や並み居る美女もよりどりみどりになったんだし、結婚の約束なんてうっかり忘れていたりして……」

「ち、違ちがうわ！　別に放っておかれたわけじゃなくて、今日だって……！」

「はあ？　今日？」

（あ、しまった）

　志紅を庇かばえば庇うほどに面おも白しろくなさそうに顔を歪ゆがめ、鼻を鳴らす珞紫を宥なだめるべく、雛花はぽろりと余計なことを言いかけた。

　案の定、珞紫はすぐさま眉まゆ根ねを寄せて食いついてくる。

「ちょっと雛花さま。なんですかその表情、真っ赤になっちゃって。恋する乙女おとめかくあれかし、みたいな？　それよか、今日あいつに会うんですか!?　私、聞いてませんよ」

「当たり前でしょう言ってないもの。お願いだからついてこないでよ!?」

「いつごろですかどこでですか。とっとと吐いてください。ほら、咽の喉どに指でも突っ込んでオエーって、ゲローって、どうぞ雛花さま」

「いやな吐かせ方はやめて!?　別にそんなんじゃないったら、政務の息抜きに少し散歩しようと、彼から誘われただけ！」

　血けつ相そうを変えた侍女の尋じん問もんに半泣きで後ずさりながら、抵抗むなしく雛花は、午後に志紅に呼び出しを受けている旨むねを白はく状じようさせられてしまった。
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　空は、抜けるように青い。

　晴天には綿わた雲ぐもが浮かび、蒼そう穹きゆうの上を悠ゆう々ゆうと滑すべっていく。園林には梅の花が咲さき、曲きよく水すいに紅白の花はな弁びらを落としている。盛りの近い雪ゆき柳やなぎや黄寿丹れんぎようもちらほらと綻び、そこに彩りを添えていた。

　あたりには、誰の姿もない。時おり、葉ずれの音や鳥の声が、木々の梢こずえの合間から降ってくるばかり。

（絶対ついてこないで！　って言ったけど、珞らく紫し、まさか来てないわよね……？　それにしても、どこに行くのかしら）

　さくさくと草を踏んで進む志し紅こうの後を、一歩遅れてついて歩きながら、雛すう花かは首を傾かしげた。

（……ひょっとして、向かっているのは）

　襦じゆ裙くんの膝ひざのあたりをきゅっと摑つかみ、雛花は視線をさまよわせる。

　やがて、曲水にかかる紅あかい太たい鼓こ橋ばしに着いた時、雛花は果たして予想が当たっていたことを知った。

（ここは）

　彼が簒さん奪だつ帝ていとなった、あの惨さん劇げきの夜にいた四阿あずまやを望む場所。

　そして、皇こう貴き妃ひになった雛花が、「あなたの後宮なんてさっさと脱だつ出しゆつして、平穏無事に誰も彼もに嫉しつ妬とできる日常を取とり戻もどして、天てん后こうになってみせる！」と志紅に誓ちかった、あの橋の上だ。

「この場所、覚えてる？」

「はい」

　忘れるわけがない。

　そう言いかけ、雛花は言葉を吞のみ込んだ。

「俺が簒奪帝で、きみが皇貴妃だった時に、俺はきみに、諦あきらめてと言った。何があっても、きみは俺の妻だから、と」

「……はい」

（……まだ二年しか経たっていないのに。もう遠い昔のよう）

　彼との度たび重かさなるすれ違いも。

　その果てに、互いに心を通い合わせたことも。

　──あれから、時があまりにもめまぐるしく過ぎていったから。

（なんだか、たくさんのことがありすぎて……いっそ、全部が夢だったのではないかと思うことすらあるけれど。でも、このかたの心を読み取るのは、前よりずっと得意になった……つもり）

　彼が次に何を言おうとしているのか。雛花はゆっくりと思案し、唇を開いた。

「それで、煉れん兄にいさまとお話はすみましたの？　結果は分かっておりますけれど。どうせ、あなたの嘆たん願がんは通らなかったのでしょう？」

「……やっぱり、お見通しか」

　この問いに、志紅は困ったように淡く笑えんだ。雛花はふふんと肩をそびやかす。

「はい。あなたから、二年前のことをきちんと償つぐないたいと、お話を伺うかがった時から予想しておりました。だって煉兄さまも、あなたと同じくらいには頑がん固こ者ものですもの！　おおかた、そんなに異動がしたければ逆に昇進させてやる！　なんておっしゃったのではない？」

「すごいな、きみは。千せん里り眼がんみたいだ」

「ふふ。種明かしをするとね。煉兄さまと、先にお話ししてきたところだから。……それで、煉兄さまの言い分は、納得できて？」

「うん。最初は、……あまりに俺に都合がよすぎると思ったけれど。でも、それだけに、命がけで果たそうと誓うことにしたよ」

　一生涯を、槐かい黒煉の最も忠実な臣下たらんことを、と。

　心の曇くもりが晴れたというように、晴れやかな志紅の眼に、雛花は思わず安あん堵どの吐とい息きを零こぼす。やっと、彼らの二年前の屈くつ託たくは解消されたわけだ。

（……よかった）

　くすくすと肩を揺らして笑えみくずれ、雛花は志紅を見た。彼もまた、微び笑しようを返す。

　しかし、志紅の次の言葉は、雛花にとっては思ってもみないものだった。

「それと、黒煉からは、きみのことについて背中を押された」

「え……？」

「これでやっと、心残りが消えたから」

　今日きみと話したかった本題に入らせて。

　そう前置き、志紅は、雛花をまっすぐに見つめる。

「俺はこんな性格だし、またきみのことを不用意に傷つけることもあるかもしれない。でも、今度はきみが諦めるためじゃなく、何かを諦めないために、きみのそばにいたいんだ」

「志紅さま」

「改めて、俺の妻になってくれる？　俺はもう簒奪帝ではないから、きみは正せい妃ひじゃないし、天てん后こうでもない。だから」

　ただの、荊志紅の求婚を受けてくれるか。

　志紅の問いに、雛花の唇くちびるが、思わず綻ほころんだ。

「はい。喜んで」

　ぱっと花開くように笑みを浮かべ、頰ほおを染める雛花に、志紅は安心したように微笑を返す。

「よかった。ずいぶん待たせたし、もう愛あい想そを尽かされていたらどうしようかと」

「……それ、わたくしの台詞せりふですから。もう別の美女に目移りしているのかと」

「心外だな。俺がきみ以外に目を向けたことなんて一度もないよ。今までもだし、これからも」

　彼は一歩こちらに足を踏み出し、雛花の身体からだを包むように抱きしめる。雛花もまた、彼の背に腕を回して応えた。

　ふと顔を上げると、緋ひ色いろの双そう眸ぼうがとても近い。

（あ）

　彼の意図を察し、自然と目を閉じ、雛花は顔を少し傾かたむける。

　そのまま、唇が重なり、久しぶりに吐息を交かわそうとした瞬間──

「……ちょっと待って」

「むぐ」

　雛花はなんとなく予感がして、志紅の唇を両手で塞ふさぐ。

　不満そうな彼に、「だって！」と雛花はすばやく周囲を睨にらんだ。

（さっきから、そこの茂みがガサガサと……）

「ちょっと！　絶対誰かいるでしょ!?　出てきなさい！」

　雛花が眉を吊り上げると、すぐそばに潜ひそんでいた者たちが、わらわらと飛び出してくる。

「やー、なんだよせっかく待ってたのに！　惜しいぜ！　遠えん慮りよせずそのままいっちゃって良かったのによ！」

「本当サ。感動の瞬間を見逃しちまったねェ」

「ひょひょ、若いっていいのう」

「志紅爆発しろ」

『右に同じ』

　出てくるわ出てくるわ、見知った顔ばかりに、雛花はわなわなと拳こぶしを震わせた。

「煉れん兄にいさま……灰かい英えいと元妃ひ嬪ひん軍団の皆みなさまに……珞紫、おまえの仕し業わざね!?　っていうか丹たん朱しゆは渾こん沌とんから何しに来たのよ!?」

『え、何って、でばがめに』

（暇か！）

　渾沌の魔まで含めて、もう数えるのも馬ば鹿か馬ば鹿かしいほどの顔ぶれが一いつ斉せいにはやし立てるので、雛花の頭は痛くなってきた。

「……わたくしたち、落ち着いてそばにいることもできないの!?　っていうか煉兄さま、政務は!?」

「休きゆう憩けい中ちゆうって便利な言葉だよな」

「わたくしもそうでしたわね……」

　呆あきれてため息をつく雛花は、改めて、じろりと志紅を睨みつける。

「まったく志紅さまったら、彼らに気づいていて口づけようとしましたわね!?」

　あのままでは、どんな瞬間を目撃されていたやら！

　怒りをぶつけがてら、ぐいぐいと胸を押しのける雛花に、幼おさな馴な染じみはそらっとぼけたように「なんのこと？」と微笑ほほえんだ後、不意にその両手を捉えてくる。

「別に見せつけてやればいいよ」

「え、──」

　拘こう束そくされたまま、改めて強く引き寄せられ、雛花は目を瞠みはる。

　視界いっぱいに、彼の整った顔と、笑みを乗せた一対の緋色が迫って──

　甘ったるい感じが唇に触れ、雛花は目を白黒させた。

「ん、むーっ……!?」

　果たして、制止を押し切って深く口づけられた雛花が、幼馴染に猛もう抗こう議ぎを始めるのは、さんざん吐息を貪むさぼられたあとのことだった。
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　この本をお手にとっていただき、誠まことにありがとうございます。夕ゆう鷺さぎかのうです。

　本作は、シリーズ四冊目にして最終巻になります。

　中ちゆう華か後こう宮きゆうラブコメと銘めい打うちつつ、その実態は中二病異い能のうバトルを、こうしてちゃんと四し凶きようみんな片付けて、無事に完結させていただけた……という事実に感かん無む量りようで、今ちょっと虚きよ脱だつ状態というか、頭がホンワカパッパになっております。昨今の出版事情を鑑かんがみても、応おう援えんしてくださった皆みなさまには、ひたすら頭の下がる思いです。




　さて、作中たびたび『詠えい仙せん』として実在の詩人を登場させていますが、この巻の中ちゆう盤ばんでは、李り白はくと杜と甫ほが出てきます。

　たぶん漢詩史上で最も有名なのではないか、という二人が、同時代に生きたどころか、交流があったとは、人の世の縁えんというのは不思議なものだと感じます。が、それ以上に、あまりに正反対な性質とその関係性に悶もだえポイントがいくつかございまして……！

　まず、李白のほうが杜甫より十ほど年上。詩しい歌か界ではすでに有名人だった李白は、宮きゆう廷ていで失態をやらかし、玄げん宗そう皇こう帝ていに追放を受けた身。逆に杜甫は当時まだ無名で、官かん吏りを目指していました。

　李白は自由奔ほん放ぽうな人ひと柄がらで、都に舞まい戻もどった後、一時だけ意気投合して酒を吞のんだ青二才くんのことなんかすぐ忘れてしまったのか、作品にも全然登場させません。

　一方の杜甫は、真面目で一いち途ずで、「李白さん元気かな、どうしてるかな、また会いたいな、一いつ緒しよにお酒吞みたいなあ」と、何作も何作もねちっこく李白のことを懐なつかしみ続ける詩を詠よんでいるのです。（うち一つが今回で使ったものです）

　不ふ憫びん萌もえ属性持ちの私めは、なんだそれ白米が美う味まいって大興奮です。ごめん、杜甫。

　彼らの性質の違ちがいは、それぞれ詩の作風にも如によ実じつにあらわれているので、ご興味おありのかたは是ぜ非ひ是非調べてみてくださいませ。




　最後に、シリーズを通してお世話になった方々に恒こう例れいの御お礼れいを。

　凪なぎかすみ先生。憧あこがれの凪先生にこうしてイラストをご担当いただけたこと、まさに僥ぎよう倖こうでございました。最終巻では登場人物紹しよう介かいを描かきおろしていただくどころか、ド迫はく力りよくの表紙が本当に、ああ美しさって暴力なんだ……と魂たましいを口から吐はきながら感動いたしました。

　担当のＩ様。毎度毎度毎度、何がと言えないくらい何から何まで本当にすみません。あまりにひどい初しよ稿こうを上げ、「すみません。最終巻っていつもちょっと調子を持もち崩くずすみたいで」と言い訳する私めに、「お前の原げん稿こうはいつも酷ひどいよ！　何を最終巻だけにまとめようとしてるんだよ！」と魂にブッ刺ささるご指し摘てきを下さった時は、血けつ涙るいどころか九穴から血を噴ふいて死ぬかと思いました。なんにも言えねえ。

　出版、流通に携たずさわるすべての皆さま。そして、ここまでシリーズをお手にとってくださった皆さま。

　この本は平へい成せいのうちに筆を置きますが、刊行は令れい和わになります。

　新しい時代の第一の月に、物語をしめくくれることを光栄に思いつつ、ここまでお付き合い下さり、ありがとうございました。




　最後に、このページの次から、雛すう花かと志し紅こうの後日談を掲けい載さいさせていただいております。

　この先も続いていく彼らの日常を、ちょっとだけお楽しみいただければ幸いです。





初春の令月にして気き淑よく風和やわらぐ中、平成最後の桜を眺ながめながら　夕鷺かのう拝
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　荊けい志し紅こうが、藍らん雛すう花かとめでたく華か燭しよくを点ともしたのは、彼が右う龍りゆう武ぶ軍ぐんの柱ちゆう国こく大だい将しよう軍ぐんを拝命して間もなくのことだった。

　槐かい帝てい国こくの伝統に則のつとった花はな嫁よめと花はな婿むこの緋ひ色いろの衣い装しようは、時の皇こう帝てい、槐黒こく煉れんが手配した。金きん襴らんに真しん珠じゆや翡ひ翠すい、瑪め瑙のうの粒つぶをちりばめた絢けん爛らん豪ごう華かなそれは、かつて天てん后こうであった公こう主しゆと、年若い将軍の婚こん儀ぎを、この上なく華はなやかに彩いろどったという。

　彼らを慕したう人々は皆みな、寿ことぶきの花文字や花はな吹雪ふぶきを撒まいて祝福し、杯さかずきを重ねて笑い合う。

　なお、禁きん城じようでの婚こん礼れいを終えた後、雛花公主は降こう嫁かにともない、かつての勢いきおいを取り戻しつつある荊けい家けの門をくぐった。

　邸やしきへと向かう婚礼の行列を見かけた民たみは数多い。

　いささか野や暮ぼな者など、見目の麗うるわしさで国中に知られるふたりが、どのように初夜を迎むかえたのか、それぞれに想像たくましくしては笑いさざめいた。

　果たして噂うわさにたがわず、甘あまくも狂おしく、花婿は花嫁を愛したのである。




　と、──いうことになっている。




（だったらどんなによかったか……）

　上質ながら素そ朴ぼくなしつらいに整えられた夫ふう婦ふの臥室ふしどで、真新しい寝しん具ぐの上に、絹の夜着を身に纏まとった新にい妻づまとふたりきり。

　向かい合って座すわりながら、志紅は正直ため息をつきたい気分だった。しかし、今口を開けたが最後、肺中の空気が残らず抜ぬけていくことだろう。

　現在、婚儀からは、一週間が経過している。

　しかし志紅と雛花はといえば、──いまだに、清い関係から一線を越こえられていないのだった。

　むろん、志紅のほうはそういうことをしたくないわけではない。むしろ真逆だ。許されるなら、今すぐにでも彼女に触ふれたい。

　なにせ一週間だ。つまり生殺し状態が七日継けい続ぞくしている。正直、長い。

　そっと死んだ魚の目になる志紅とは裏腹に、雛花のほうは、活いき活いきと瞳ひとみを輝かがやかせながら、さまざまな書物を開いて示してくる。

　現在、夫婦の寝しん台だいの上は、大量の竹ちく簡かんや石せき碑ひ片へんが散らばり、「本当、俺たち何やってるんだっけ」という状じよう況きように拍はく車しやをかけていた。そろそろネタ切れしてもいいころだろう、と一度は期待したものだが、残念ながら次から次に尽つきることがない。

「ほら、ご覧くださいませ志紅さま。最新の石碑を写したものです」

「へ、へえ、すごいね……それにしてもこんな数の書しよ籍せき、いったいどこから。嫁よめ入いりの荷に入ってたっけ」

「ふふ、すごいでしょう。志紅さまが『孫そん武ぶ』にご興味がありそうだと話したら、珞らく紫しが『これだけは絶対教えて損はないから』って、あれもこれもと持ってきてくれて」

「へー……珞紫どのが…………」

　よし分かった。つまり、絶対わざとだ。

　──〝いやぁ、そう簡単に雛花さまが手に入っちゃ、つまんないですよねぇ？〟

　降嫁に際して、雛花が唯ゆい一いつ連れてきた侍じ女じよが見せた不敵な笑えみの理由を今さら理解し、志紅は片かた頰ほおをひくつかせた。

　父・志し青せいに師し事じしていた菫とう珞紫とは、それなりに付き合いの長い志紅だが、なぜか昔から理り不ふ尽じんに嫌きらわれている。たぶん、想おもいの種類は違ちがえど、同じ相手を大切にしているからだ。それにしたって、この数の写しは異常だが。謎なぞの執しゆう念ねんを感じる。

　志紅の疑問を読んだように、雛花が「たしかに多いですわね」と視線を巡めぐらせる。

「あっ。でも、灰かい英えいや元妃ひ嬪ひんの皆みなさまも、話を聞いたらこぞって兵ひよう法ほう書しよのたぐいをご祝儀の追加だと送ってくださったらしくて。こっちの写しは丹たん朱しゆが口頭で教えてくれたの。親切ですわね」

（くそ……敵が多い！）

　ひっそりと眉み間けんを押さえたところで、とどめに雛花から、「最後に、こちらはすべて煉れん兄にいさまからですわ！」と、大量の文献を示された。

（黒煉!?　……きみだけは俺の味方だと思っていたよ……！）

　しかし、生せい来らい面おも白しろがりの親友のこと、他の面子メンツから誘われればいかにも一口乗りそうだなと納得してしまう。ついでに彼は結局、祝いの席では志紅を潰つぶせなかったのだ。いかにも腹いせにやりかねない。

　まさに『四し面めん楚そ歌か』である。志紅はちょっとのけぞりそうになった。

　そんな夫の様子に気づかず、雛花は楽しげにあれこれと手に取っては眺ながめている。

「説せつ仙せん『孫武』は本当に奥おくが深いですわね。兵法書というと、戦いに勝つことを目的にすると思われがちだけれど、彼の説く極ごく意いはまず、戦わないこと。そして、勝てる戦いのみ挑いどむこと。これに尽きますもの」

「……うん。そうだね」

　たしかに俺も『孫武』は好きだよ。こんな状況でなければ、だけども。

　危あやうく咽の喉どを滑すべりかける言葉は吞のみ下す。むしろ偉い大だいなる孫武には、この鉄てつ壁ぺきの防ぼう御ぎよを無む邪じや気きに貫つらぬいてくる新妻を陥かん落らくさせる方法を教えて欲ほしい。

（いや、孫武は『善よく戦う者は人を致いたして人に致されず』って言ってるから駄だ目めか……相手に主導権握にぎられてるからもう諦あきらめろって、匙さじ投げられそうだな）

　遠い目になる志紅に、雛花はしみじみと感かん慨がい深ぶかげに呟つぶやいた。

「それにしても、あなたとこんな風に、『孫武』が語り合えるなんて。なんだか懐なつかしい。昔も、こうして寝台の上で、たくさんいろんなお話をしましたもの」

　くすくすと無邪気に微笑ほほえむ雛花を見ると、途と端たんに何もかもがどうでもよくなり、瀕ひん死しだった志紅は軽けい率そつに回復した。実に単純である。

　初夜だのなんだの瑣さ末まつな問題ではないか。なぜなら、新妻がこんなに可愛い。

（いや、よくない。まったくよくはない。そもそも、なんでこんなことになったんだったか……いや、全面的に俺が悪いんだけども）

　嬉き々きとしてさらなる兵法書講義に熱弁をふるう据すえ膳ぜんを前に、とうとう現実逃とう避ひに走りはじめた志紅は、事の次し第だいを思い出していた。
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　遡さかのぼること七日前の夜。

「あの……待って、志し紅こうさま」

　初夜の床とこで、桜おう桃とうの唇くちびるに己おのれのそれを重ねる。

　口づけは、お互たがい貪むさぼり合うような荒あら々あらしく艶つやめいたものに変わり、白い肢し体たいは、少し力を込めるだけで、呆あつ気けなく寝台の敷しき布ふに倒たおれた。

　志紅がその紅あかい襟えり元もとに指をかけた時──雛すう花かは、ちょっと驚おどろくほどに、真っ赤に頰ほおを熟うれさせてしまった。

「わたくし、こういう時何をするか知らなくて、その」

「大だい丈じよう夫ぶ。任せてくれたらいいから」

「そ、そうじゃなくて！」

　紺こん青じようを帯びた黒くろ髪かみを手ずからほどき、華きや奢しやな白い首筋を吸い上げる。吹ふきかけられた吐と息いきひとつにも、雛花はびくりと身を震ふるわせた。

「雛花。そんなに照れなくても、同じ寝台で過ごすのは、別にはじめてではないよね？」

　初うい々ういしい反応が微笑ほほえましくて、意地悪い囁ささやきを零こぼすと、彼女は緩ゆるく首を振ふってこちらを押おしのけるようにする。

「それはそうですけれど！　待って、本当に……」

　震える声が、先ほどまでなかった湿しめり気けを帯びている気がして、志紅はふと顔を上げる。

　そして、見合わせた孔く雀じやく緑みどりの虹こう彩さいが、涙なみだで盛り上がっていることに気づいたのだ。

「雛花？」

「だって、心臓が持たなくて。たしかに心の準備も、覚かく悟ごもしたはずなのですけれど……ごめんなさい……！」

　とうとう、べそべそと泣きはじめた雛花に、志紅は慌あわてた。

「こっちこそごめん雛花、怖こわがらせた」

「わたくし怖いわけじゃ」

「いや、……何もかも知らないことばかりなんだし。大丈夫。落ち着いてから、少しずつ覚えていけばいいから」

（目先のことに囚とらわれてがっつくよりかは、雛花の準備がちゃんとできるまで、待ってあげたい）

　年下の想い人のことは、これまで幾いく度ども諦あきらめようとした経けい緯いがあった。要するに、待つのは慣れている。

　かつて、彼女のことはさんざん怖がらせたし、手順をすっ飛ばして己おのれのものにしようとしたことすらあった。

　では、今度こそ、段階を踏ふんで気がすむまで甘やかしたい。そのために自分が我が慢まんして解決できるものならば、喜んで意に沿おうじゃないか、と。

「そうだ。雛花、実はこのあいだ書庫で見つけた『孫そん武ぶ』の新しん解かい釈しやくがあって、よかったら少し意見が聞きたいんだけど……」

　相当しらじらしいなと自分で呆あきれつつ、志紅は雛花を助け起こしがてら、あえてまったく関係ない話題を振ることにした。

　崑こん崙ろん由来の学問のことは、雛花の得意分野だ。知らないことを前に怯おびえる雛花でも、自分の好きな話題に興きようじているうち、多少は緊きん張ちようを解とく助けになるかと思ったのだ。

「はい、『孫武』の……？」

　目を瞬まばたいた雛花は、志紅の笑え顔がおを見つめながら話の先を促うながし、──直後から、志紅はこの時の自分の愚おろかさを、深く呪のろうこととなる。
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　目もく論ろ見みどおり、雛すう花かは得意の学問の話題で落ち着いた。

　そこまではいい。

　しかし、いささか落ち着きすぎ──というより、熱中しすぎた。

　彼女の研究魂だましい、学問にかける情熱を、ちょっと甘く見積もっていたらしい。ついでに自分は、彼女に関してのみ、割と流されやすいたちなのかもしれない。

「志紅さまがそんなに『孫そん武ぶ』にご興味がおありなんて！」

　雛花は目を輝かせて志紅の質問に聞き入り、自分の解釈や新しい研究の内容を嬉き々きとして語った。

　さらに不幸なことに、彼女の話は面おも白しろかった。

　我ながら馬ば鹿かだと思うが、志紅は、状況も忘れてそれに聞き入った。ついでに新しく生まれた疑問を尋たずねてみたりもした。大事なことなので二度言うが、かえすがえす、特大の馬鹿だったと反省している。

　そして、新しん婚こん夫婦の初夜の床における兵ひよう法ほう書しよ談だん義ぎは空が白むまで続き──気づけば、新妻は目の前でくうくうと愛らしい寝ね息いきを立てていたという次第だ。

　さらに予想外だったのは、その翌夜も、「そういえば昨日、お話ししていないことがあって」と雛花が『孫武』の話題を振ってきたことである。

　彼女が納なつ得とくできるまで待つことに決めた志紅は、少なくとも見た目は朗ほがらかにそれに応じた。

　悲しいことに、やはり彼女の話は面白かった。志紅は同じく時を忘れ、──結果、また何事もないまま、雛花の寝ね顔がおを見下ろしながら雀すずめの鳴き声を聴きくはめになっていた。

　そんなことが毎晩続き、初夜がとうとう七日も持もち越こしになっているという事情である。我わが身みを顧かえりみるとあほらしさが際きわ立だち、志紅は頭を抱かかえたくなった。いつも何度でも馬鹿野や郎ろうと自分に言いたい。なんなら過去の自分を今すぐ殴なぐり倒たおしに行きたい。

　もちろん、いつかは話題が尽きる日が来るのかもしれない。だが。

（たぶん、『孫武』が終わったら『呉ご起き』とか『尉うつ繚りよう』とかに話題が移るんだろうな……むしろ『武ぶ経きよう七しち書しよ』全制せい覇はすることになるかも……）

　ついでに、楽しいこと好きの親友や優ゆう秀しゆうな侍じ女じよ、異界のいらんことしいや、妻の老ろう獪かいな部下たちは、志紅の邪じや魔まに注力を惜おしまないのだろう。そのうち我わが家やの書庫がさぞかし充じゆう実じつしそうだなと、志紅は頭痛を堪こらえた。

　そして志紅は、おそらくというか確実に、雛花に無む理り強じいできない。できないというか、──したくない。結局なんやかやと、悶もん々もんとしつつ朝を迎えることになるのだろう。

　輝かしいほど自じ業ごう自じ得とくである。自じ縄じよう自じ縛ばくともいう。だがもう、こうなったらとことん雛花に付き合うと志紅は決めていた。

（けど、連日連夜語りどおしだと、さすがに眠ねむいな）

　朦もう朧ろうとしつつ、志紅はぼうっと考えた。

　雛花が寝ね入いった後に自分も眠ればいいじゃないかと人は言うかもしれないが、その時、決まって隣となりには可愛い妻が無防備に寝ているのである。──これで平然と眠れたら、そいつはどうかしている。

「わたくし、『孫武』では『彼を知り己おのれを知れば、百戦して殆あやうからず』という言葉が特に好きですわ。でも、もっと好きなものがあるの」

　志紅の内心の葛かつ藤とうなどつゆ知らず、雛花は無む邪じや気きに手を合わせた。小首を傾かしげてこちらを見上げる仕草は、わざとではないのだろうが。

　──あ、可愛い。ちくしょう。

（その言葉は俺も好きだけど……）

　ふっと遠のきかける理性に緊きん急きゆう召しよう集しゆうをかけ、志紅はごく紳しん士し的てきに笑みを返した。

「へえ、何？」

　相手の鈍にぶさを知っているはずなのに、負まけ戦いくさ続きの自分は、実は将に向いていないんじゃないか、なんて不安まで覚えながら。

「ふふ。なんでしょう。当ててみてくださいませ」

　雛花はにこにこ上じよう機き嫌げんに問うてきた。

「うーん」

　戯たわむれの謎かけ遊びに、志紅は働かない頭でつらつら思案を巡らせる。

「ちなみにそれ、当てたら、何かきみからご褒ほう美びがある？」

「あら、志紅さまはわたくしに頼みごとがあるんですの？　いいですわよ、当てたらなんでも聞いてあげます。代わりに、当てられなかったら、わたくしもあなたにお願いを聞いていただこうかしら。よろしくて？」

「いいよ。……じゃあ俺は」

　夜着の裾すそから覗のぞく、白はく磁じの肌はだ。濡ぬれた孔く雀じやく緑みどりの瞳は、夜の慎つつましやかな灯ともし火びの下では、とびきり艶つやめいて見えた。

　真珠の歯が見みえ隠かくれする紅い唇くちびるの甘さならば、知っているけれど。本当は、その先を知りたい。

　眠ねむ気けと誘ゆう惑わくの複ふく合ごう技わざをかけられ、この時の志紅は、割と脳みそが溶とけていた。




「きみを抱だきたい」




「──え」

　やってしまった、と気づいたのは、雛花の表情が完全に固まったからだ。

（しまっ、た）

　さあっと頭から血の気が引く。ついでに眠気も退散していった。

（水の泡あわだ、馬鹿）

　さんざん、彼女の心を開かせようと腐ふ心しんしてきたのに。

　怖がらせたくなくて。

　一いつ緒しよにいるひと時には、まずは、何よりも幸せを感じてほしくて。

「ごめん！　今のなし……」

　慌てた志紅が取とり繕つくろおうとした時、ぽかんとしたまま固まっていた雛花が、ぼっと湯気を噴ふく勢いで赤面した。

　彼女はそのまま俯うつむくと、ぽしょぽしょと小さく呟つぶやいた。

「ええと。わたくしの好きな言葉、それは『善よく戦う者はこれを勢いきおいに求めて人を責めず』……ですわ」

　戦いくさ上じよう手ずは、戦力の要かなめを個々の兵の力に求めず、軍全体をうまく鼓こ舞ぶして得た勢いこそを重視する。

　その言葉は志紅も知っていたが、しかし事態が読めずに目を瞬しばたたいてしまう。

「え？　答え、なんで……」

「だって」

　白い指を組み合わせ、雛花は小さく告白した。

「あなたが当てられなかったら、……わたくしがしようとしたお願いは。今夜は、わたくしに触れてほしいってことです、もの……」

（……）

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、志紅は小さな体を抱きしめて、その朱しゆ唇しんを貪むさぼっていた。

「好きだよ、雛花」

　──その夜の甘さがいかばかりだったか。それはただ、窓の月だけが知っている。





終









電子書籍特典　書き下ろし短編

『碧へっ血けつ丹たん心しん』







　桃とう華か源げんの名に負う花が、今、見ごろを迎えつつある。

　薄紅のそれと盛りを同じくするのは、白木蓮。雪柳。黄寿丹れんぎょう。少し気の早い杜さつき鵑つつじや、四季を通じて色とりどりに咲く月ひめ季ばらも、さらに彩りを加える。

　辺境こそ珍しい貴玉や金銀の花木が根付く渾沌の植生も、民の暮らす中心部は、細かい差異こそあれ、基本的に桃華源と変わらない。むしろ、渾沌をもとに桃華源を創っているのだから、当たり前と言えばそうなのだが。

　ただ、何もかもが鏡うつしすぎて。時おり、胸をかきむしるほどの切なさを感じてしまう時がある。

　そう。とくに、こんな晴れた日には。

　──〝丹たん朱しゅ。盛りの桃を見に行こう。媧か児じも一緒にだ〟

　自信に満ちた笑みを浮かべ、手を差し伸べる親友と。

　──〝丹朱お兄さま。ほら、こっちよ。早くいらして。桃が、とってもきれいなの〟

　花のように満開の笑みを浮かべた愛しい少女の顔が、まなうらに甦るから。




＊

　うららかな春、色の濃い蒼穹、盛りの桃の花。

　極め付けは〝幼馴染の三人〟で、小さな花見の宴。

　余計な感傷を呼び覚まされる要素ばかり、ここまで見事に取りそろえられたら、苛立つなり敬遠するなり、とりあえず自分まで参加しようとは思うまい。

（そう、普通はね。……だってのに。なんでまた、僕はこんなとこにいるんだか……）

　人差し指でこめかみを押さえつつ、ため息ひとつ。女ものの披帛に白い深衣、拘束具めいた玉飾りを身に着けたお決まりの格好で、ぷかぷか宙に浮かんでいた丹朱は、卓子を囲み談笑しあう面子を見下ろした。

「いやぁ絶景絶景、こいつは絶好の花見日和！　まさに、『水流れて心競わず、雲流れて意と俱もに遅し』って感じだよなあ。なんか前にも、どことは言わないどっかでも、同じ詩を吟じた記憶あるけどさ。だよな？　雛すう花か」

　まず一人めは、黒こく煉れん帝ていだ。池に架かった赤い太鼓橋を望む四阿あずまやで、山海の珍味を使った酒肴を前に大笑する彼に、その異母妹の雛花も、にっこり微笑んで頰に手を当てる。

「ええ。そうそう、詠えい仙せん『杜と甫ほ』ですわよね。……本当、とってもいいお天気ですこと。なんだか、いつとは言わないいつかにも見たような光景ですけれどね。ところで煉れん兄にいさまは、ちゃんと衣の下に防具は着こんでこられて？　わたくし、今日こそちゃんと血みどろにしたりひっくり返したりせずに、お料理やお菓子を楽しみたいのよ。ねえ志し紅こうさま」

「ははは、さすがに着てねーよ。なあ志紅」

　うふふ、あはは、と無邪気に目くばせしあう兄妹に、このささやかな宴に列席する最後の一人である志紅が、うっとたじろぐ。

「……ごめん、ふたりとも。二年前のことは、本っ当に俺が悪かったから。割と真剣に胃にクるんで、これ以上は勘弁してくれないかな……」

　ちくちくと刺す言葉の棘に耐えかね、そうそうに白旗を上げた志紅に、黒煉と雛花は、楽しげに「おっとイイ反応」「これはしばらく癖になりますわね！」と無邪気に喜んでいる。

「なぁんて！　悪趣味なからかいかたしてごめんなさい、志紅さま。噓ですわよ」

「今日の状況が二年前のアレに近いだけに、お前が変な緊張すんじゃねえかって思ったんで、先回りしてちょっとな。ま、早い話が、気にしてねえから気にすんなってこった」

　兄妹に揃って背を叩かれ、志紅は苦笑した。

「……うん。分かってるよ。ありがとう。ああ、いちおう花はな毛もう氈せんの下を確認してくれてもいいけど、剣は持ち込んでないから安心して？」

　ようやく軽口を叩く余裕の出てきたらしい志紅に、雛花と黒煉は目を瞬く。

　やがて三人は誰ともなく噴き出し、声を上げて笑い合う。それを皮切りに、気の置けない同士の会話に花が咲き始めた。

「志紅、今日は、お前の柱国大将軍昇進の前祝いなんだ。雛花との結婚については、別の機会に改めて一席設けるつもりだからな。というわけでまあ、潰れるまで吞め吞め」

「潰しにかかってるあたりでどうかと思うけど。って、黒煉、きみには悪いけど、酒で人に潰されたことないんだよね、俺は。ご要望に沿えるよう、努力はしますけども？」

「おう、是非とも頑張れ！　ところで、お前に吞ませてるつもりで、なぜかオレのほうが先に酔い潰れてるっていつものあの現象、なんなんだろうな？」

「そこは自重してくださいませね、煉兄さま!?」

「皇帝の威厳的にどうにかなる前に、俺が適当に止めるから安心して」

　異母兄に柳眉を逆立てる雛花に肩を揺らしつつ、志紅は親友の手から盃を受け取っている。

　一拍置いて、また明るい笑い声が場に弾けた。

　そして。

（うん。みんな楽しそう、だけど……こっちは居心地悪いって言うか、なんていうか、だねえ……）

　宙から黙ってなりゆきを見守っていたものの、暇を持て余した丹朱は、そこでとうとう声を上げた。

『ところでさあ。……いい加減、なんでこの場に僕まで呼ばれたのか訊いてもいい？』

　宴もたけなわのところに水を差すようで悪いけれど──と、心中でのみ付け足しつつ、あきれ顔で腕を組む。

『渾沌から意識だけ飛ばしてきてる身じゃ、もちろん酒は吞めやしないし、肴をつまめもしないワケで。え、コレってまさか、こないだ雛花が言ってた〝りあ充〟自慢だったりする？　あれもこれも恵まれすぎて、世の中って不公平だなと理不尽に感じるくらい、何もかも充実してる人々、ってやつ。ついでに前から思ってたけど、それってどう略しても〝あり充〟だよね？』

　この台詞に、三人は一様に、きょとんとした顔をした。

　最初に挙手して質問してきたのは、黒煉帝だ。

「え？　あんた酒吞めない？　まじ？」

『まじ』

「見てるだけ!?」

『だからずっとそう言ってるし！　っていうか最初からそうだったし!?』

「そいつは悪かった！」

（天然か!!）

　素直に勢いよく頭を下げた黒煉帝の、金色の目を見開いて口を半開きにした、いかにも啞然とした様子に、さすがの丹朱も毒気を抜かれた。

（……伏羲ふっきと、顔だけはすっごい似てるのに、中身はえらい違いだね）

　気を取り直し、丹朱は眉根を寄せて、三人を順繰りに睨んだ。

『で？　誰の発案なのさ。僕まで呼び付けたのは』

　相手と返答次第では、ねちねち滔とう々とうと嫌味をお見舞いしてくれよう。──とりわけ、それが志紅だった場合には容よう赦しゃすまい。

　ひそかに心に誓いつつ、丹朱は返答を待つ。

「あ、はい。わたくしですわ」

　しかし、予想に反し、さっと挙手したのは雛花だった。

『雛花だったの？　なんでまた』

　意外な気持ちでありつつ、丹朱は少しだけ溜りゅう飲いんを下げた。

　なにせ、先日永えい訣けつした想い人に姿形のよく似た彼女は、今日は祝いの席とあって、うんとめかしこんでいる。

　主役の花になぞらえた桃色の襦じゅ裙くん、うすものの華紋の半臂はんぴ、羅紗らしゃの披帛ひはく。結いあげた黒髪にはお気に入りの七宝しっぽう胡蝶こちょうの簪かんざしに金きん歩ほ揺よう、白い首には真珠と縞しま瑪瑙めのうの首飾り。

　どうせ、おそらくというか確実に、同席する志紅のためなのだろうが、目に嬉しいのは事実なので。

　そんな複雑な丹朱の内心などどこ吹く風で、雛花はぱちぱちと目をしばたたいた。

「なんで、って……お花がきれいで、お花見をすることになって、それならせっかくだから、あなたも一緒なら楽しいと思いましたのよ。他に深い理由なんてありませんわ。ええと……むしろ、何かおかしかったかしら」

（！）

　返って来た答えは、あまりに平凡で。

　だからこそ、丹朱は一瞬、息を吞んだ。

『……ううん、別に何も変じゃない、けど』

　思わずそれ以上の言葉が出ない丹朱の様子に気づかないのか、雛花は小首を傾げつつ付け足した。

「それとも……もう少し先の話だけれど、珞紫や灰英や他の元妃嬪の皆さまともお花見をする予定があるから、呼ぶならそちらの方が良かったかしら。殿方はあなただけになるから、居心地が悪いかと思って、今日にしたのだけれど」

『うんありがと、そっちは心の底から遠慮するよ』

　すぐさま丹朱は真顔で首を振った。いろいろな意味で想像するだに恐ろしい。

　残念そうに「あら、そう？」と眉尻を下げる雛花に、丹朱が目を泳がせたところで、なぜか黒煉帝が「え？」と声を上げる。

「って、……雛花だっけ？　ここに、世話んなってる丹朱どのを呼ぼうって言ったの。いや、たしかに声掛けは、一番よく遭遇してるお前に頼んだつもりだったけど。てっきりオレ発案だと思い込んでたわ」

『はあ？　なに言ってるの、君、さっそく酔ってる？』

　さすがに、これには丹朱は半眼になった。

「？　酔ってはいるけど正体はなくしてねえぜ。なんでだ？」

『だから、……なんで、はこっちの台詞！　いや、だって、面識くらいはあるけど、僕は黒煉帝きみとは別にそう話すわけじゃないし……』

「うん。だからこそ、オレのほうはあんたと一回じっくり話してみてえなー、って思ってたんだよなあ」

『へ？』

「だってさ、あんたの本当の目の色、瑠る璃り色いろじゃん。前は、雛花に宿ってたから、それに合わせて孔雀くじゃく緑みどりだったらしいけど……」

（はああ？　意味分かんないんだけど）

　いきなり得体のしれない方向に話が飛んでいった。

　ますます訝いぶかしむ丹朱に、黒煉帝は楽しげに続ける。

「碧へつ血けつ丹たん心しん、って分かるか？」

『？　説仙『荘そう周しゅう』の外がい物ぶつ篇へんだろ。当たり前じゃない。そりゃあね、君たちよりも長生きしてるから』

　──萇ちょう弘こうは蜀しょくに死す。其の血を蔵すること三年にして、化して碧へきと為る。

　かつて、崑こん崙ろんの王に仕えた萇ちょう弘こうという仙は、主君に讒言ざんげんを聞き入れられず、それでもなお心を変えず、忠義を貫いて自刃した。

　三年経った時、秘蔵されていたその血は、見事な碧へき玉ぎょくに変わっていた、という。

「厳密にいえば、そりゃあ瑠璃と碧玉は石の種類が違う。でも、同じ青色だ。それに、あんたと、伏羲ふっき真しん君くんや女じょ媧か娘にゃん々にゃんの関係も、主従じゃなくて友人同士なんだけど。……青って、誰かに丹ま心ごころを尽くせるやつの色なのかなって思ったんだよ。荊けい志し青せい将軍も、李彗縹りすいひょうも、名前に青がついてるし。あと、雛花も姓も髪も青が入ってるし」

　名前が『丹朱』なら、『丹たん心しん』と字も韻いんも近いしなあ。さすが桃華源！　って、あんたは渾沌の出だっけ。まあ細かいことはいいや──などと続く黒煉帝の話は、やはりどうにも向かう先が読めない。

（何が言いたいんだ？）

　思わず眉根を寄せる丹朱に、黒煉帝は豪快に笑ってしめくくった。

「要するに、だ。あんた、真君や娘々のために、ずっと、たったひとりで戦ってきたんだろ。想像もつかないくらいすげえことだぜ、それは。……目の色は青。名前の韻は丹心。まさにそのとおりの奴がいるもんだなって、感動したんだよ。だから、二神のご加護で成り立ってきた槐帝国の宗室の裔すえとしても、オレ個人としても、あんたとは、是非ともハラ割って話してみたかったってわけ」

『……つまり、君が僕をねぎらってやるって？　人間ふぜいが、この【渾敦】を？　舐めたことを抜かすのもほどほどにすれば？』

「違う違う。オレが一方的に、勝手に尊敬するだけだし」

『……』

（どうかしてるね。ばかじゃないのかい。なのに）

　続けるはずだった文句が、咽喉の奥に沈んで溶けていく。

　なぜなら、その陽気な声が、瞳の金色が。歯を見せて破顔一笑する、浅黒い肌色の顔が。

　──〝丹朱〟

　いつかの旧友と、重なってしまって。

（……なんで）

　心を動かされるなんて、それこそ、どうかしている。

　とっさに何も言えず、丹朱は黙りこむ。

「いや、待ってくれ。雛花や黒煉だったか？　てっきり、俺が言い出したつもりだったんだけど……」

　さらにはそこで、とうとう志紅までが、顎あごに手を当てて首を捻っているではないか。

『ちょっと？　デタラメ言うんじゃないよ坊や。さすがにそれは信じないよ、僕も』

　鼻で笑う丹朱に、志紅は緋色の目を瞠みはる。

「なぜ？」

『なぜって。よく言うよ！　君、僕が嫌いなくせに』

「まあ、好きか嫌いかでいえば、間違いなく、というか、この上なく嫌いではあるんだが。懲こりずに雛花にちょっかいかけてくるし」

『言い方！　ちょっとは包みなよ人でなし』

「そもそも人間じゃない奴に、人でなしと言われても。……じゃ、なくて」

　不毛な言い争いに発展する前に、志紅はさっさと本題に入ってしまった。

「丹朱。お前は……俺のことを、もう一人のお前だと、二年前に言っただろう。俺の境遇や願いが、お前にあまりに近かったから」

『言ったね』

「どうせなら、もう一人の自分が、ちゃんとすべてを手に入れるところが見てみたい、とも」

『……そうだっけね』

　実は、昨日のことのように覚えていたが、丹朱は敢えてそらっとぼけた。

　なぜって、今さらだ。

（その願いは叶った。……君は、何も失わず、大切なものをすべて守りきったから。雛花も。黒煉帝も。この桃華源も）

　ともにそれを見届けた時、丹朱にもたしかに達成感はあった。よくやってくれた、と安堵したし、痛快ですらあった。

　けれど、だからといって、自分自身が失ったものが戻るわけではない。

　あの時逝いってしまった、大切な二人は。彼らと過ごした時間は。

　もう二度と、丹朱のもとに訪れることはないのだ。

『それがどうかした？』

　片頰を上げ、わざと少し棘を帯びた声を出した丹朱に、志紅はなんでもないように肩を竦めた。

「別に。気にくわないなと思って」

『気にくわない？』

「お前がもう一人の俺なら、お前のほうも、何もかも手に入れろ。じゃないと気分が悪い」

（え）

　目を丸くした丹朱に、志紅はけろりと言ってのけた。

「過去にお前が失ったものは、たしかに戻らないかもしれないが。この先々までずっと、一生涯、お前には何も得るものがないような悲観的な言い回しに聞こえて、ちょっとな」

『……っ』

　思わず声を吞む丹朱に、今度は雛花が微笑みかける。

「ねえ、丹朱。あなたは志紅さまではないし、わたくしは女媧娘々ではないし、煉兄さまは伏羲真君ではない。だからこそ、わたくしたちの間では……これから、新しい関係が作れますわよね」

　あらためて。

「丹朱、あなたにとって、それがほんの瞬きほどの間のことだったとしても」

　どうぞよろしく──そう言って白い手を伸べる雛花に、丹朱はしばらく、その場を動けずにいた。




　──〝丹朱。桃の花が満開だ〟

　──〝丹朱お兄さま。早く、こっちにいらして〟

　懐かしい声が、光景が、胸に甦る。

（ねえ、伏羲。……女媧。僕は、本心ではたぶん……ずっと、君たちと過ごした、あの時間を取り戻したかったんだろうね）

　旧い友や想い人とは、たしかに、もう逢えはしない。

　けれど。

（幸せだったよ。それでも。……君たちを、守れたことは）

　丹朱は瞼を閉じ、まなうらに彼らを浮かべる。

　そうしてやっと、惜別の念を、静かに己がものと受け止めることができた。

　碧血丹心と世には言う。

　三年どころか千年を経ても、この血から碧玉を得ることはなかった。

　だが、──代わりに今、新しくもあたたかい、言い知れない何かを授かったのかもしれない。







　果たして、その後。

『……まったく、どいつもこいつも。羽虫ふぜいが、調子に乗らないでよね』

「あら？　丹朱、あなた……」

　悪態をつきつつ、ちゃっかりと宙から舞い降りて席のひとつに腰かけた彼の耳が、わずかに名前の通りの朱に染まっていたことに気付いたのは、雛花だけだったのだった。
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